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民
話
「
靴
履
き
猫
」
や
「
動
物
（
怪
物
）
婿
」
が
中
国
に

鈴
木
　

滿

初
め
に

　

十
七
世
紀
の
末
つ
方
、
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
首
都
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
中
・
上
流
階
級
の
令
嬢
向
け
に
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
が
編
ん
だ

教
訓
付
き
物
語
集
『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
あ
る
い
は
お
伽
話
、
な
ら
び
に
教
訓
』、
ま
た
の
名
『
鵞
鳥
お
ば
さ
ん
の
お
伽
話
』
に
収
め
ら

れ
た
「
猫
先
生
ま
た
は
長
靴
を
履
い
た
牡お

猫ね
こ

」
の
素
材
と
な
っ
た
民
話
は
、
そ
れ
ま
で
既
に
広
汎
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
布
し
て
い
た
、

と
思
わ
れ
、
こ
の
種
の
民
話
の
分
析
は
十
九
世
紀
以
降
も
っ
ぱ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
見
地
に
立
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

十
七
世
紀
初
頭
の
中
国
、
明
代
末
期
の
白は

く

話わ

小
説
集
『
醒シ

ン

世シ
ィ

恒ハ
ン

言イ
ェ
ン

』（
醒せ

い

世せ
い

恒こ
う

言げ
ん

）
巻
三
十
五
「
徐
老
僕
義
憤
成
家
」
と
そ
の
素
材
と

な
っ
た
逸
話
が
、
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
話
や
、
そ
れ
を
素
材
と
し
た
物
語
と
ま
さ
に
同
工
異
曲
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ

ち
ら
の
方
の
観
点
で
見
直
す
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
平
均
的
解
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
こ
の
型
の
民
話
の
核
心
に
他
な

ら
ぬ
、
と
納
得
で
き
る
テ
ー
マ
が
く
っ
き
り
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、
や
は
り
十
七
世
紀
、
そ
れ
も
三
十
年
代
、（
政
治
的
に
四
分
五



武蔵大学人文学会雑誌　第 42 巻第 3・4 号

（53）329

裂
の
）
イ
タ
リ
ア
半
島
で
も
一
風
変
わ
っ
た
言
語
・
風
俗
を
持
っ
て
い
た
大
都
市
ナ
ポ
リ（

（
（

の
文
人
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ

の
編
ん
だ
ナ
ポ
リ
方
言
の
物
語
集
『
お
話
の
中
の
お
話
（
お
話
の
白
眉
）』、
通
称
『
五

イ
ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ

日
物
語
』
収
録
の
一
話
「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」
の
素
材
で

あ
る
動
物
（
怪
物
）
婿
型
民
話
と
同
類
項
の
導
入
部
を
持
つ
物
語
が
、
十
世
紀
の
中
国
、
北
宋
初
期
成
立
の
文ぶ

ん
げ
ん言

小
説
集
成
『
太タ

イ

平ピ
ン

広ク
ア
ン

記チ
ー

』（
太た

い

平へ
い

広こ
う

記き

）
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
明
末
の
白
話
小
説
集
『
喩ユ

ィ
シ
ィ
ミ
ン
イ
ェ
ン

世
明
言
』（
喩ゆ

世せ
い

明め
い
げ
ん言

）
巻
三
十
三
「
張
古
老
種
瓜

娶
文
女
」
の
題
材
に
用
い
ら
れ
、
大
い
に
脚
色
さ
れ
る
。
九
世
紀
唐
の
高
級
官
僚
段ト

ア
ン

成チ
ョ
ン

式シ
ー

（
段だ

ん

成せ
い
し
き式

）
撰
の
大
博
物
誌
・
異
事
奇
譚

集
成
『
酉ヨ

ウ

陽ヤ
ン

雑ツ
ァ
ー

俎ツ
ー

』（
酉ゆ

う

陽よ
う

雑ざ
っ

俎そ

）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
「
葉イ

エ

限シ
エ
ン

」（
葉し

ょ
う

限げ
ん

）
が
世
界
最
古
の
完
璧
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
文
献
で
あ

る
こ
と
は
、
稀
有
な
博
物
学
者
に
し
て
民
俗
学
者
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

（
一
八
六
七
─
一
九
四
一
）
の
指
摘（

2
（

以
来
、
夙つ

と

に
汎
く
江
湖
に
知
ら
れ
て

い
る

─
さ
よ
う
、
欧
米
の
口
承
文
芸
研
究
者
に
あ
っ
て
も
常
識
で
す
な

─
が
、
民
話
「
靴
履
き
猫
」
や
「
動
物
（
怪
物
）
婿
」
の

東
西
比
較
論
と
し
て
の
小
論
は
、
疎
漏
の
譏そ

し

り
を
免
れ
得
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
ま
ず
ま
ず
嚆こ

う

矢し

で
あ
ろ
う
か
。

Ⅰ　

民
話
「
靴
履
き
猫
」
と
明
の
田
汝
成
「
阿
寄
伝
」

〔
一
〕

　

民
話
「
長
靴
を
履
い
た
に
ゃ
ん
こ
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
民

フ
ォ
ル
ク
ス

話
メ
ル
ヒ
ェ
ン

（
昔
話
）「
長
靴
を
履
い
た
牡
猫
」
と
し
て
定
着
、
民
話
の
話
型type of folktale

と
し
て
は

A
T
U （

3
（

五
四
五
B
「
長
靴
を
履
い
た
に
ゃ
ん
こ
」Puss in Boots

（
4
（

に
分
類
さ
れ
、
動
物
援
助
譚
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
ん
な

粗
筋（

5
（

。
な
お
、
以
下
の
文
中
に
お
け
る
〔　
　
　
　
　

〕
内
は
論
者
の
補
足
で
あ
る
。
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あ
る
動
物
（
猫
、
狐
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル（

（
（

、
猿（

（
（

な
ど
）
が
（
義
務
か
ら
で
は
な
く
）
あ
る
貧
乏
な
男
が
（
王
女
と
結
婚
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
）
金
持
ち
に
な
る
の
を
助
け
よ
う
、
と
思
う
。
皇
帝
〔
王
〕
の
信
任
を
得
る
た
め
、
こ
の
動
物
は
皇
帝
に
、
そ
の
貧
乏
な
男

が
大
層
富
裕
だ
、
と
告
げ
る
。
こ
の
貧
相
な
身
な
り
の
未
来
の
花
婿
が
花
嫁
の
宮
殿
へ
赴
く
途
中
、
動
物
は
、
事
故
が
起
こ
っ
て

〔
追
剥
に
遭
っ
て
〕、
花
婿
の
衣
服
（
馬
た
ち
、
婚
礼
の
贈
り
物
、
婚
礼
の
賓
客
た
ち
）
が
悉
く
失
わ
れ
た
ふ
り
を
す
る
。
そ
こ
で
王

〔
皇
帝
〕
は
貧
乏
な
男
に
上
等
の
衣
服
を
与
え
、
婿
君
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

　

男
が
自
分
の
財
産
を
披
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
動
物
は
男
に
先
行
、
牧
人
や
農
夫
ら
に
、
彼
ら
の
畜
群
や
耕
作
地
が

貧
乏
な
男
の
も
の
だ
、
と
言
う
よ
う
強
制
す
る
。
動
物
は
そ
れ
ら
の
財
産
の
本
当
の
持
ち
主
で
あ
る
魔デ

ー
モ
ン物

（
龍

ド
ラ
ゴ
ン

、
人オ

ウ

ガ

喰
い
鬼
、

巨
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

人
、
魔ウ

ィ
ッ
チ女

、
魔マ

ジ
シ
ア
ン

法
使
い
）
を
、
焼
き
殺
し
た
り
、
押
し
潰
し
た
り
、
撃
ち
殺
し
た
り
、
あ
る
い
は
計
略
に
掛
け
て
殺
す
。
花
嫁

が
供
揃
い
を
従
え
て
到
着
す
る
と
、
婿
殿
は
そ
れ
ら
の
財
産
の
本
当
の
持
ち
主
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。

　

動
物
は
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
貧
乏
な
男
の
感
謝
の
念
を
試
す
（
頭
を
切
り
落
と
さ
れ
る
と
人
間
に
な
る（

3
（

）。
幾
つ
か
の
類
話
で
は

男
は
恩
知
ら
ず
に
ふ
る
ま
う
。
あ
る
い
は
、
自
分
が
し
た
約
束
を
守
ら
な
い
。

　
〔
兄
弟
の
財
産
分
け
と
末
弟
に
一
見
最
も
価
値
の
な
い
も
の
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
右
の
粗
筋
で
は
全

く
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
挙
げ
る
類
話
、
そ
れ
も
代
表
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
類
話
で
は
い
ず
れ
も
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
導
入

部
に
採
用
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
。
遺
憾
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
A
T
U
の
大
き
な
誤
謬
で
あ
る
。
な
お
、
右
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
主
人
を
助
け
る
動
物
は
猫
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
分
析
す
る
場
合
、「
猫
」
に
捉
わ
れ
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

む
し
ろ
ジ
ャ
ッ
カ
ル
や
猿
が
活
躍
す
る
類
話
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
ら
が
活
躍
す
る
話
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
種
と
は
言
い
難

い

─
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
場
合
は
、
こ
れ
が
イ
ン
ド
や
中
近
東
以
外
に
棲
息
す
る
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る

が

─
か
ら
、
こ
の
民
話
の
伝
播
を
考
え
る
上
興
味
深
い
の
で
あ
る
〕。
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〔
二
〕

　

こ
の
民
話
を
素
材
と
し
て
物
語
に
仕
立
て
た
も
の
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
挙
げ
ら
れ
る
刊
本
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

①　

十
六
世
紀
の
イ
タ
リ
ア

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
文
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
ト
ラ
パ
ロ
ー
ラ
（
一
四
八
〇
頃
─
一
五
五
八
頃
）
作
『
楽

し
き
夜
夜
』（
一
五
五
〇
─
五
四
）Giovanni Francesco Strapalora: Le piacevoli notti

の
全
十
三
夜
に
亘
る
物
語
の
う
ち
第

十
一
夜
第
一
話
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
物
語
」（

9
（

。

　

パ
ン
屋
（
？
）
の
貧
し
い
後
家
さ
ん
が
三
人
の
息
子
た
ち
に
、
遺
産
と
し
て
、
パ
ン
生
地
を
捏こ

ね
る
捏
桶
、
パ
ン
籠
、
そ
れ
か
ら

猫（
（3
（

を
残
す
。
末
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノConstantino

に
与
え
ら
れ
た
猫
は
、
兎
を
何
匹
も
捕
ま
え
て
、
王
の
と
こ
ろ
に
持
っ

て
行
き
、
こ
れ
を
、
主
人
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
言
っ
て
献
上
。

　

猫
は
頃
合
を
見
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
を
呼
び
出
し
、
水
に
投
げ
込
み
、
溺
れ
た
ふ
り
を
し
な
さ
い
、
と
言
い
付
け
、
通
り
か

か
っ
た
王
に
着
替
え
を
も
ら
う
。
王
は
、
り
っ
ぱ
な
風
采
に
な
っ
た
若
者
が
大
い
に
気
に
入
り
、
王
女
と
結
婚
さ
せ
る
。〔
も
と
よ

り
、
大
貴
族
だ
、
と
誤
解
し
て
い
る
わ
け
〕。

　

婚
礼
が
済
む
と
王
は
、
婿
殿
の
領
地
と
領
民
を
見
た
い
、
と
希
望
。
猫
は
す
ぐ
さ
ま
先
立
ち
に
な
り
、
途
中
で
出
会
っ
た
騎
馬
の

男
た
ち
、
牧
夫
た
ち
、
城
の
召
使
た
ち
を
脅
し
、
わ
た
し
ど
も
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
様
の
家
来
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
王
に
言
わ

せ
る
よ
う
計
ら
う
。
王
は
満
足
す
る
。
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幸
運
に
も
本
当
の
領
主
で
あ
る
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノV

alentino

は
外
出
中
で
、
出
先
で
突
然
死
ん
で
し
ま
い
、
城
に
戻
っ
て
来

な
い
。〔
こ
う
し
た
解
決
は
、
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
ご
都
合
主
義
で
お
も
し
ろ
く
な
い
〕。

　

こ
の
猫
は
明
ら
か
に
仙
女（

（（
（

な
の
だ
が
、
主
人
に
幸
運
を
齎
し
て
や
っ
た
あ
と
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
な
い
〔
と
い
う
結

び
で
終
わ
る
〕。

②　

十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア

　

多
年
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
に
軍
人
と
し
て
勤
務
（
従
っ
て
、
中
近
東
と
こ
の
貿
易
都
市
国
家
を
結
ぶ
交
流
の
道
、
ア
ド
リ
ア
海
、

イ
オ
ニ
ア
海
、
東
地
中
海
、
エ
ー
ゲ
海
と
そ
の
沿
岸
地
域
、
そ
こ
に
浮
か
ぶ
島
島
の
風
物
・
文
化
、
ひ
い
て
は
口
承
文
芸
な
ど
に
触
れ

る
機
会
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
）
し
、
の
ち
故
郷
ナ
ポ
リ
で
行
政
官
と
な
っ
た
、
文
人
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー

レ
（
一
五
七
五
─
一
六
三
二
）
が
ナ
ポ
リ
方
言
で
記
し
た
『
お
話
の
中
の
お
話
』（
通
称
『
五

イ
ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ

日
物
語
』）（
一
六
三
四
─
三
六
）

Giam
battista Basile: Lo cunto delli cunti （Il Pentam

erone

）
の
全
五
日
（
一
日
当
た
り
十
話
）
に
亘
る
物
語
の
う
ち
第
二
日

第
四
話
「
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
」（

（2
（

。

　

乞
食
の
老
人（

（3
（

が
二
人
の
息
子
に
、
遺
産
と
し
て
僅
か
に
篩ふ

る
い

と
猫（

（4
（

を
残
す
。
下
の
息
子
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾGagliuso

が
猫
を
も
ら
う
。

猫
は
主
人
を
憐
れ
ん
で
、
せ
っ
せ
と
魚
や
野
鳥
を
捕
ま
え
、
そ
う
し
た
獲
物
を
王
の
と
こ
ろ
に
持
参
、
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
殿

シ
ニ
ョ
ー
レ

Signore Gagliuso

の
贈
り
物
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
告
げ
る
。

　

王
が
、
こ
の
未
知
の
親
切
な
貴
族
と
知
り
合
い
に
な
り
た
い
、
と
猫
に
言
う
と
、
猫
が
答
え
て
い
わ
く
。
主
人
の
従
僕
ど
も
が
昨

夜
主
人
の
許
か
ら
出
奔
つ
か
ま
つ
り
、
つ
い
で
に
主
人
の
衣
服
を
洗
い
ざ
ら
い
持
ち
逃
げ
い
た
し
ま
し
た
、
と
。
そ
こ
で
王
は
衣
装
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を
送
り
届
け
、
宮
廷
に
や
っ
て
来
た
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
を
善
美
を
尽
く
し
て
も
て
な
す
。
こ
の
際
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
が
野
卑
な
本
性
を
現

し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
を
、
猫
が
口
早
に
言
い
訳
を
し
て
助
け
舟
を
出
す
。

　

王
は
間
も
な
く
、
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
が
、
所
有
し
て
い
る
、
と
自
称
す
る
財
産
を
実
地
に
知
り
た
い
、
と
思
い
、
調
べ
役
の
使
者
を

出
す
。
け
れ
ど
も
猫
は
使
者
に
先
行
し
、
耕
牧
地
に
い
る
全
て
の
牧
人
に
、
そ
の
辺
の
羊
・
牛
・
馬
の
群
が
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
殿
の
所

有
物
だ
、
と
言
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
そ
こ
で
王
女
と
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
の
結
婚
が
行
わ
れ
る
。
王
女
は
莫
大
な
持
参
金
を
持
っ
て
来

る
。

　

ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
は
豊
か
に
な
っ
た
の
で
、
土
地
を
買
い
込
ん
で
大
地
主
に
な
る
。
そ
し
て
猫
に
厳
か
に
約
束
す
る
。
生
き
て
い
る

間
は
き
ち
ん
と
面
倒
を
見
、
死
ん
だ
ら
樹
脂
溶
液
で
保
存
処
置
し
て
、
黄
金
の
柩ひ

つ
ぎ

に
納
め
よ
う
、
と
。

　

さ
て
、
暫
く
し
て
猫
は
死
ん
だ
ふ
り
を
す
る
。
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
は
猫
の
脚
を
つ
か
ん
で
窓
か
ら
外
へ
放
り
出

す
。
死
ん
だ
、
と
思
わ
れ
て
い
た
猫
は
む
っ
く
り
と
起
き
上
が
り
、
恩
知
ら
ず
な
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
を
罵
倒
し
て
、
ど
こ
へ
と
も
な
く

立
ち
去
る
。

③　

十
七
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス

　

ル
イ
十
四
世
に
仕
え
た
パ
リ
在
住
の
官
僚
・
学
者
（
フア

カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

ラ
ン
ス
学
士
院
会
員
）・
文
人
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
（
一
六
二
八
─

一
七
〇
三
）
作
『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
あ
る
い
は
お
伽
話
、
な
ら
び
に
教
訓
』
ま
た
の
名
『
鵞
鳥
お
ば
さ
ん
の
お
伽
話
』（
一
六
九
七
）

Charles Perrault: H
istoires ou Contes du tem

ps passé. A
vec des M

oralitéz 

（=M
oralités

）/Contes de m
a m

ère l＇O
ye

（=
l＇O

ie

） 

に
収
め
ら
れ
た
韻
文
三
編
、
散
文
八
編
の
う
ち
散
文
の
「
猫
先
生
ま
た
は
長
靴
を
履
い
た
牡
猫（

（5
（

」Le M
aître

（
（（
（

  Chat ou 

le Chat botté

（
（（
（

。
ペ
ロ
ー
は
こ
の
「
お
伽
話
集
」
の
多
く
を
民
間
に
伝
え
ら
れ
た
話
を
材
料
と
し
て
編
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
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て
、
こ
れ
も
ペ
ロ
ー
の
創
作
で
は
な
く
、
民
話
を
素
材
と
し
た
物
語
、
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

　

臨
終
の
粉
挽
き
が
三
人
の
息
子
に
遺
産
と
し
て
、
水
車
小
屋
と
驢
馬
と
牡
猫（

（3
（

を
残
す
。
末
息
子
は
猫
を
も
ら
う
。

　

こ
い
つ
の
肉
を
食
べ
て（

（9
（

、
毛
皮
で
手マ

フ套
で
も
作
れ
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
、
と
嘆
く
三
男
坊
に
、
猫
は
泰
然
自
若
と
し
て
「
藪
の
中

に
入
っ
て
行
け
る
よ
う
な
」
長ボ

靴ト

を
一
足
作
ら
せ
て
く
れ
、
そ
れ
か
ら
袋
を
一
つ
、
と
頼
む
。

　

猫
は
長
靴
を
履
き
、
袋
を
使
っ
て
野
鳥
や
兎
を
獲
っ
て
は
、
王
の
許
に
持
参
、
主
人
の
カ
ラ
バ
侯
爵（

23
（

か
ら
の
献
上
品
で
ご
ざ
い
ま

す
、
と
言
う
。
こ
れ
が
続
く
。

　

仲
介
役
の
猫
の
お
蔭
で
、
王
は
こ
の
未
知
の
大
貴
族
に
好
意
を
持
つ
。
そ
う
し
た
頃
合
に
猫
は
、
王
が
王
女
と
と
も
に
川
辺
へ
散

策
に
出
か
け
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
る
。

　

猫
の
勧
め
で
、
主
人
の
若
者
は
裸
に
な
っ
て
川
に
入
っ
て
い
る
。
王
一
行
が
通
り
か
か
る
と
、
猫
は
、
カ
ラ
バ
侯
爵
が
溺
れ
て
い

る
、
助
け
て
く
れ
、
と
ど
な
る
。
若
者
が
川
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
猫
は
更
に
、
侯
爵
の
衣
服
が
全
て
盗
ま
れ
た
、
と
王
に
告

げ
る
。
着
替
え
た
若
者
は
も
と
も
と
器
量
が
好
か
っ
た
の
で
、
り
っ
ぱ
な
風
采
に
な
る
。
王
女
は
彼
に
恋
を
す
る
。

　

主
人
の
若
者
が
王
の
馬
車
に
乗
る
と
、
猫
は
先
立
ち
に
な
る
。
牧
場
で
牧
草
を
刈
っ
て
い
る
者
た
ち
、
畑
で
麦
を
収
穫
し
て
い
る

者
た
ち
な
ど
に
向
か
っ
て
、
王
に
、
こ
の
領
地
が
カ
ラ
バ
侯
爵
の
所
有
だ
、
と
言
わ
な
い
と
、
ず
っ
た
ず
た
に
し
て
し
ま
う
ぞ
、
と

脅
す
。
や
が
て
王
が
や
っ
て
来
る
と
、
怖
が
っ
た
農
民
が
そ
の
通
り
に
答
え
る
の
で
、
王
は
カ
ラ
バ
侯
爵
の
富
裕
な
の
に
す
っ
か
り

感
心
す
る
。

　

実
は
こ
れ
ら
の
領
地
は
あ
る
人オ

ー

グ

ル

喰
い
鬼
の（

2（
（

も
の
。
や
が
て
鬼
の
城
に
到
着
し
た
猫
は
鄭
重
に
鬼
に
お
目
通
り
を
願
い
、
鬼
か
ら
親

切
に
歓
迎
さ
れ
る
。
猫
は
鬼
の
変
身
術
を
讃
え
、
ラ
イ
オ
ン
に
化
け
て
も
ら
う
。
次
い
で
鬼
が
二
十
日
鼠
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
ぱ
っ
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く
り
食
べ
て
し
ま
う（

22
（

。

　

城
ま
で
来
た
王
一
行
を
城
門
に
出
迎
え
た
猫
は
、
カ
ラ
バ
侯
爵
の
城
へ
よ
う
こ
そ
、
と
挨
拶
す
る
。
王
は
「
侯
爵
」
の
人
柄
と
そ

の
莫
大
な
財
産
が
気
に
入
り
、
王
女
と
結
婚
さ
せ
る
。
猫
は
大
貴
族
に
な
る
。

④　

十
九
世
紀
初
め
の
ド
イ
ツ

　

い
わ
ゆ
る
『
グ
リ
ム
童
話
集
』、
正
式
名
称
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』K

inder - und H
ausm

ärchen 

der Brüder G
rim

m
（=Jacob und W

ilhelm
 Grim

m

）（
略
称
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）
初
版
第
一
部
（
一
八
一
二
）
に
三
三
番
「
長
靴
を
履
い

た
牡
猫
」D

er gestiefelte K
ater 

と
し
て
収
録
。
カ
ッ
セ
ル
の
名
家
ハ
ッ
セ
ン
プ
フ
ル
ー
ク
家
の
次
女
ヨ
ハ
ン
ナ
（
愛
称
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
）
に
よ
っ
て
一
八
一
二
年
秋
、
兄
弟
に
語
ら
れ
た
も
の
。「
カ
ラ
バ
侯
爵
」
で
は
な
く
た
だ
「
伯
爵
」Graf

と
な
っ
て
い
る
（
民
話

に
は
本
来
固
有
名
詞
は
不
要
な
の
で
こ
れ
で
よ
い
）
こ
と
、「
人オ

ー

グ

ル

喰
い
鬼
」
で
は
な
く
「
魔ツ

ァ
ウ
ベ
ラ
ー

法
使
い
」Zauberer

に
な
っ
て
い
る

（「
人オ

ー

グ

ル

喰
い
鬼
」
は
ド
イ
ツ
語
圏
に
は
存
在
し
な
い
の
で
こ
れ
で
よ
い
）
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
ペ
ロ
ー
の
そ
れ
と
同
じ
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｋ
Ｈ

Ｍ
第
二
版
以
降
は
削
除
さ
れ
た
（
も
っ
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
脚
色
が
な
さ
れ
て
お
り
、
語
り
口
も
よ
り
民
衆
的
で
、
論
者
は
か
ね
て
か

ら
、
こ
ち
ら
の
方
が
ず
っ
と
お
も
し
ろ
い
、
と
考
え
て
い
る
）。
ハ
ッ
セ
ン
プ
フ
ル
ー
ク
家
の
夫
人
は
ル
イ
十
四
世
時
代
に
迫
害
さ
れ

て
フ
ラ
ン
ス
王
国
か
ら
亡
命
し
て
来
た
新ユ

グ
ノ
ー

教
徒
の
子
孫
で
、
こ
の
家
庭
で
は
日
常
フ
ラ
ン
ス
語
が
話
さ
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
と
し

て
は
、
多
分
幼
時
に
読
み
聞
か
さ
れ
で
も
し
た
ペ
ロ
ー
の
物
語
を
無
意
識
に
自
分
な
り
の
も
の
に
仕
上
げ
て
、
妹
の
友
だ
ち
ド
ル
ト

ヒ
ェ
ン
（
ド
ロ
テ
ー
ア
・
グ
リ
ム
）
の
兄
様
た
ち
で
、
民
話
を
熱
心
に
蒐
集
し
て
い
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
熱
望
に
応
え
た
も
の
か
。



民話「靴履き猫」や「動物（怪物）婿」が中国に　鈴木　滿

（5（）322

〔
三
〕

　

猫
と
長
靴
の
分
析

　

こ
の
話
型
で
活
躍
す
る
猫
は
一
体
何
な
の
か
。
ま
た
、
猫
は
牡
・
牝
い
ず
れ
か
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
ペ
ロ
ー
の
おコ

ン

ト
伽
話
で

出
て
来
る
小
道
具
の
「
長ボ

ト靴
」botte

と
は
何
か
。
で
き
る
だ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
素
地
に
立
つ
よ
う
努
め
な
が
ら
、
仮
説
を
立
て

て
み
る
。

ⅰ　

猫
は
何
な
の
か
。

　

家
の
精
、
家
の
守
護
神
で
あ
ろ
う
。
古
代
ロ
ー
マ
の
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ（

23
（

、
ペ
ナ
テ
ス（

24
（

、
あ
る
い
は
ラ
レ
ス（

25
（

、
ド
イ
ツ
語
圏
の
コ
ー
ボ

ル
ト（

2（
（

、
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン（

2（
（

、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
ウ
ニ
ー（

23
（

、
フ
ラ
ン
ス
の
幾
つ
か
の
地
方
に
お
け
る
フ
ォ
レ（

29
（

、
日
本
の

東
北
地
方
の
座ざ

し
き
わ
ら
し

敷
童
子
の（

33
（

類
な
の
だ
。
ま
た
、
古
代
ロ
ー
マ
で
大
い
に
崇
敬
さ
れ
た
ウ
ェ
ス
タ（

3（
（

（
竈
の
女
神
）
の
名
残
か
も
知
れ
な

い
。
猫
と
竈
は
極
め
て
関
係
が
深
い
で
は
な
い
か
。

ⅱ　

猫
の
性

セ
ッ
ク
ス

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

　

元
来
は
牡
・
牝
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
家
の
守
護
神
と
い
う
役
割
か
ら
言
え
ば
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
は
ず
。
日
本

昔
話
に
あ
る
猫
の
報
恩
譚
（「
猫
の
恩
返
し
」）
に
登
場
す
る
猫
は
必
ず
古
猫
で
は
あ
る
が
、
牡
・
牝
ど
ち
ら
と
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い

の
が
ほ
と
ん
ど
（
ま
た
、
色
も
一
定
し
て
い
な
い
）。
名
詞
に
文
法
上
の
性
の
あ
る
言
語
で
の
物
語
だ
と
、
文
法
上
の
性
が
た
ま
た
ま

女
性
だ
か
ら
猫
の
自
然
性
も
牝
、
た
ま
た
ま
男
性
だ
か
ら
牡
、
と
決
め
つ
け
て
は
妙
に
な
る（

32
（

、
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
ペ
ロ
ー
で
は
、「
猫
先
生
」
と
い
っ
た
具
合
に
わ
ざ
わ
ざ
牡
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い
。
こ
れ
は
長
靴
を
履
く

以
上
男
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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ⅲ　

長
靴
と
い
う
小
道
具
の
役
割
は
何
か
。

　

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム（

33
（

は
そ
の
著
書
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
の
中
で
、
こ
の
猫
が
コ
ー
ボ
ル
ト
、
家
の
精
で
あ
ろ
う
、
と
の
前
提
に
立

ち
、
更
に
そ
の
履
く
靴
は
小
人
や
巨
人
が
履
く
哩マ

イ
ル

長
靴（

34
（

で
は
な
い
か
、
と
類
推
し
て
い
る（

35
（

。
つ
ま
り
、
猫
は
こ
の
道
具
の
お
蔭
で
、

猛
烈
な
速
さ
で
猟
鳥
・
猟
獣
を
駆
り
立
て
て
捕
獲
し
た
り
、
王
様
の
行
列
の
先
立
ち
と
し
て
駆
け
回
り
、
自
分
が
保
護
す
る
若
者
を
大

領
主
に
見
せ
か
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
必
要
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、
と
い
う
し
だ
い
。

　

猫
の
長
靴
が
哩
長
靴
で
は
な
い
か
、
と
の
こ
の
説
〔
い
さ
さ
か
考
え
過
ぎ
で
は
な
い
か
、
と
存
ず
る
が
〕
の
当
否
は
ひ
と
ま
ず
措
い

て
、
論
者
の
仮
説
を
述
べ
て
お
こ
う
。

　

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
の
陸
軍
兵
士
、
騎
乗
の
旅
行
者
、
軍
人
貴
族
（
法
官
貴
族
、
つ
ま
り
文
事
に
通
じ
て
い
て
官
吏
と
し
て

才
幹
を
発
揮
し
た
た
め
貴
族
の
称
号
を
得
た
、
司
法
畑
な
ど
で
立
身
し
た
人
人
は
異
な
ろ
う
）
は
腿
の
上
部
ま
で
覆
う
分
厚
い
皮
革
製

の
長
靴
を
履
い
た
（
も
ち
ろ
ん
拍
車
も
付
け
て
い
る
）。
堂
上
貴
族
が
王
宮
に
参
内
す
る
折
は
、
踵ヒ

ー
ル

の
高
い
優
雅
な
短
靴
（
そ
の
場
合

の
交
通
手
段
は
馬
車
、
あ
る
い
は
、
二
人
の
屈
強
な
男
が
両
手
で
握
る
腕
木
に
載
せ
ら
れ
た
椅
子
輿こ

し

）
だ
が
、
戦
闘
や
旅
行
の
際
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
都
市
の
街
路
（
と
も
す
る
と
泥で

い
ね
い濘

・
汚
物
が
積
も
っ
て
い
る
）
で
の
歩
行
で
さ
え
、
長
靴
で
な
け
れ
ば
し
ば
し
ば
動

き
が
取
れ
な
い
し
、
乗
馬
す
る
場
合
は
と
り
わ
け
長
靴
を
履
い
て
着
衣
と
脚
部
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
騎
馬
で

の
戦
闘
で
は
、
腿
の
上
部
ま
で
覆
う
長
靴
は
、
剣
の
斬
撃
・
槍
で
の
刺
突
か
ら
あ
る
程
度
、
ま
た
は
十
全
に
脚
部
を
守
っ
て
く
れ
も
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
「
長
靴
を
履
い
た
牡
猫
」
の
ス
タ
イ
ル
は
、
陸
軍
兵
士
、
あ
る
い
は
大
貴
族
の
護
衛
、
あ
る
い
は
軍
人
貴
族
の
そ
れ
な

の
で
あ
っ
て
、
さ
る
大
貴
族
の
家
臣
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
名
乗
っ
て
王
様
の
許
に
伺
候
す
る
の
に
も
相
応
し
く
、
人
喰
い
鬼
の
お
と
な

し
や
か
な
領
民
を
凄
み
を
効
か
せ
て
脅
し
つ
け
る
の
に
も
好
都
合
な
の
で
あ
る
。
一
つ
に
は
ル
イ
十
四
世
の
絶
対
王
政
下
に
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ス
な
る
が
ゆ
え
の
長
靴
モ
テ
ィ
ー
フ
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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さ
て
さ
て
つ
ら
つ
ら
惟お

も

ん
み
る
に
、
猫
に
、
そ
れ
も
端た

ん
げ
い倪

す
べ
か
ら
ざ
る
才
覚
と
実
行
力
を
持
つ
牡
猫
に
、
長
靴
を
履
か
せ
た
の
は

ペ
ロ
ー
の
独
創（

3（
（

─
さ
よ
う
、
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い
独
創
で
は
あ
る
が
、
独
創
は
独
創

─
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
て
く

る
。
さ
れ
ど
、
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
猫
の
履
い
て
い
る
長
靴
を
民
間
伝
承
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
徒
に
あ
な
ぐ
り
詮
索
す
る
こ
と
は
無

意
味
に
近
か
ろ
う
。

　

因
み
に
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
ロ
マ
ン
派
の
挿
絵
画
家
・
版
画
家
と
し
て
名
声
を
轟
か
せ
た
ポ
ー
ル
・
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・

ド
レPaul Gustave D

oré

（
一
八
三
二
─
八
三
）
は
こ
の
物
語
に
四
つ
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
（
一
八
六
七
）
が
、
そ
の
う
ち
、
若

い
主
人
を
裸
に
し
て
水
に
入
れ
、
王
の
馬
車
が
近
づ
い
た
の
を
見
澄
ま
し
、
爪
を
剥
き
出
し
に
し
た
両
の
前
脚
を
高
く
掲
げ
、
形
相
凄

ま
じ
く
仁
王
立
ち
で
助
け
を
呼
ぶ
状
景
の
牡
猫
は
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
銃

ム
ス
ケ
テ
ー
ル

士
（
近
衛
乗
馬
歩
兵
）
さ
な
が
ら
の
扮
装
で
、

羽
根
飾
り
の
付
い
た
鍔
広
帽
を
被
り
、
短
い
マ
ン
ト
を
翻
し
、
大
き
な
留バ

ッ
ク
ル

め
金
の
付
い
た
頑
丈
な
革
帯
を
締
め
、
深
い
長
靴
を
履
い
て

い
る
。
こ
の
図
柄
は
け
だ
し
ペ
ロ
ー
の
意
を
体
し
、
神
髄
を
見
事
に
突
い
て
い
る
、
と
思
え
る
。（
た
だ
し
、
猫
先
生
、
長
剣
や
短
剣
、

銃
、
短
銃
な
ど
の
武
器
は
帯
び
て
い
な
い
。
革
帯
に
括
り
つ
け
た
袋
は
携
行
糧
食
入
れ
ら
し
く
、
そ
こ
は
猫
の
こ
と
ゆ
え
大
鼠
が
納
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
首
を
突
き
出
し
て
、
袋
の
破
れ
か
ら
尻
尾
が
だ
ら
り
。
更
に
革
帯
か
ら
小
鼠
が
一
匹
紐
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る

の
は
ご
愛
嬌
で
あ
る
。
鼠
公
の
大
き
さ
に
鑑
み
る
に
、
猫
は
通
常
の
人
間
と
同
等
の
大
き
さ
。
こ
れ
は
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
。
分
か
ら
な

い
の
は
マ
ン
ト
を
頸
に
止
め
て
い
る
鎖
状
の
代
物
で
、
こ
れ
は
鼠
の
頭
を
ず
ら
り
と
並
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。『
西
遊
記
』
の
沙

悟
浄
は
三
蔵
法
師
に
帰
依
す
る
前
に
は
流り

ゅ
う
さ
が

沙
河
で
喰
ら
っ
た
人
間
の
九
個
の
髑ど

く
ろ髏

を
頸
の
周
り
に
掛
け
て
い
た
が
、
こ
れ
と
同
様
の
記

念
品
な
の
だ
ろ
う
か
）。

　

次
ペ
ー
ジ
図
参
照
。
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ギュスターヴ・ドレ描く『長靴を履いた牡猫』挿絵「王の鹵
ろ ぼ

簿に助けを
求める牡猫」
　「助けてくれえ、助けてくれえ。ああ、カラバ侯爵様が溺れちゃうよう」Au se-
cours, au secours, voilà Monsieur le marquis de Carabas qui se noie （=noye）.
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四
〕

　

さ
て
、
中
国
で
は
。

①　

中
国
の
い
わ
ゆ
る
「
三
言（

3（
（

」
の
一
つ
に
、
三
人
兄
弟
の
財
産
分
け
、「
役
立
た
ず
」
を
与
え
ら
れ
た
末
の
者
の
嘆
き
、
そ
の
「
役

立
た
ず
」
の
働
き
に
よ
り
主
家
が
大
い
に
豊
か
に
な
る
、
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
醒
世
恒
言
』
巻
三
十
五
「
徐
老
僕
義

憤
成
家
（
徐
の
老
僕
義
憤
し
て
家
を
成
す
）（

33
（

」
の
本
話（

39
（

で
あ
る
。
粗
筋
は
ざ
っ
と
以
下
の
通
り
。

　

明
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
─
六
六
）、
浙
江
省
厳
州
府
淳
安
県
に
、
徐
言
、
徐
召
、
徐
哲
と
い
う
三
兄
弟
が
い
た
。
彼
ら
は
父

親
の
遺
命
に
し
た
が
っ
て
同
居
し
て
い
た
。
こ
の
百
姓
家
に
は
、
一
頭
の
牛
、
一
頭
の
馬
、
そ
し
て
、
両
親
の
葬
式
代
の
た
め
に
身

売
り
し
て
長
年
働
い
て
き
た（

43
（

、
阿
寄
〔
寄
ど
ん
、
寄
や
ん
、
寄
ち
ゃ
ん
、
く
ら
い
の
意
〕（

4（
（

と
い
う
五
十
歳
余
り
の
老
僕
が
い
た
。

　

あ
る
時
、
一
番
の
子
だ
く
さ
ん
だ
っ
た
徐
哲
が
病
死
し
、
妻
の
顔
氏
と
、
ま
だ
幼
い
二
男
三
女
が
残
さ
れ
た
。
徐
哲
の
遺
族
の
面

倒
を
看
る
の
を
嫌
っ
た
徐
言
と
徐
召
は
、
財
産
を
三
分
割
し
て
、
体
よ
く
彼
ら
の
世
話
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
す
る
。
田
畑
と

家
屋
敷
を
分
割
し
た
ほ
か
は
、
徐
言
は
耕
作
用
の
牛
を
、
徐
召
は
乗
馬
用
の
馬
を
取
り
、
顔
氏
の
一
家
に
は
阿
寄
〔
と
そ
の
妻
子
。

子
は
ま
だ
十
歳
の
少
年
〕
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
。

　

顔
氏
は
、
役
立
た
ず
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
、
と
嘆
く
が
、
阿
寄
は
「
牛
馬
で
は
せ
い
ぜ
い
〔
銀
〕
数
両（

42
（

の
得
に
し
か
な
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
あ
な
た
様
の
財
産
を
元
手
に
商
売
を
し
て
、
一
年
で
数
倍
に
で
き
ま
す
よ
」
と
豪
語
す
る
。
彼
は
こ
れ
ま
で
商
売
な
ど
し

た
こ
と
は
な
く
、
顔
氏
も
阿
寄
の
妻
も
半
信
半
疑
、
徐
言
や
徐
召
は
せ
せ
ら
嗤わ

ら

う
が
、
そ
れ
を
よ
そ
に
、
阿
寄
は
顔
氏
の
な
け
な
し
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の
資
金
僅
か
十
二
両
を
持
っ
て
旅
立
つ
。

　

阿
寄
は
、
ま
ず
漆
の
仲
介
人
（
牙
行
・
牙
人
）
に
自
分
を
売
り
込
ん
で
、
首
尾
よ
く
漆
を
手
に
入
れ
る
。
行
商
先
と
し
て
あ
え
て

遠
方
を
選
ん
で
稼
ぎ
を
上
げ
た
り
、
杭
州
の
旱か

ん
ば
つ魃

に
乗
じ
て
米
の
売
買
で
儲
け
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
順
調
に
金
を
稼
い
で
行
く
。

　

い
っ
た
ん
顔
氏
の
許
に
戻
っ
た
阿
寄
は
、
商
売
が
う
ま
く
捗
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
。
顔
氏
は
喜
ぶ
が
、
阿
寄
が
用
心
の
た
め

に
金
を
漆
の
仲
介
人
に
預
け
て
お
り
、
現
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
徐
言
や
徐
召
は
、
阿
寄
は
ほ
ら
を
吹
い
て
い
る
だ

け
な
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
。

　

阿
寄
は
そ
の
後
も
儲
け
続
け
、
二
千
金
〔
明
代
以
降
は
銀
二
千
両
を
指
す
〕
余
り
を
稼
い
だ
と
こ
ろ
で
顔
氏
の
許
に
帰
る
。
彼

は
、
徐
言
や
徐
召
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
儲
か
ら
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
お
き
、
彼
ら
に
隠
れ
て
百
姓
家
付
き
の
広
い
田
畑
を
買
い
入

れ
、
顔
氏
一
家
を
そ
ち
ら
に
移
ら
せ
る
。
徐
言
と
徐
召
が
真
相
を
知
っ
た
時
に
は
、
後
の
祭
で
あ
っ
た
。

　

阿
寄
は
二
人
の
息
子
た
ち
の
た
め
に
先
生
を
頼
ん
で
勉
強
さ
せ
、
長
男
に
徐
寛
、
次
男
に
徐
宏
と
名
も
定
め
る
。

　

阿
寄
は
更
に
漆
売
り
の
他
に
手
広
く
商
取
引
に
従
事
、
顔
氏
一
家
は
ま
す
ま
す
裕
福
に
な
る
。
田
地
が
増
え
る
と
と
も
に
課
役
が

煩
重
に
な
っ
た
の
で
、
阿
寄
は
徐
寛
・
徐
宏
兄
弟
に
監
生（

43
（

の
資
格
を
買
っ
て
や
り
、
い
く
ら
か
は
課
役
が
軽
く
な
る
よ
う
に
し
た
。

や
が
て
、
子
ど
も
た
ち
全
員
の
結
婚
の
面
倒
も
見
た
。
十
年
ほ
ど
経
つ
と
、
顔
氏
は
阿
寄
を
家
に
留
め
て
、
ま
る
で
尊
属
の
よ
う
に

扱
っ
た
が
、
阿
寄
自
身
は
ま
っ
た
く
私
心
を
見
せ
ず
、
常
に
使
用
人
と
し
て
謙
虚
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
八
十
歳
を
過
ぎ
て
病

気
に
な
る
と
、
医
者
も
薬
も
断
っ
て
大
往
生
を
遂
げ
た
が
、
顔
氏
母
子
は
彼
を
鄭
重
に
葬
る
こ
と
に
す
る
。

　

し
か
し
、
徐
言
と
徐
召
は
、
阿
寄
は
自
分
の
た
め
に
こ
っ
そ
り
金
を
溜
め
込
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
、
と
邪
推
し
、
徐
寛
・
徐
宏

ら
甥
た
ち
を
そ
そ
の
か
し
て
、
一
緒
に
阿
寄
や
そ
の
息
子
の
部
屋
を
家
捜
し
す
る
。
だ
が
、
出
て
来
た
の
は
、
ほ
ん
の
数
着
の
古
着

や
、
僅
か
な
小
銭
、
顔
氏
が
か
つ
て
阿
寄
の
息
子
の
嫁
取
り
の
時
に
援
助
し
た
銀
三
両
の
余
り
二
両
足
ら
ず
だ
け
。
今
更
な
が
ら
阿
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寄
の
私
心
の
無
さ
に
感
動
し
、
恥
じ
入
り
も
し
た
顔
氏
の
息
子
ら
は
こ
れ
を
母
に
打
ち
明
け
、
一
家
は
阿
寄
の
た
め
に
一
族
同
様
の

立
派
な
葬
儀
を
営
み
、
新
た
に
作
っ
た
徐
家
の
墓
所
の
傍
に
埋
葬
し
た
。

　

ま
た
、
徐
寛
兄
弟
は
、
阿
寄
の
恩
に
報
い
る
た
め
、
千
金
〔
銀
千
両
〕
余
を
分
け
与
え
、
そ
の
妻
子
を
一
家
と
し
て
独
立
さ
せ

た（
44
（

。
阿
寄
の
噂
は
朝
廷
に
ま
で
届
き
、
彼
の
節
義
を
表
彰
す
る
た
め
に
坊（

4（
（

が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
徐
家
〔
顔
氏
の
息
子
た
ち
の

系
統
で
あ
る
徐
氏
の
家
系
〕
も
阿
寄
の
子
孫
も
繁
栄
し
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②　

右
の
原
型
と
お
ぼ
し
き
逸
話
の
一
つ
に
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
。
明
の
趙ち

ょ
う

善ぜ
ん
せ
い政

著（
4（
（

す
と
こ
ろ
の
『
賓ひ

ん

退た
い

録ろ
く

』
巻
三
か
ら
全
文
を
挙

げ
て
お
く（

4（
（

。
な
お
、
旧
字
は
新
字
に
変
え
た
。

徐
氏
昆
弟
析
産
，
伯
取
馬
，
仲
取
牛
，
季
早
死
，
惟
婦
与
幼
子
二
人
，
乃
以
一
老
僕
名
阿
寄
者
与
之
。
佯
好
謂
之
曰
：『
弟
婦
年
少
，

当
得
老
人
作
伴
，
牛
馬
無
所
用
也
。』
婦
泣
且
詈
，
謂
：『
此
老
僕
何
益
？
』
阿
寄
慨
然
曰
：『
主
母
豈
謂
我
不
及
一
牛
馬
？
』
乃
画

策
請
為
主
営
生
。
婦
典
得
十
二
金
与
之
。
寄
入
山
販
漆
，
期
年
而
獲
息
数
倍
。
比
十
年
，
累
産
巨
万
。
為
婦
嫁
三
女；

婚
二
子
，
又

延
師
教
二
子
，
輸
粟
為
太
学
生
。
且
死
，
出
二
籍
，
鉅
細
悉
均
分
之
，
曰
：『
以
此
遺
二
郎
。』
且
謂
徐
婦
：『
老
僕
牛
馬
之
報
，
力

已
尽
矣
！
』
蓋
死
之
日
，
篋
無
一
金
云
。

　

読
み
下
し
に
し
て
み
る
。

徐
氏
の
昆こ

ん

弟て
い

産
を
析せ

き

す（
43
（

。
伯は

く

は
馬
を
取
り
、
仲ち

ゅ
う

は
牛
を
取
れ
り
。
季き

は
早
く
死
し
て
、
惟た

だ

婦つ
ま

と
幼
子
二
人
の
み
。
乃
ち
一
老
僕
の
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名
阿
寄
な
る
者
を
以
て
之
に
与
う
。
佯よ

う
こ
う好

し
て
之
に
謂い

い
て
曰
く
「
弟て

い

婦ふ

年
少わ

か

け
れ
ば
、
当ま

さ

に
老
人
を
得
て
伴は

ん

と
作な

す
べ
し
。
牛
馬

は
用
う
る
所
無
か
ら
ん
」
と
。
婦
泣
き
且
つ
詈の

の
し

り
て
、
謂
う
「
此
の
老
僕
何
の
益
あ
ら
ん
や
」
と
。
阿
寄
慨
然
と
し
て
曰
く
「
主し

ゅ

母ぼ

豈あ
に

我
の
一
牛
馬
に
及
ば
ず
と
謂
う
や
」
と
。
乃
ち
画
策
し
て
主
の
為
に
生
を
営
ま
ん
こ
と
を
請
う
。
婦
典て

ん

し
て
十
二
金
を
得
て
之

を
与
う
。
寄
山
に
入
り
て
漆
を
販
し
、
期
年
に
し
て
息
数
倍
を
獲
た
り
。
比
す
る
に
十
年
、
産
を
累か

さ

ぬ
る
こ
と
巨
万
。
婦
の
為
に
三

女
を
嫁
し
、
二
子
を
婚
す
。
又
師
を
延ひ

き
て
二
子
に
教
え
、
粟ぞ

く

を
輸し

ゅ

し
て
太た

い

学が
く
せ
い生

と
為
せ
り
。
死
に
且ち

か

く
し
て
、
二
籍
を
出
だ
す
。

鉅き
ょ

細さ
い

悉
く
之
を
均
分
せ
り
。
曰
く
「
此
を
以
て
二
郎
に
遺の

こ

さ
ん
」
と
。
且
つ
徐
婦
に
謂
う
「
老
僕
牛
馬
の
報
い
、
力
已
に
尽
け
り
」

と
。
蓋け

だ

し
死
す
る
の
日
、
篋

き
ょ
う

に
一
金
無
し
、
と
云
う
。

　

試
み
に
訳
せ
ば
こ
う
も
あ
ろ
う
か
。

徐
家
の
兄
弟
が
財
産
分
け
を
し
た
。
長
男
は
馬
を
取
り
、
次
男
は
牛
を
取
っ
た
。
三
男
は
早
死
に
し
て
、
妻
と
幼
い
息
子
二
人
し
か

い
な
か
っ
た
〔
後
に
出
る
よ
う
に
娘
も
三
人
い
た
の
だ
が
〕。
そ
こ
で
〔
長
男
と
次
男
は
〕
阿
寄
と
い
う
名
の
老
下
僕
一
人
を
与
え

た
。〔
長
男
と
次
男
は
〕
親お

た
め切

ご
か
し
で
こ
れ
〔
＝
三
男
の
妻
〕
に
言
っ
た
も
の
。「
あ
ん
た
は
若
い
ん
だ
か
ら
、
年
寄
り
を
引
き

取
っ
て
お
供
に
す
る
の
が
丁
度
い
い
ん
で
、
牛
や
馬
は
要
ら
ん
だ
ろ
う
て
」
と
。
妻
は
泣
き
、
か
つ
愚
痴
を
並
べ
、
こ
う
言
っ
た
。

「
こ
ん
な
年
取
っ
た
し
も
べ
で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
わ
」
と
。
阿
寄
は
憤ふ

ん
ま
ん懣

に
耐
え
な
い
様
子
で
「
奥
様
、
こ
の
わ
た
し
め
が

牛
一
頭
馬
一
頭
に
劣
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
ど
う
し
て
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
応
え
、
考
え
を
廻
ら
し
て
主あ

る
じ

の
た
め
に
生
計
を
立

て
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ
。
三
男
の
妻
は
質
を
置
い
て
銀
十
二
両
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
を
阿
寄
に
与
え
た
。
阿
寄
は

山
に
入
っ
て
漆
を
仕
入
れ
て
売
り
捌さ

ば

き
、
ま
る
一
年
で
数
倍
の
利
得
を
得
た
。
続
け
て
十
年
、
ど
ん
ど
ん
財
産
を
増
や
し
、
そ
れ
は
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数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
三
男
の
妻
の
た
め
に
、
三
人
の
娘
を
嫁と

つ

が
せ
、
二
人
の
息
子
に
妻
を
娶め

と

ら
せ
た
。
ま
た
教
師
を
招

い
て
二
人
の
息
子
に
学
問
を
修
め
さ
せ
、〔
更
に
〕
金
を
官
庫
に
納
め
て
太
学
の
学
生（

49
（

に
し
て
や
っ
た
。
死
が
近
づ
く
と
、
二
枚
の

書
き
付
け
を
取
り
出
し
た
。〔
そ
こ
に
は
財
産
一
切
が
〕
細
大
洩
ら
さ
ず
全
て
均
等
に
分
け
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
こ
れ
を
若
旦
那

お
二
人
に
遺
し
ま
す
」
と
言
っ
た
。
ま
た
三
男
の
妻
に
向
か
っ
て
「
こ
の
老
い
ぼ
れ
の
召
使
、
牛
馬
の
よ
う
に
務
め
て
ご
恩
に
報
い

ま
し
た
が
、
力
は
す
で
に
尽
き
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
告
げ
た
。
な
に
し
ろ
臨
終
の
日
、〔
阿
寄
の
身
の
回
り
の
品
を
入
れ
た
〕

小
箱
に
は
銀
一
両
す
ら
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
〔
訓
読
で
慣
例
に
従
い
「
と
云
う
」
と
し
た
原
文
「
云
」
は
文
の
内
容
を
纏
め
結

ぶ
文
末
の
語
気
助
詞
。「
…
と
言
っ
た
」
の
意
味
は
な
い
〕。

③　

更
に
ま
た
一
つ
。
こ
れ
も
右
と
同
工
異
曲
。
明
の
田
汝
成（

53
（

の
記
す
と
こ
ろ
の
「
阿
寄
伝
」〔『
明
史
』
巻
二
百
九
十
七
孝
義
伝
に
も

採
録
さ
れ
た
〕
で
あ
る
。
原
文（

5（
（

を
ま
ず
次
に
挙
げ
る
。
な
お
、
旧
字
は
新
字
に
変
え
た
。

阿
寄
者
，
淳
安
徐
氏
僕
也
。
徐
氏
昆
弟
，
別（

52
（

産
而
居
。
伯
得
一
馬
，
仲
得
一
牛
，
季
寡
婦
，
得
阿
寄
。
阿
寄
年
五
十
余
矣（

53
（

。
寡
婦
泣

曰
：『
馬
即
乗
，
牛
即
耕
，
踉
蹌
老
僕
，
迺
費
我
藜
羹
。』
阿
寄
嘆
曰
：『
噫（

54
（

！
主
謂
我
力
不
若
牛
馬
耶
？
』
迺
画
策
営
生
，
示
可
用

状
。
寡
婦
悉（

55
（

簪
珥
属
，
得
銀
一
十
二
両（

5（
（

，
畀
寄
。
寄
則
入
山
販
漆
、
期
年
而
三
其
息（

5（
（

。
謂
寡
婦
曰
：『
主
無
憂
，
富
可
立（

53
（

致
矣
！
』

又
二
十
年
，
而
致
産
数
万
金（

59
（

。
為
寡
婦
嫁
三
女
，
婚
両
郎
，
齎
聘
皆
千
金；

又
延
師
教
両
郎
，
既
皆
輸
粟
為
太
学
生（

（3
（

，
而
寡
婦
則
阜

然
財
雄
一
邑
矣（

（（
（

。
頃
之
、
阿
寄
病
且
死（

（2
（

，
謂
寡
婦
曰
：『
老
奴
馬
牛
之
報
尽
矣
！
』
出
枕
中
二
楮（

（3
（

、
則
家
計（

（4
（

鉅
細
，
悉
均
分
之
，
曰
：

『
以
之
遺
両
郎
君
，
可
世
守
也
。』
言
訖
而
終
。
徐
氏
諸
孫
或
疑
寄
私
蓄
者
，
窃
啓
其
篋
，
無
寸
糸
粒
粟
之
儲
焉（

（5
（

，
一
嫗
一
児（

（（
（

、
僅
敝

縕
掩
体
而
已
。
嗚
呼
！（

（（
（

阿
寄
之
事
，
予
蓋
聞
之
兪
鳴
和
云
。（
中
略
）。
鳴
和
又
曰
：『
阿
寄
老
矣
，
見
徐
氏
之
族
，
雖
幼
必
拝（

（3
（

，
騎
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而
遇
諸
塗
，
必
控
勒
将
数
百
武
，
以
為
常
。
見
主
母
不
睇
視
，
女
使
雖
幼
，
非
伝
言
，
不
離
立
也
。』（
後
略
）。

　

読
み
下
し
に
し
て
み
る
。

阿
寄
は
淳
安
の
徐
氏
の
僕
な
り
。
徐
氏
の
昆
弟
、
産
を
別
け
て
居き

ょ

す
。
伯
は
一
馬
を
得
、
仲
は
一
牛
を
得
、
季
の
寡か

ふ婦
は
阿
寄
を
得

た
り
。
阿
寄
は
年
五
十
余
。
寡
婦
泣
き
て
曰
く
「
馬
は
即
ち
乗
り
、
牛
は
即
ち
耕
す
。
踉ろ

う

蹌そ
う

た
る
老
僕
は
迺す

な
わ

ち
我
が
藜れ

い

羹こ
う

を
費
や

す
」
と
。
阿
寄
嘆
じ
て
曰
く
「
噫あ

あ

、
主
は
我
が
力
の
牛
馬
に
し
か
ず
と
謂
う
や
」
と
。
迺
ち
生
を
営
ん
で
用
う
べ
き
状
を
示
さ
ん
と

画
策
す
。
寡
婦
簪さ

ん

珥じ

の
属
を
悉つ

く
し
、
銀
一
十
二
両
を
得
、
寄
に
畀あ

た

う
。
寄
則
ち
山
に
入
り
て
漆
を
販
し
、
期
年
に
し
て
其
息
を
三

に
す
。
寡
婦
に
謂
い
て
曰
く
「
主
憂
う
る
無
か
れ
。
富
立

た
ち
ど
こ
ろ

に
致い

た

る
べ
し
」
と
。
又
二
十
年
、
而し

こ
う

し
て
産
数
万
金
に
致
る
。
寡
婦

の
為
に
三
女
を
嫁
が
せ
、
両
郎
を
婚
せ
し
め
、
聘へ

い

を
齎も

た
ら

す
こ
と
皆
千
金
。
又
師
を
延
き
て
両
郎
に
教
え
、
既
に
皆
粟
を
輸
し
て
太

学
生
と
為
す
。
而
し
て
寡
婦
則
ち
阜ふ

然ぜ
ん

と
し
て
財
一
邑
に
雄
た
り
。
頃け

い

之し

、
阿
寄
病
み
て
死
に
且
し
。
寡
婦
に
謂
い
て
曰
く
「
老ろ

う

奴ぬ

馬
牛
の
報
い
尽
け
り
」
と
。
枕
中
よ
り
二
楮ち

ょ

を
出
だ
す
。
則
ち
家
計
の
鉅
細
、
悉
く
之
を
均
分
せ
り
。
曰
く
「
之
を
以
て
両
郎
君
に

遺
す
。
世よ

よ

守
る
べ
し
」
と
。
言
訖お

わ
り
て
終
わ
る
。
徐
氏
の
諸
孫
或
い
は
寄
の
私ひ

そ

か
に
蓄
う
る
を
疑
い
、
窃ひ

そ

か
に
其
の
篋
を
啓ひ

ら

く

に
、
寸
糸
粒
粟
の
儲ち

ょ

無
し
。
一
嫗お

ん

一
児
、
僅
か
に
敝へ

い

縕う
ん

の
体
を
掩
え
る
の
み
。
嗚あ

あ呼
、
阿
寄
の
事
、
予よ

蓋
し
之
を
兪
鳴
和
の
云
え
る

に
聞
く
。（
中
略
）。
鳴
和
又
曰
く
「
阿
寄
老
い
た
り
。
徐
氏
の
族
を
見
れ
ば
、
幼
な
り
と
雖い

え
ど

も
必
ず
拝
し
、
騎
し
て
諸し

ょ

塗と

に
遇
え

ば
、
必
ず
勒ろ

く

を
控
ゆ
る
こ
と
数
百
武ぶ

に（
（9
（

将ち
か

し
。
以
て
常
と
為
す
。
主
母
を
見
る
に
睇て

い

視し

せ
ず
、
女
の
使
す
る
に
幼
な
り
と
雖
も
、
言

を
伝
う
る
に
非
ざ
れ
ば
、
離
立
せ
ず
」
と
。（
後
略
）。
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訳
は
ま
ず
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
。

阿
寄
は
淳
安
の
徐
家
の
下
僕
で
あ
る
。
徐
家
の
兄
弟
は
財
産
を
分
け
て
住
む
こ
と
に
し
た
。
長
男
は
一
頭
の
馬
を
、
次
男
は
一
頭
の

牛
を
、
三
男
の
後
家
は
阿
寄
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
。
阿
寄
は
年
齢
五
十
余
り
だ
っ
た
の
で
、
後
家
は
泣
き
な
が
ら
言
っ
た
。「
馬

な
ら
乗
れ
る
し
、
牛
な
ら
耕
せ
る
け
ど
、
よ
ぼ
よ
ぼ
の
老
僕
な
ん
て
、
う
ち
の
貧
弱
な
食
糧
を
食
い
潰
す
だ
け
だ
わ
」。
阿
寄
は
溜

め
息
を
つ
い
て
言
っ
た
。「
あ
あ
、
奥
様
は
、
私
の
力
が
牛
馬
に
及
ば
な
い
、
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
」。
そ
し
て
（
阿
寄
は
）、

主
の
た
め
に
生
計
を
立
て
て
自
分
が
有
用
な
こ
と
を
示
そ
う
、
と
考
え
を
廻
ら
し
た
。
後
家
は
簪

か
ん
ざ
し

や
耳
飾
り
の
た
ぐ
い
を
全
て
出

し
て
、
銀
十
二
両
を
手
に
入
れ
、
阿
寄
に
与
え
た
。
阿
寄
は
す
ぐ
に
山
に
入
っ
て
漆
を
仕
入
れ
て
売
り
捌
き
、
ま
る
一
年
で
利
得
を

三
倍
に
し
て
、
後
家
に
言
っ
た
。「
奥
様
、
お
案
じ
め
さ
れ
る
な
。
富
は
す
ぐ
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
」。
更
に
二
十

年
で
、
数
万
金
（
銀
数
万
両
）
の
財
産
を
手
に
入
れ
た
。
後
家
の
た
め
に
三
人
の
娘
を
嫁
が
せ
、
二
人
の
若
旦
那
に
嫁
取
り
を
さ
せ

た
が
、
結
納
金
は
全
て
千
金
だ
っ
た
。
ま
た
、
教
師
を
招
い
て
二
人
の
若
旦
那
に
学
問
を
修
め
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
ど
ち
ら
も
金
を

使
っ
て
太
学
の
学
生
に
し
て
や
っ
た
。
後
家
は
大
い
に
豊
か
に
な
り
、
そ
の
財
産
は
村
で
傑
出
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
阿
寄
は
病
気
に
な
り
、
死
に
臨
ん
で
、
後
家
に
言
っ
た
。「
こ
の
老
い
ぼ
れ
下
男
の
牛
馬
の
労
苦
も
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
ご
ざ

い
ま
す
」。
枕
の
中
か
ら
二
枚
の
書
き
付
け
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、〔
そ
こ
に
は
〕
家
産
を
細
大
洩
ら
さ
ず
全
て
均
等
に
分
け
て

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
こ
れ
を
お
二
人
の
若
旦
那
に
遺
し
ま
す
。
代
代
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
」。
そ
う
言
い
終
っ
て
亡

く
な
っ
た
。
徐
家
の
〔
二
人
の
息
子
ら
の
〕
子
孫
た
ち
の
中
に
、
阿
寄
が
こ
っ
そ
り
貯
め
こ
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た

者
が
い
て
、
ひ
そ
か
に
阿
寄
の
小
箱
を
開
け
て
み
た
が
、
糸
一
寸
、
粟
一
粒
ほ
ど
の
蓄
え
も
な
く
、
妻
と
一
人
息
子
は
、
屑
麻
で

織
っ
た
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
服
を
身
に
纏
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。〔
以
下
は
田
汝
成
の
感
慨
で
あ
る
〕。
あ
あ
、
阿
寄
の
事
だ
が
、
わ
た



武蔵大学人文学会雑誌　第 42 巻第 3・4 号

（（3）3（（

し
は
こ
れ
を
兪
鳴
和（

（3
（

の
話
で
聞
い
た
の
だ
。（
中
略
）。
鳴
和
は
ま
た
こ
う
言
っ
た（

（（
（

。「
阿
寄
は
歳
を
取
っ
た
。〔
が
〕、
徐
氏
の
一
族

を
見
れ
ば
、
幼
い
者
で
も
必
ず
鄭
重
に
挨
拶
し
、
馬
に
乗
っ
て
の
道
す
が
ら
行
き
逢
う
こ
と
が
あ
る
と
、
必
ず
下
馬
し
て
手
綱
を
控

え
て
長
い
こ
と
佇ち

ょ
り
つ立

し
て
遣
り
過
ご
し
た
。
こ
れ
が
い
つ
も
の
こ
と
だ
っ
た
。
奥
様
に
会
う
場
合
は
横
目
で
見
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
〔
き
ち
ん
と
正
視
し
〕、（
徐
家
の
）
女
性
が
使
い
に
来
た
時
は
、
相
手
が
幼
く
て
も
〔
敬
意
を
示
し
て
〕、
伝
言
を
頼
む
の
で
な

け
れ
ば
、
並
び
立
つ
こ
と
は
し
な
か
っ
た
」
と
。（
後
略
）。

　

馮ふ
う

夢ぼ
う

龍り
ゅ
う

編
著
の
い
わ
ゆ
る
「
三
言
」
と
凌り

ょ
う
も
う濛

初し
ょ

著（
（2
（

す
い
わ
ゆ
る
「
二
拍（

（3
（

」
の
五
書
収
録
の
物
語
合
計
二
百
編
の
う
ち
か
ら
代
表
的

な
四
十
編
を
選
ん
だ
抱ほ

う

甕お
う

老
人（

（4
（

編
『
今き

ん

古こ

奇き

観か
ん

』
に
も
第
二
十
五
話
と
し
て
「
徐
老
僕
義
憤
成
家
」
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
醒
世

恒
言
」
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
は
あ
る
が
、
細
部
に
異
な
り
は
あ
る
。

　

中
華
民
国
の
伯
英
編
『
曲
海
総
目
提
要
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
、
曲
「
万
倍
利
」
は
こ
れ
を
素
材
に
し
て
い
る
由
。

〔
五
〕

　

比
較
分
析

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
は
、
本
格
昔
話
で
あ
る
魔
法
昔
話
と
も
言
え
ば
言
え
よ
う
（
実
際
は
ペ
ロ
ー
の
物
語
で
人オ

ー

グ

ル

喰
い
鬼
が
魔
法
で

変
身
す
る
程
度
で
は
あ
る
が
）
形
式
を
取
っ
た
内
容
を
、
実
人
生
に
即
し
た
逸
話
、
な
い
し
短
編
小
説
に
す
る
と
、
こ
う
し
た
中
国
版

に
な
る
。
論
者
が
先
に
、
さ
よ
う
、
あ
え
て
申
せ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
あ
げ
つ
ら
っ
た
こ
と
ど
も
は
、
な
る
ほ
ど
、
ま
ず
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
文
化
・
文
明
を
踏
ま
え
て
の
上
で
は
あ
っ
た
が
、
さ
て
さ
て
、
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
話
型
で
活
躍
す
る
猫
は

一
体
何
な
の
か
、
ま
た
、
猫
は
牡
・
牝
い
ず
れ
か
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
ペ
ロ
ー
の
おコ

ン

ト
伽
話
で
出
て
来
る
小
道
具
の
「
長ボ

ト靴
」
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は
何
か
、
こ
う
し
た
数
数
の
疑
問
は
こ
ち
ら
で
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
こ
の
話
型
を
論
ず
る
上
で
は
し
か

つ
め
ら
し
く
思
案
す
る
ほ
ど
の
価
値
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

冒
頭
に
訳
出
し
た
A
T
U
に
よ
る
こ
の
話
型
の
粗
筋
で
は
、
兄
弟
の
財
産
分
け
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
全
く
閑
却
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
文
献
に
あ
る
と
し
て
論
者
が
挙
げ
た
三
つ
の
物
語
で
は
い
ず
れ
も
こ
れ
が
き
ち
ん
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
。
三
つ

の
物
語
で
猫
が
大
活
躍
に
及
ぶ
動
機
は
、
末
子
に
対
す
る
同
情
の
念
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
が
な
け
れ
ば
、
な
に
し
ろ
猫
な

の
だ
か
ら
、
日
向
か
炉
辺
で
眠
り
こ
け
て
い
た
か
、
せ
い
ぜ
い
で
鼠
退
治
（
そ
れ
も
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
の
こ
と
）
に
励
ん
だ
く
ら

い
だ
ろ
う
が
。
そ
し
て
中
国
版
で
は
、
主
家
の
不
公
平
な
財
産
分
け
に
老
下
男
が
義
憤
を
感
じ
、
奴
隷
と
い
う
身
分
柄
、
そ
れ
ま
で
別

に
能
を
顕
さ
な
か
っ
た
の
に
、
大
い
に
金
儲
け
の
異
才
を
示
す
。
東
西
等
し
く
こ
れ
こ
そ
こ
の
話
型
の
眼
目
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。

　

更
に
一
言
。
A
T
U
の
粗
筋
で
は
最
後
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「
幾
つ
か
の
類
話
で
は
男
は
恩
知
ら
ず
に
ふ
る
ま
う
。
あ
る
い
は
、

自
分
が
し
た
約
束
を
守
ら
な
い
」。
そ
し
て
事
実
、『
五

イ
ル
・
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ

日
物
語
』
の
第
二
日
第
四
話
「
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
」
で
は
そ
う
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
明
の
田
汝
成
の
記
す
と
こ
ろ
の
「
阿
寄
伝
」
で
も
同
じ
。
す
な
わ
ち
「
徐
氏
の
諸
孫
或
い
は
寄
の
私ひ

そ

か
に
蓄
う
る
を
疑
い
、
窃ひ

そ

か
に
其
の
篋
を
啓ひ

ら

く
に
、
寸
糸
粒
粟
の
儲ち

ょ

無
し
。
一
嫗お

ん

一
児
、
僅
か
に
敝へ

い

縕う
ん

の
体
を
掩
え
る
の
み
」
と
。
大
金
持
ち
に
し
て
も
ら
っ
た

徐
家
の
人
人
は
、
忠
僕
阿
寄
の
多
少
の
蓄
財
さ
え
許
そ
う
と
せ
ず
、
あ
さ
ま
し
く
も
故
人
の
身
辺
の
捜
索
を
あ
え
て
行
い
、
し
か
も
阿

寄
の
身
寄
り
で
あ
る
そ
の
老
妻
と
そ
の
子
を
貧
困
の
ど
ん
底
に
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
西
の
物
語
の
一
部
に
一
致

す
る
こ
う
し
た
忘
恩
の
所
業
も
こ
の
話
型
の
重
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
と
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　

論
者
は
彼
我
の
相
関
関
係
を
解
明
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
い
や
、
有
り
体
に
申
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
資
料
を
全
く
持
た
な
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
共
通
の
源
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
甚
だ
杜
撰
で
は
あ
る
が
推
測
す
る
。
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も
し
、
そ
う
な
ら
、
と
更
に
空
想
を
拡
げ
れ
ば
、
中
国
へ
は
仏
典
の
う
ち
寓
話
を
扱
っ
た
も
の
、
即
ち
「
譬ひ

喩ゆ

経ぎ
ょ
う

」
の
た
ぐ
い
で
伝

播
し
た
の
か
も
。
今
の
と
こ
ろ
、
何
も
発
見
は
な
い
が
。

　

な
お
、『
阿
寄
伝
』
で
は
知
友
か
ら
の
伝
聞
を
基
に
し
た
、
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
「
兪
鳴
和
」
と
い
う
人
名
を
挙
げ
て
い
る

か
ら
、
田
汝
成
が
こ
れ
か
ら
聞
い
た
、
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
聞
を
筆
録
し
た
、
と
す
る
書
は
中
国
の
場
合
極
め

て
多
い
。
実
際
に
そ
う
だ
っ
た
の
か
、
意
図
あ
っ
て
の
自
ら
の
創
作
を
そ
の
よ
う
に
仮
託
し
た
の
か
、
そ
の
よ
う
な
創
作
が
事
実
譚
と

信
じ
ら
れ
て
流
布
し
た
の
を
、
こ
れ
ま
た
事
実
譚
と
信
じ
て
筆
録
し
た
の
か
、
究
明
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
忠
臣
、

孝
子
は
珍
し
く
な
い
か
ら
、
こ
こ
は
義
僕
の
逸
話
を
作
っ
て
み
よ
う
か
、
と
考
え
た
文
人
が
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
も
し
果
た
し
て

然
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
筆
録
、
あ
る
い
は
口
承
を
重
ね
て
伝
聞
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
兪
鳴
和
な
る
御
仁
を
経
由
し
て
、
田
汝
成
の
ご

と
き
一
世
の
名
士
に
よ
っ
て
し
か
る
べ
き
文
章
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
そ
れ
が
後
代
、
清
の
史
家
に
よ
っ
て
中
国
の
正
史
た
る

『
明
史
』
に
ま
で
採
録
さ
れ
た
。
こ
う
な
る
と
甚
だ
現
実
味
を
帯
び
る
。
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
だ
か
ら
事
実
あ
っ
た
、
と
は
断
言
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

Ⅱ
．
民
話
「
動
物
婿
」
と
北
宋
の
李り

昉ほ
う

撰（
（5
（

『
太
平
広
記
』
巻
十
六
神
仙
収
録
の
「
張
老
」

〔
一
〕

　

民
話
「
動
物
婿
」

　

A
T
U
四
二
五
Ａ
：
動
物
婿T

he A
nim

al as Bridegroom
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乙
女
が
超
自
然
的
な
婿
と
結
婚
す
る
。
導
入
部
は
さ
ま
ざ
ま
。〔
父
親
が
娘
（
た
ち
）
に
〕
旅
の
土
産
〔
を
持
っ
て
帰
る
。
そ
の
一

つ
が
怪
物
（
動
物
）
の
所
有
物
〕。〔
そ
れ
を
土
産
と
し
て
家
へ
持
ち
帰
る
対
価
と
し
て
〕
父
親
が
〔
怪
物
（
動
物
）
に
〕
娘
を
〔
与

え
る
、
と
〕
約
束
す
る
。
あ
る
い
は
娘
が
自
分
自
身
を
〔
怪
物
（
動
物
）
に
与
え
る
、
と
〕
約
束
。
イ
ェ
フ
タ
の
誓
い（

（（
（

Jephthah＇
s 

vow
.

〔
が
導
入
と
な
る
こ
と
も
あ
る
〕。
約
束
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
試
み
。
時
時
〔
王
女
に
よ
っ
て
巨
大
に
〕
太
ら
さ
れ
た
虱

〔
の
皮
を
、
何
の
皮
か
中
て
る
モ
テ
ィ
ー
フ
〕。
時
時
夫
は
人
身
を
取
っ
た
神
。

　
「
父
親
が
娘
た
ち
に
旅
の
土
産
を
持
っ
て
帰
る
。
そ
の
一
つ
が
怪
物
（
動
物
）
の
所
有
物
で
、
そ
れ
を
土
産
と
し
て
家
へ
持
ち
帰
る

対
価
と
し
て
、
父
親
が
怪
物
（
動
物
）
に
娘
を
与
え
る
、
と
約
束
す
る
」
云
云
な
る
類
の
導
入
部
を
持
つ
民
話
を
素
材
と
し
た
物
語
で

日
本
で
も
有
名
な
の
は
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
女
流
作
家
ル
プ
ラ
ン
ス
＝
ド
・
ボ
ー
モ
ン
夫
人（

（（
（

（
一
七
一
一
─
八
〇
）
が
書
い
た

「
美
女
と
野
獣
」La Bêlle et la Bête
で
あ
る
。「
美
女
と
野
獣
」
は
彼
女
の
最
も
知
ら
れ
て
い
る
二
冊
の
物
語
集
の
う
ち
『
子
ど
も

の
雑
誌
』Le M

agasin des E
nfants 

（
一
七
五
七
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
物
語
お
よ
び
そ
の
（
拙
さ
の
目
立

つ
）
類
話
で
あ
る
Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
八
「
鳴
き
な
が
ら
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ぶ
雲ひ

ば
り雀

」D
er singende springende Löw

eneckerchen

、
そ

れ
か
ら
こ
の
手
の
導
入
部
で
始
ま
る
民
話
は
こ
の
小
論
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

　

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
導
入
部
の
一
つ
を
以
下
に
特
記
す
る
。

　

動
物
の
姿
を
し
た
息
子
（
蛇
、
ざ
り
が
に
、
そ
の
他
。
南
瓜
の
こ
と
も
）
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
（
子
ど
も
の
な
い
夫
妻
、
あ
る
い
は

女
が
、
ど
ん
な
恰か

っ
こ
う好

で
も
い
い
か
ら
子
ど
も
が
欲
し
い（

（3
（

、
と
せ
っ
か
ち
に
望
ん
だ
か
ら
）。
こ
の
息
子
は
適
齢
期
に
な
る
と
王
女
（
大

貴
族
の
息
女
、
大
金
持
ち
の
娘
、
そ
の
他
）
を
妻
と
し
て
娶
り
た
い
、
と
言
い
出
し
、
幾
つ
も
の
難
題
を
成
就
し
て
、
結
婚
す
る
こ
と
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に
成
功
す
る
。

〔
二
〕

　

右
に
特
記
し
た
導
入
部
な
い
し
こ
れ
に
類
似
し
た
導
入
部
を
持
つ
民
話
、
な
い
し
こ
う
し
た
民
話
を
素
材
と
し
て
物
語
と
し
た
も
の

を
以
下
に
挙
げ
る
。

①　

二
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国

　

ア
プ
レ
イ
ウ
ス
「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ（

（9
（

」Cupido et Psyche

（
33
（

　

あ
る
国
王
夫
妻
に
三
人
の
姫
が
い
る
。
一
番
末
の
、
そ
の
あ
ま
り
の
美
し
さ
の
た
め
、
美
の
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
の

ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
）
よ
り
麗
し
い
、
と
評
判
を
立
て
ら
れ
た
王
女
プ
シ
ュ
ケPsyche

は
、
諸
人
渇
仰
の
的
で
は
あ
る
が
、
奇
妙
な

こ
と
に
一
向
良
縁
が
無
い
。
困
惑
し
た
父
王
が
ア
ポ
ロ
ン
の
神
託
を
求
め
る
。
お
告
げ
に
い
わ
く
。
弔
い
の
衣
装
を
纏
わ
せ
、
高
山

の
頂
に
置
き
去
り
に
し
、
人
間
で
は
な
い
荒
く
猛
猛
し
い
男
を
婿
と
し
て
待
ち
受
け
さ
せ
よ
、
と
。
プ
シ
ュ
ケ
は
素
直
に
神
託
に
従

う
。
し
か
し
、
山
頂
の
巌
の
上
で
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
と
、
西ゼ

フ
ィ
ロ
ス風

（
優
し
い
微
風
）
に
よ
っ
て
壮
麗
な
宮
殿
に
運
ば
れ
、
そ
こ
で
姿

を
見
せ
な
い
男
性
（
実
は
愛
の
神
ク
ピ
ー
ドCupido

〈
ロ
ー
マ
神
話
で
の
名
称
。
ア
モ
ー
ル
と
も
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
エ
ロ
ス
に

相
当
〉）
と
結
婚
、
や
は
り
目
に
見
え
な
い
者
た
ち
に
か
し
ず
か
れ
、
予
想
に
反
し
て
こ
の
上
も
な
く
愉
し
い
生
活
を
こ
の
山
上
の

宮
殿
で
送
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
妬
ん
だ
二
人
の
姉
の
入
れ
知
恵
で
、
灯
火
を
と
も
し
て
夫
の
姿
を
見
て
は
い
け
な
い
、
な
ど
の
夫
と
の
約
束
を
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破
っ
た
た
め
、
夫
を
失
う
。
行
方
知
れ
な
い
夫
を
取
り
戻
す
た
め
、
長
い
こ
と
艱
難
辛
苦
の
旅
を
重
ね
、
夫
の
母
で
あ
る
ウ
ェ
ヌ
ス

（
実
は
、
こ
の
乙
女
が
自
分
よ
り
麗
し
い
、
と
人
間
ど
も
が
噂
す
る
の
に
激
怒
し
た
ウ
ェ
ヌ
ス
が
、
お
ぞ
ま
し
い
何
か
に
惚
れ
込
む

よ
う
、
そ
の
矢
で
工
作
せ
よ
、
と
息
子
ク
ピ
ー
ド
に
命
じ
た
の
だ
が
、
ク
ピ
ー
ド
は
プ
シ
ュ
ケ
に
惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
）
の
許
に
行
き
着
く
。

　

プ
シ
ュ
ケ
は
（
姑

し
ゅ
う
と
め

に
当
た
る
）
女
神
か
ら
烈
し
い
侮
辱
と
虐
待
を
加
え
ら
れ
、
更
に
三
つ
の
難
題
を
課
さ
れ
る
。
①
穀
類
の

山
を
選
り
分
け
る
（
蟻
の
助
力
で
達
成
）。
②
生
命
の
泉
の
水
を
汲
ん
で
来
る
（
ユ
ピ
テ
ル
〈
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ゼ
ウ
ス
〉
の
鷲
の

助
力
で
達
成
）。
③
冥
界
へ
下
り
、
女
王
プ
ロ
セ
ル
ピ
ナ
〈
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ペ
ル
セ
ポ
ネ
〉
か
ら
「
美
」
を
入
れ
た
小
箱
を
も

ら
っ
て
来
る
（
そ
こ
か
ら
身
を
投
げ
て
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、
冥
府
に
行
こ
う
と
し
た
河
岸
の
塔
の
教
え
で
、
生
き
た
ま
ま
冥
界
に

赴
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
帰
り
に
好
奇
心
に
駆
ら
れ
、
小
箱
の
蓋
を
開
く
。
中
か
ら
出
た
の
は
冥
府
の
眠
り
）。
二
つ
は
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
三
つ
目
で
あ
や
う
く
失
敗
す
る
と
こ
ろ
を
夫
ク
ピ
ー
ド
に
助
け
ら
れ
、
ユ
ピ
テ
ル
の
執
り
成
し
を
受
け
て
再
び
喜

び
の
暮
ら
し
に
入
る
。

②　

十
五
世
紀
の
日
本

　
「
天あ

め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
物
語（

3（
（

」（『
御
伽
草
子
』
の
一
つ
「
天
稚
彦
草
子
」）

　

あ
る
長
者
夫
妻
に
三
人
の
娘
が
あ
る
。
大
蛇
が
そ
の
う
ち
の
一
人
を
妻
に
求
め
る
。
よ
こ
さ
な
け
れ
ば
夫
妻
を
殺
す
、
と
脅
し

て
。
悲
し
ん
だ
夫
妻
は
ま
ず
長
女
に
、
大
蛇
の
嫁
に
な
っ
て
く
れ
、
と
頼
む
。
拒
否
さ
れ
る
。
次
女
も
拒
否
。
夫
妻
が
一
番
可
愛

が
っ
て
い
た
三
女
は
、
父
母
の
命
に
は
代
え
が
た
い
か
ら
、
自
分
が
大
蛇
に
と
つ
ぐ
、
と
承
諾
。
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長
者
夫
妻
は
大
蛇
の
指
示
通
り
、
池
の
ほ
と
り
に
十
七
間け

ん

も（
32
（

あ
る
大
き
な
家
を
建
て
、
こ
こ
に
末
娘
を
置
い
て
去
る
。

　

こ
の
家
が
一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
大
蛇
が
出
現
。
し
か
し
、
娘
に
向
か
っ
て
、
怖
が
る
な
、
刀
を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
私
の
頭
を
斬

り
落
と
せ
、
と
言
う
。
娘
が
爪
切
り
用
の
小
刀
で
斬
る
と
、
中
か
ら
直の

う
し衣

を（
33
（

着
た
絶
世
の
美
男
子
が
出
る
。
二
人
は
唐か

ら

櫃び
つ

に（
34
（

入
っ
て

共
寝
。
愛
し
合
っ
て
楽
し
い
生
活
を
送
る
。
欲
し
い
物
は
何
で
も
唐
櫃
か
ら
取
り
出
せ
る
。
従
者
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
。

　

や
が
て
男
が
、
自
分
は
海
龍
王
〔
龍
宮
の
王
〕
だ
が
、
空
に
も
行
く
こ
と
が
あ
る
、
と
素
性
を
明
か
し
、
し
ば
ら
く
家
を
留
守
に

す
る
、
七
日
か
ら
二
十
一
日
で
帰
る
が
、
そ
れ
で
も
帰
ら
な
け
れ
ば
、
永
久
に
帰
っ
て
来
な
い
、
と
言
う
。
そ
の
場
合
、
西
の
京（

35
（

に

「
一
夜
ひ
さ
ご（

3（
（

」
を
持
っ
て
い
る
女
が
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
報
酬
を
与
え
、
そ
の
蔓
に
縋
っ
て
天
ま
で
昇
れ
、
昇
れ
た
ら
、
天あ

め
わ
か稚

御み

こ子
の
い
る
所
は
ど
こ
か
、
と
訊
け
、
と
も
。

　

最
後
に
、
例
の
唐
櫃
は
決
し
て
開
い
て
は
な
ら
な
い
、
開
い
た
ら
、
も
う
そ
れ
だ
け
で
私
は
帰
っ
て
来
ら
れ
な
い
、
と
禁
令
を
言

い
残
す
。

　

留
守
中
姉
た
ち
の
来
訪
。
妹
が
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
内
心
妬
ま
し
く
て
た
ま
ら
ず
、
調
度
の
た
ぐ
い
を
い
ろ
い
ろ
開
け

に
掛
か
る
。
唐
櫃
も
開
け
よ
う
と
す
る
。
鍵
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
妹
が
拒
む
と
、
そ
の
体
を
く
す
ぐ
っ
て
、
袴
の
紐

に
括
り
付
け
て
あ
る
の
を
音
で
発
見
、
あ
っ
さ
り
櫃
を
開
け
て
し
ま
う
。
中
に
は
何
も
無
く
、
煙
が
空
に
立
ち
昇
る
。

　

娘
は
二
十
一
日
待
ち
続
け
た
が
、
夫
が
帰
っ
て
来
な
い
の
で
、「
一
夜
ひ
さ
ご
」
で
天
に
昇
る
。
星
た
ち
に
夫
の
居
場
所
を
訊
き
、

素
晴
ら
し
い
御
殿
に
住
む
夫
に
巡
り
合
う
。
二
人
は
愛
の
言
葉
を
交
わ
す
。

　

し
か
し
、
天
稚
彦
は
こ
う
言
う
。
自
分
の
父
は
鬼（

3（
（

な
の
で
、
娘
の
存
在
を
知
れ
ば
、
ど
ん
な
仕
打
ち
を
す
る
か
分
か
ら
な
い
、

と
。
や
が
て
鬼
で
あ
る
父
の
来
訪
。
天
稚
彦
は
そ
の
た
び
に
妻
を
脇き

ょ
う
そ
く息

、
扇
、
枕
な
ど
に
変
身
さ
せ
る
が
、
結
局
見
つ
か
っ
て
し

ま
う
。
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父
の
鬼
は
、
自
分
の
嫁
な
の
だ
か
ら
、
連
れ
て
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
用
事
を
さ
せ
よ
う
、
と
言
う
。

　

舅
し
ゅ
う
と

で
あ
る
鬼
の
女
主
人
公
に
対
す
る
難
題
。

（
（
）
千
頭
の
牛
を
朝
は
野
に
放
ち
、
夕
べ
に
は
牧
舎
に
戻
す（

33
（

。

（
2
）
倉
の
米
千
石
を
別
の
倉
に
移
し
換
え
る
。

（
3
）
巨
大
な
百む

か
で足

が
夥
し
く
い
る
倉
に
七
日
間
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。

（
4
）
巨
大
な
蛇
が
夥
し
く
い
る
倉
に
七
日
間
閉
じ
込
め
ら
れ
る（

39
（

。

　

女
主
人
公
は
、
い
ず
れ
も
夫
の
間
接
的
援
助
で
、
す
な
わ
ち
、
夫
に
も
ら
っ
た
袖
を
「
天
稚
御
子
の
袖
袖
」
と
唱
え
て
振
る
こ
と

で
、
難
題
を
解
決
す
る
。

　

舅
の
鬼
は
嫁
い
び
り
を
諦
め
、
二
人
を
添
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
、
逢
う
瀬
は
月
に
一
度
、
と
申
し
渡
す
。
女
は
聞
き
損

な
っ
て
、
年
に
一
度
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
、
と
問
い
返
し
て
し
ま
う
。
鬼
は
、
そ
れ
な
ら
年
に
一
度
だ
、
と
言
い
、
苽か

を（
93
（

投
げ
付

け
る
。
そ
こ
か
ら
水
が
流
れ
出
し
て
天あ

ま

の
川が

わ

と
な
り
、
二
人
は
中
を
隔
て
ら
れ
て
し
ま
う（

9（
（

。

③　

十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア

　

ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」（
92
（

（『
お
話
の
中
の
お
話
』、
通
称
『
五
日
物
語
』
第
二
日
第
五
話
）

　

子
ど
も
の
無
い
庭
師
夫
婦
。
妻
は
子
ど
も
を
ひ
ど
く
欲
し
が
っ
て
い
る
。
薪
の
中
か
ら
蛇
が
出
て
来
る
。
子
ど
も
に
し
て
く
れ
、

と
言
う
。
夫
婦
、
こ
れ
を
養
う
。
ど
ん
ど
ん
成
長
、
や
が
て
大
蛇
に
な
る
。

　

蛇
、
王
様
の
娘
と
結
婚
し
た
い
、
と
言
う
。
養
父
が
王
宮
に
行
く
。
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王
は
ば
か
に
し
て
即
刻
追
い
払
お
う
と
交
換
条
件
に
難
題
を
出
す
。
王
宮
の
庭
園
の
果
実
を
残
ら
ず
黄
金
に
変
え
よ
。
こ
れ
が
成

就
す
る
。
次
の
難
題
。
城
の
壁
も
道
も
宝
石
に
変
え
よ
。
こ
れ
も
成
就
。
第
三
の
難
題
。
王
宮
を
黄
金
に
変
え
よ
。
こ
れ
も
叶
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
王
は
王
女
に
、
蛇
の
婿
に
な
っ
て
く
れ
、
と
懇
願
。
王
女
は
文
句
を
言
わ
ず
に
承
諾
す
る
。

　

新
婚
の
部
屋
。
蛇
は
皮
を
脱
ぎ
捨
て
て
美
し
い
青
年
に
変
わ
る
。
心
配
し
て
覗
き
見
し
て
い
た
王
女
の
父
親
が
扉
を
破
っ
て
侵

入
、
蛇
の
皮
を
燃
や
し
て
し
ま
う
〔
呪
い
か
ら
の
早
ま
っ
た
解
放
〕。
青
年
は
鳩
に
な
っ
て
窓
か
ら
飛
ん
で
出
て
し
ま
う
。
そ
の
際

大
怪
我
を
し
て
し
ま
う
。

　

王
女
の
探
索
行
。
出
会
っ
た
狐
か
ら
王
子
〔
蛇
は
元
来
王
子
だ
っ
た
〕
の
救
済
法
を
訊
き
出
す
〔
そ
の
際
狐
は
王
女
に
騙
さ
れ
、

殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
王
女
は
純
真
無
垢
で
は
無
い
わ
け
〕。

　

王
女
は
狐
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
し
て
、
瀕
死
の
夫
を
治
療
す
る
。
夫
は
王
女
に
愛
を
捧
げ
て
い
た
の
で
、
め
で
た
し
、
め
で
た

し
、
と
な
る
。

④　

朝
鮮
民
話
「
青
大
将
婿
」（

93
（

　

子
ど
も
が
欲
し
い
の
に
生
ま
れ
な
い
女
。
遂
に
望
み
が
叶
っ
た
が
、
生
ま
れ
た
男
の
子
は
青
大
将
。
隣
の
ご
大
家
（
主
人
は

大て
か
む監

。
こ
れ
は
正し

ょ
う

二に

品ほ
ん

以
上
の
官
位
を
持
つ
人
。
退
官
し
て
も
そ
う
呼
ば
れ
る
）
に
三
人
姉
妹
が
い
る
。
青
大
将
息
子
は
、
そ
の

末
妹
の
婿
に
な
り
た
い
、
と
母
に
せ
が
む
。

　

母
、
大
監
に
申
し
込
む
。
大
監
が
娘
た
ち
に
縁
談
を
取
り
次
ぐ
〔
家
格
か
ら
し
て
ず
っ
と
低
い
隣
家
か
ら
の
縁
組
の
申
し
込
み

を
、
青
大
将
の
脅
迫
も
無
い
の
に
、
な
ぜ
大
監
が
娘
た
ち
に
伝
え
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
欠
落
が
あ
る
か
〕
と
、
長
女
、
次
女
は
す

ぐ
に
拒
否
。
末
娘
は
何
度
訊
か
れ
て
も
黙
っ
て
い
る
〔
黙
認
。
な
ぜ
異
類
婚
を
首
肯
す
る
の
か
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
強
制
で
は
な
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い
の
に
。
欠
落
が
あ
る
か
〕
の
で
、
縁
談
が
取
り
決
め
ら
れ
る
。

　

婚
礼
の
日
、
青
大
将
息
子
は
用
意
の
水
桶
に
入
り
、
立
派
な
若
者
の
姿
に
な
る
。
初
夜
、
婿
は
妻
に
蛇
の
抜
け
殻
を
渡
し
、
だ
れ

に
も
見
せ
る
な
、
臭
い
を
嗅
が
せ
る
な
、
と
固
く
頼
む
。

　

二
人
の
姉
が
、
抜
け
殻
を
見
た
い
、
と
執
拗
に
せ
が
む
〔
妹
に
対
す
る
激
し
い
嫉
妬
か
ら
、
結
婚
を
壊
し
た
い
の
で
あ
る
〕。
と

う
と
う
妹
が
見
せ
る
と
、
姉
た
ち
は
こ
れ
を
燃
や
し
て
し
ま
う
。
帰
宅
し
た
婿
は
馬
に
乗
っ
て
家
を
去
る
。

　

妻
の
探
索
行
。
難
儀
な
仕
事
を
し
て
や
っ
て
、
代
わ
り
に
夫
の
探
索
に
役
立
つ
情
報
を
知
る
。

　

畑
を
耕
し
て
い
る
人
か
ら
。
畑
を
全
部
耕
し
て
や
っ
て
。

　

洗
濯
を
し
て
い
る
人
か
ら
。
洗
濯
物
を
、
白
い
の
は
黒
く
〔
？
〕、
黒
い
の
は
白
く
な
る
ま
で
洗
濯
し
て
や
っ
て
。

　

ヨ
ガ
ン
（
室
内
用
便
器
。
お
ま
る
）
を
磨
く
人
か
ら
。
磨
い
て
や
っ
て
。

　

遂
に
夫
の
家
に
着
く
。
夫
に
は
二
人
の
妾
が
い
る
。

　

夫
の
難
題
。
妾
た
ち
と
妻
と
に
向
か
っ
て
。
難
題
を
解
決
し
た
ら
妻
に
す
る
、
と
言
う
。

　

一
里
以
上
も
氷
の
張
っ
た
所
を
越
え
て
、
水
を
一
瓶
運
ん
で
来
る
〔
妻
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
妾
た
ち

は
滑
り
難
い
ワ
ン
パ
ル
わ
ら
じ
を
履
く
が
、
妻
は
普
通
の
わ
ら
じ
。
た
だ
し
、
却
っ
て
そ
の
た
め
に
、
妾
た
ち
は
上
機
嫌
で
走
っ
て

転
び
、
水
を
流
し
て
し
ま
い
、
妻
は
用
心
し
て
そ
ろ
そ
ろ
歩
き
、
無
事
に
水
を
持
ち
帰
る
〕。

　

虎
の
眉
毛
を
取
っ
て
来
る
。
妻
が
成
功
〔
虎
の
父
親
が
協
力
し
て
く
れ
る（

94
（

〕。

　

虎
の
爪
を
取
っ
て
来
る
。
同
上
。

　

青
大
将
婿
は
元
の
妻
を
娶
り
、
二
人
で
天
に
昇
る
〔
青
大
将
婿
は
元
来
天
の
神
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
〕。
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⑤　

日
本
民
話
「
田た

に
し螺

息
子（

95
（

」

　

主
人
公
が
動
物
（
田
螺
）
の
形
で
生
ま
れ
る
の
は
、
呪
い
で
は
な
く
、
田
の
水
の
神
の
祝
福
の
た
め
、
つ
ま
り
、
水
神
様
の
申
し
子

で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
異
類
婚
」
に
分
類
す
る
の
は
誤
り
で
、
や
は
り
「
怪
物
（
動
物
）
婿
」
型
民
話
で
あ
ろ
う
。

　

子
が
で
き
な
い
爺
婆
夫
婦
。
田
の
水
神
に
願
掛
け
を
し
て
、
田
螺
で
も
蛙
で
も
い
い
か
ら
男
の
子
を
一
人
授
け
て
欲
し
い
、
と
願

う
。
水
神
は
、
元
来
二
人
に
は
子
種
は
無
い
の
だ
が
、
願
い
に
免
じ
て
田
螺
を
授
け
る
か
ら
大
事
に
育
て
よ
、
と
田
螺
を
投
げ
て
く

れ
る
。

　

夫
婦
は
田
螺
を
押
し
頂
い
て
帰
宅
。
柄ひ

杓し
ゃ
く

に
水
を
張
り
、
そ
の
中
に
田
螺
を
入
れ
、
神
棚
に
上
げ
て
置
く
。
男
の
子
に
変
身
す

る
か
、
と
期
待
す
る
が
一
向
な
ら
な
い
。

　

爺
が
町
へ
米
を
売
り
に
行
こ
う
と
、
馬
に
米
を
付
け
て
い
る
と
、
田
螺
が
、
自
分
も
町
へ
行
く
、
と
声
を
掛
け
る
〔
初
め
て
人
語

を
発
す
る
わ
け
で
あ
る
〕。
爺
は
喜
ん
で
田
螺
を
馬
に
乗
せ
、
町
の
長
者
の
許
に
行
く
。

　

長
者
の
家
で
は
、
水
神
様
の
申
し
子
の
田
螺
が
来
た
、
と
い
う
の
で
、
家
中
の
者
が
見
物
に
出
る
。
長
者
の
美
し
い
二
人
の
娘
た

ち
も
見
る
。
妹
の
方
が
更
に
美
し
い
。
田
螺
は
、
妹
娘
を
嫁
に
欲
し
い
、
と
爺
に
せ
が
む
。
爺
が
諦
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
田
螺

は
言
う
こ
と
を
聴
か
な
い
。
そ
し
て
、
小
さ
な
紙
袋
に
米
を
一
握
り
入
れ
た
も
の
と
一
緒
に
自
分
を
こ
の
家
に
置
い
て
行
っ
て
く

れ
、
そ
う
す
れ
ば
明
朝
は
嫁
を
貰
っ
て
帰
る
、
と
告
げ
る
。
爺
は
そ
の
通
り
に
す
る
。
長
者
も
田
螺
息
子
が
珍
し
い
の
で
、
泊
ま
っ

て
行
け
、
と
言
う
。
爺
だ
け
帰
る
。

　

長
者
の
家
で
は
田
螺
息
子
に
大
ご
馳
走
を
す
る
。
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
消
え
失
せ
る
〔
超
自
然
的
能
力
の
示
唆
〕。
夜
に
な
る
。

田
螺
に
床
を
取
っ
て
や
る
。
田
螺
は
長
者
に
向
か
い
、
こ
の
一
握
り
の
米
は
大
切
な
物
な
の
で
、
寝
て
い
る
間
失
く
な
ら
な
い
よ
う
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守
っ
て
欲
し
い
、
と
頼
む
。
長
者
、
神
棚
に
上
げ
て
大
事
に
守
る
、
と
請
合
う
。
田
螺
、
も
し
失
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
と
言

う
。
長
者
、
何
で
も
好
き
な
も
の
を
や
る
、
と
約
束
。

　

田
螺
は
夜
中
に
起
き
、
神
棚
に
這
い
上
が
り
、
米
の
袋
を
下
ろ
し
、
妹
娘
の
部
屋
に
忍
び
込
み
、
米
を
噛
ん
で
そ
れ
を
娘
の
唇
に

塗
り
つ
け
る
。

　

朝
、
田
螺
が
わ
い
わ
い
泣
い
て
、
米
を
妹
娘
に
食
わ
れ
た
、
と
非
難
。
長
者
は
は
っ
き
り
し
た
証
拠
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
田

螺
は
、
約
束
通
り
代
わ
り
に
妹
娘
を
嫁
に
も
ら
う
、
と
言
い
、
娘
を
馬
に
乗
せ
て
連
れ
帰
る
。

　

春
祭
に
な
る
。
田
螺
は
娘
の
髪
に
簪

か
ん
ざ
し

み
た
い
に
留
め
て
も
ら
っ
て
鎮
守
の
祭
見
物
に
出
か
け
る
。
途
中
田
の
畦あ

ぜ

を
渡
っ
て
い
る

と
、
烏か

ら
す

が
飛
ん
で
来
て
、
田
螺
を
突
き
落
と
し
て
し
ま
う
。
娘
は
、
大
変
、
夫
が
田
に
落
ち
た
、
と
田
の
中
を
覗
い
た
が
、
た
く

さ
ん
の
田
螺
が
い
る
の
で
、
夫
は
ど
れ
だ
か
分
か
ら
な
い
。
嘆
き
悲
し
ん
で
、
目
を
泣
き
腫
ら
す
。

　

う
し
ろ
か
ら
声
が
掛
か
る
。
立
派
な
青
年
。
自
分
は
そ
な
た
の
夫
の
田
螺
だ
、
と
名
乗
る
。
そ
な
た
の
貞
節
の
お
蔭
で
人
間
の
姿

に
戻
れ
た
、
烏
と
見
え
た
の
も
水
神
の
お
使
い
、
と
説
明
。

　

長
者
は
こ
れ
を
聞
き
、
大
層
な
嫁
入
り
道
具
を
運
び
込
む
。
そ
れ
か
ら
田
螺
息
子
の
家
に
は
た
く
さ
ん
の
金
が
入
り
、
田
螺
長

者
、
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
三
〕

　

動
物
婿
と
は
何
か

　

近
世
西
欧
に
お
い
て
は
、
Ⅱ
．
の
〔
一
〕
で
A
T
U
か
ら
引
用
し
た
よ
う
に
、
本
来
人
間
で
あ
っ
た
も
の
が
呪
わ
れ
て
動
物
の
形
を

取
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
論
者
が
付
け
加
え
れ
ば
、
そ
れ
が
人
間
の
女
性
配
偶
者
の
誠
意
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
、
元
の
人
間
に
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戻
る
顛
末
が
一
般
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
中
世
日
本
、（
近
世
？
）
朝
鮮
、（
近
世
？
）
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
天
上

界
の
住
民
（
日
本
民
話
「
田
螺
息
子
」
の
場
合
は
水
神
の
申
し
子
）
が
な
ん
ら
か
の
理
由
で
人
間
の
女
を
娶
る
。
そ
し
て
日
本
民
話

（
こ
こ
で
は
人
間
の
妻
は
一
貫
し
て
誠
実
で
夫
に
尽
く
し
て
い
る
）
以
外
で
は
、
女
、
あ
る
い
は
そ
の
姉
妹
が
禁
令
を
破
っ
た
の
で
、

天
人
は
女
を
置
い
て
去
る
。
女
は
失
踪
し
た
夫
を
捜
し
、
元
の
鞘
に
収
ま
る
、
と
い
う
型
が
あ
る
。
中
国
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の

例
証
の
一
つ
を
以
下
（
四
）
で
記
す
。

　

な
お
、
古
代
日
本
の
三
輪
山
伝
説
（
蛇
体
の
三
輪
山
の
大
神
と
人
間
の
乙
女
と
の
通
婚
）
は
、
こ
の
型
に
入
る
の
か
、
こ
の
型
の
他

に
東
ア
ジ
ア
の
動
物
婿
譚
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
、
あ
る
民
族
の
起
源
を
語
る
古
代
神
話
に
見
ら
れ
る
人
獣
婚
姻
の
一
つ
と
考
え
る
べ
き

か
、
分
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
当
の
人
獣
婚
姻
に
つ
い
て
は
こ
の
小
論
で
は
詳
述
を
控
え
る
。

〔
四
〕

　

さ
て
、
中
国
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

以
下
は
『
太
平
広
記
』
巻
十
六
神
仙
十
六
に
収
め
ら
れ
た
、
仮
に
題
し
て
「
張
老
」
の
全
文
で
あ
る
。
末
尾
に
出
典
と
し
て
「
出
続

玄
怪
録
」（『
続
玄
怪
録
』
に
出
ず
）
と
あ
る
。『
続
玄
怪
録
』
は
夙
に
湮い

ん

滅め
つ

し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
は
下
っ
て
明
代
に
、
大
い
に
脚
色
さ
れ
て
い
る
が
、
三
言
の
一
つ
『
喩
世
明
言
』
巻
三
十
三
「
張
古
老
種
瓜
娶
文

女
」（
張
古
老
瓜
を
種う

え
て
文ぶ

ん

女じ
ょ

を
娶
る
）
の
素
材
と
な
る
。
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張
老
者
，
揚
州
六
合
県
園
叟
也
。
其
隣
有
韋
恕
者
，
梁
天
監
中
，
自
揚
州
曹
掾
秩
満
而
来
。
有
長
女
既
笄
，
召
里
中
媒
媼
，
令
訪
良

婿
。
張
老
聞
之
，
喜
，
而
候
媒
於
韋
門
。
媼
出
，
張
老
固
延
入
，
且
備
酒
食
。
酒
闌
，
謂
媼
曰
：『
聞
韋
氏
有
女
将
適
人
，
求
良
才

於
媼
，
有
之
乎
？
』
曰
：『
然
』
曰
：『
某
誠
衰
邁
，
灌
園
之
業
，
亦
可
衣
食
，
幸
為
求
之
，
事
成
厚
謝
。』
媼
大
罵
而
去
。
他
日
又

邀
媼
，
媼
曰
：『
叟
何
不
自
度
？
豈
有
衣
冠
子
女
肯
嫁
園
叟
耶
？
此
家
誠
貧
，
士
太
夫
家
之
敵
者
不
少
。
顧
叟
非
匹
，
吾
安
能
為
一

盃
酒
，
乃
取
辱
於
韋
氏
？
』
叟
固
曰
：『
強
為
吾
一
言
之
。
言
不
従
，
即
吾
命
也
。』
媼
不
得
已
，
冒
責
而
入
言
之
。
韋
氏
大
怒
，

曰
：『
媼
以
我
貧
，
軽
我
乃
如
是
！
且
韋
家
焉
有
此
事
？
況
園
叟
何
人
，
敢
発
此
議
？
叟
固
不
足
責
，
媼
何
無
別
之
甚
耶
？
』
媼
曰
：

『
誠
非
所
宣
言
，
為
叟
所
逼
，
不
得
不
達
其
意
。』
韋
怒
曰
：『
為
吾
報
之
，
令
日
内
得
五
百

則
可
！
』
媼
出
，
以
告
張
老
。
乃

曰
：『
諾
！
』
未
幾
，
車
戴
納
於
韋
氏
。
諸
韋
大
驚
，
曰
：『
前
言
戯
之
耳
？
且
此
翁
為
園
叟
，
何
以
致
之
？
吾
度
其
必
無
而
言
之
。

今
不
移
時
而
銭
到
，
当
如
之
何
？
』
乃
使
人
潜
候
其
女
。
女
亦
不
恨
，
乃
曰
：『
此
固
命
乎
！
』
遂
許
焉
。
張
老
既
取
韋
氏
，
園
業

不
廃
，
負
穢
钁
地
，
鬻
蔬
不
輟；
其
妻
躬
執
爨
濯
，
了
無
怍
色
，
親
戚
悪
之
，
亦
不
能
止
。
数
年
，
中
外
之
有
識
者
，
責
恕
曰
：

『
君
家
誠
貧
，
郷
里
豈
無
貧
子
弟
，
奈
何
以
女
妻
園
叟
？
既
棄
之
，
何
不
令
遠
去
也
？
』
他
日
，
恕
致
酒
，
召
女
及
張
老
。
酒
酣
，

微
露
其
意
。
張
老
起
曰
：『
所
以
不
即
去
者
，
恐
有
留
念
。
今
既
相
厭
，
去
亦
何
難
？
某
王
屋
山
下
，
有
一
小
荘
，
明
旦
且
帰
耳
。』

天
将
曙
，
来
別
韋
氏
曰
：『
他
歳
相
思
，
可
令
大
兄
往
天
壇
山
南
相
訪
。』
遂
令
妻
騎
驢
戴
笠
，
張
老
策
杖
相
随
而
去
。
絶
無
消
息
。

後
数
年
，
恕
念
其
女
，
以
為
蓬
頭
垢
面
，
不
可
識
也
，
令
其
男
義
方
訪
之
。
到
天
壇
南
，
適
遇
一
崑
崙
奴
駕
黄
牛
耕
田
，
問
曰
：

『
此
有
張
老
家
荘
否
？
』
崑
崙
投
杖
拝
曰
：『
大
郎
子
何
久
不
来
？
』
荘
去
此
甚
近
，
某
当
前
引
。』
遂
与
倶
東
去
。
初
上
一
山
，
山

下
有
水
，
過
水
，
連
綿
凡
十
余
処
，
景
色
漸
異
，
不
与
人
間
同
。
忽
下
一
山
，
其
水
北
朱
戸
甲
第
，
楼
閣
参
差
，
花
木
繁
栄
，
煙
雲

鮮
媚
，
鸞
鶴
孔
雀
，
徊
翔
其
間
，
歌
管
廖
亮
耳
目
。
崑
崙
指
曰
：『
此
張
家
荘
也
。』
韋
驚
駭
莫
測
。
俄
而
及
門
。
門
有
紫
衣
人
吏
，

拝
引
入
庁
中
。
目
所
未
覩
，
異
香
氤
氳
，
徧
満
崖
谷
。
忽
聞
珠
佩
之
声
漸
近
，
二
青
衣
出
曰
：『
阿
郎
来
此
！
』
次
見
十
数
青
衣
，
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容
色
絶
代
，
相
対
而
行
，
若
有
引
所
。
俄
見
一
人
，
戴
遠
遊
冠
，
衣
朱
綃
，
曳
朱
履
，
徐
出
門
。
一
青
衣
引
韋
前
拝
，
儀
状
偉
然
，

容
色
芳
嫩
，
細
視
之
，
乃
張
老
也
。
言
曰
：『
人
世
労
苦
、
若
在
火
中
，
身
未
清
涼
，
愁
焔
又
熾
，
而
無
斯
須
泰
時
。
兄
久
客
寄
，

何
以
自
娯
？
賢
妹
略
梳
頭
，
即
当
奉
見
。』
因
揖
令
座
。
未
幾
，
一
青
衣
来
曰
：『
娘
子
已
梳
頭
畢
。』
遂
引
入
，
見
妹
於
堂
前
。
其

堂
沈
香
為
梁
，
玳
瑁
貼
門
，
碧
玉
窓
，
珍
珠
箔
，
階
砌
皆
冷
滑
碧
色
，
不
弁
其
物
。
其
妹
服
飾
之
盛
，
世
間
未
見
。
略
叙
寒
暄
、
問

尊
長
而
已
，
意
甚
鹵
莽
。
有
頃
，
進
饌
，
精
美
芳
馨
，
不
可
名
状
。
食
訖
，
館
韋
於
内
庁
。
明
日
方
曙
，
張
老
与
韋
生
座
，
忽
有
一

青
衣
附
耳
而
語
，
張
老
笑
曰
：『
宅
中
有
客
，
安
得
暮
帰
？
』
因
曰
：『
小
妹
暫
欲
遊
蓬
莱
山
，
賢
妹
亦
当
去
。
然
未
暮
即
帰
，
兄
但

憩
此
。』
張
老
揖
而
入
。
俄
而
五
雲
起
於
庭
中
，
鸞
鳳
飛
翔
，
絲
竹
並
作
，
張
老
及
妹
，
各
乗
一
鳳
，
余
従
乗
鶴
者
十
数
人
、
漸
上

空
中
正
東
而
去
，
望
之
已
没
，
猶
隠
隠
聞
音
楽
之
声
。
韋
君
在
後
，
小
青
衣
供
侍
甚
謹
。
迨
暮
，
稍
聞
笙
篁
之
音
，
倏
忽
復
到
。
及

下
於
庭
，
張
老
与
妻
見
韋
，
曰
：『
独
居
大
寂
寞
！
然
此
地
神
仙
之
府
，
非
俗
人
得
遊
，
以
兄
宿
命
，
合
得
到
此
。
然
亦
不
可
久
居
，

明
日
当
奉
別
耳
。』
及
時
，
妹
復
出
別
兄
，
慇
懃
伝
語
父
母
而
已
。
張
老
曰
：『
人
世
遐
遠
，
不
及
作
書
。』
奉
金
二
十
鎰
并
与
故
席

帽
，
曰
：『
兄
若
無
銭
，
可
於
揚
州
北
邸
売
薬
王
老
家
取
一
千
万
，
持
此
為
信
。』
遂
別
，
復
令
崑
崙
奴
送
出
。
却
到
天
檀
，
崑
崙
奴

拝
別
而
去
，
韋
自
荷
金
而
帰
。
其
家
驚
訝
問
之
，
或
以
為
神
仙
、
或
以
為
妖
妄
，
不
知
所
謂
。
五
六
年
間
，
金
尽
，
欲
取
王
老
銭
，

復
疑
其
妄
。
或
曰
：『
取
爾
許
銭
，
不
持
一
字
，
此
帽
安
足
信
？
』
既
而
困
極
，
其
家
強
逼
之
，
曰
：『
必
不
得
銭
，
亦
何
傷
？
』
乃

往
揚
州
，
入
北
邸
，
而
王
老
者
、
方
当
肆
陳
薬
。
韋
前
曰
：『
叟
何
姓
？
』
曰
『
姓
王
。』
韋
曰
：『
張
老
令
取
銭
一
千
万
，
持
此
帽

為
信
。』
王
曰
：『
銭
即
実
有
，
席
帽
是
乎
？
』
韋
曰
：『
叟
可
験
之
。
豈
不
識
耶
。』
王
老
未
語
，
有
小
女
出
青
布
幃
中
，
曰
：『
張

老
常
過
，
令
縫
帽
頂
，
其
時
無
皂
線
，
以
紅
線
縫
之
。
線
色
手
蹤
皆
可
目
験
。』
因
取
看
之
，
果
是
也
。
遂
得
載
銭
而
帰
。
乃
信
真

神
仙
也
。
其
家
又
思
女
，
復
遣
義
方
往
天
壇
南
尋
之
。
到
即
千
山
万
水
，
不
復
有
路
，
時
逢
樵
人
，
亦
無
知
張
老
荘
者
。
悲
思
浩
然

而
帰
。
挙
家
以
為
仙
俗
路
殊
，
無
相
見
期
。
又
尋
王
老
，
亦
去
矣
。
後
数
年
，
義
方
偶
遊
揚
州
，
間
行
北
邸
前
，
忽
見
張
家
崑
崙
奴
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前
曰
：『
大
郎
家
中
何
如
？
娘
子
雖
不
得
帰
，
如
侍
左
右
。
家
中
事
無
巨
細
，
莫
不
知
之
。』
因
出
懐
金
十
斤
以
奉
，
曰
：『
娘
子
令

送
与
大
郎
君
。
阿
郎
与
王
老
会
飲
於
此
酒
家
，
大
郎
且
座
，
崑
崙
当
入
報
。』
義
方
座
於
酒
旗
下
，
日
暮
不
見
出
，
乃
入
観
之
。
飲

者
満
座
，
座
上
並
無
二
老
，
亦
無
崑
崙
。
取
金
視
之
，
乃
真
金
也
。
驚
嘆
而
帰
。
又
以
供
数
年
之
食
。
後
不
復
知
張
老
所
在
。

　

試
み
に
読
み
下
し
文
に
し
て
み
る
。

張
老
は
揚よ

う

州し
ゅ
う

（
9（
（

六り
く
ご
う合

県
の
園え

ん
そ
う叟

な（
9（
（

り
。
其
の
隣
に
韋い

恕じ
ょ

な
る
者
有
り
。
梁り

ょ
う

の
天
監
中（

93
（

、
揚
州
よ
り
曹そ

う
じ
ょ
う掾

の（
99
（

秩ち
つ

満（
（33
（

ち
て
来
た
れ

り
。
長
女
有
り
て
既
に
笄

こ
う
が
い

な（
（3（
（

り
。
里り

中ち
ゅ
う

の
媒ば

い
お
ん媼

を（
（32
（

召
し
て
、
良り

ょ
う

婿せ
い

を
訪お

と
な

わ
し
む
。
張
老
之こ

れ

を
聞
き
て
喜
び
、
而し

こ
う

し
て
媒
を
韋

門
に
候ま

つ
。
媼お

ん

の
出
づ
る
に
、
張
老
固

か
た
く
な

に
延ま

ね

き
入
れ
、
且し

ば
ら

く
酒
食
を
備
う
。
酒
闌

た
け
な
わ

に
し
て（

（33
（

、
媼
に
謂い

い
て
曰
く
「
聞
く
な
ら

く
韋
氏
に
女む

す
め

有
り
て
将
に
適せ

き
じ
ん人

せ
む
と
し
、
良
才
を
媼
に
求
む
と
。
之
有
り
や
」
と
。
曰
く
「
然
り
」
と
。
曰
く
「
某

そ
れ
が
し

誠
に

衰す
い
ま
い邁

な（
（34
（

れ
ど
も
、
灌か

ん

園え
ん

之
業（

（35
（

、
亦ま

た

衣
食
す
べ
し
。
幸
い
に
之
を
求
め
む
と
為
す
。
事
成
れ
ば
厚
く
謝
さ
む
」
と
。
媼
大
い
に
罵
り

て
去
る
。
他
日
又
媼
を
邀む

か

う
る
に
、
媼
曰
く
「
叟そ

う

何
ぞ
自
ら
度は

か

ら
ざ
る
や
。
豈あ

に

衣
冠（

（3（
（

の
子
女
の
園
叟
に
嫁
ぐ
を
肯う

べ
な

う
こ
と
有
ら
ん

や
。
此
の
家
誠
に
貧
な
れ
ど
も
、
士し

太た
い

夫ふ

家け

の
敵
す
る
者（

（3（
（

少
な
か
ら
ず
。
叟
を
顧
み
れ
ば
匹ひ

つ

に（
（33
（

非
ず
。
吾
安い

ず
く

ん
ぞ
一い

っ
ぱ
い盃

の
酒
の
為

に
乃
ち
辱

は
ず
か
し

め
を
韋
氏
に
取
る
能
わ
ん
や
」
と
。
叟
固

か
た
く
な

に
曰
く
「
強あ

な
が

ち
に
吾
が
為
に
之
を
一
言
せ
よ
。
言
い
て
従
わ
ず
ん
ば
、

即
ち
吾
が
命
な
り
」
と
。
媼
已や

む
を
得
ず
、
責
を
冒
し
て
入
り
て
之
を
言
う
。
韋
氏
大
い
に
怒
り
て
曰
く
「
媼
我
が
貧
な
る
を
以

て
、
我
を
軽
ん
ず
る
こ
と
乃
ち
是か

く
の
如
し
。
且
つ
韋
家
に
焉

い
ず
く
ん
ぞ

此
の
事
有
ら
む
や
。
況い

わ
ん

や
園
叟
の
何な

ん
ぴ
と人

な
れ
ば
、
敢
て
此
の

議
を
発
す
る
や
。
叟
の
固

か
た
く
な

な
る
は
責
む
る
に
足
ら
ず
。
媼
何
ぞ
別べ

ち

無（
（39
（

き
の
甚
だ
し
き
や
」
と
。
媼
曰
く
「
誠
に
宜
し
く
言
う
べ

き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
叟
の
逼せ

ま

る
所
と
為な

り
、
其
の
意
を
達
せ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
」
と
。
韋
怒
り
て
曰
く
「
吾
が
為
に
之
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を
報
ぜ
よ
、
日に

ち
な
い内

に
五
百

び
ん

を（
（（3
（

得
さ
し
む
れ
ば
則
ち
可
な
り
、
と
」
と
。
媼
出
で
て
、
以
て
張
老
に
告
ぐ
。
乃
ち
曰
く
「
諾
」
と
。

未
だ
幾
ば
く
も
あ
ら
ず
し
て
、
車
戴
し
て
韋
氏
に
納
む
。
諸
韋
大
い
に
驚
き
て
曰
く
「
前
言
之
に
戯
る
る
の
み
。
且か

つ
此
の
翁
園
叟

為な

り
。
何
ぞ
以
て
之
を
致
さ
む
。
吾
其
の
必
ず
無
き
を
度
り
て
之
を
言
え
り
。
今
時
を
移
さ
ず
し
て
銭
到
れ
り
。
当
に
之
を
い
か
ん

か
す
べ
き
や
」
と
。
乃
ち
人
を
し
て
潜ひ

そ

か
に
其
の
女む

す
め

に
候う

か
が

わ
し
む
。
女
亦
恨
み
ず
し
て
乃
ち
曰
く
「
此
固も

と

よ
り
命
な
ら
む
」
と
。

遂
に
許
す
。
張
老
既
に
韋
氏
を
取
る
に
、
園
業
廃
さ
ず
し
て
、
穢あ

い

を（
（（（
（

負
い
地
を
钁か

く

し（
（（2
（

、
蔬そ

を
鬻ひ

さ

ぎ
て
輟や

ま
ず
。
其
の
妻
躬み

ず
か

ら
爨さ

ん
た
く濯

を（
（（3
（

執
り
、
了
と
し
て（

（（4
（

怍さ
く

色し
ょ
く

無（
（（5
（

し
。
親
戚
之
を
悪に

く

め
ど
も
、
亦
止
む
る
能
わ
ず
。
数
年
、
中
外
の
有
識
者
、
恕
を
責
め
て
曰
く
「
君

が
家
誠
に
貧
な
れ
ど
も
、
郷
里
豈
貧
子
弟
無
か
ら
む
や
。
奈い

か
ん何

ぞ
女
を
以
て
園
叟
に
妻め

あ
わ

さ
ん
や
。
既
に
之
を
棄
つ
。
何
ぞ
遠
く
去

ら
し
め
ざ
る
や
」
と
。
他
日
、
恕
酒
を
致
し（

（（（
（

、
女
と
張
老
を
召
す
。
酒
酣

た
け
な
わ

に
し
て（

（（（
（

、
微か

す

か
に
其
の
意
を
露あ

ら

わ
す
。
張
老
起
ち
て
曰

く
「
即
ち（

（（3
（

去
ら
ざ
り
し
所ゆ

え
ん以

は
、
留
念（

（（9
（

の
有
る
を
恐
れ
し
な
り
。
今
既
に
相
厭い

と

う
、
去
る
に
亦ま

た

何
ぞ
難
か
ら
む
。
某

そ
れ
が
し

王
屋
山（

（23
（

下
に

一
小
荘
有
り
。
明み

ょ
う

旦た
ん

且ま
さ

に
帰
す
る
の
み
」
と
。
天
将ま

さ

に
曙あ

け
む
と
す
る
に
、
韋
氏
に
来
た
り
て
別
る
。「
他
歳
相
い
思
わ
ば
、
大た

い
け
い兄

を
し
て
天
壇
山（

（2（
（

の
南
に
往
き
て
相
い
訪と

わ
し
む
べ
し
」
と
。
遂
に
妻
を
し
て
驢
に
騎の

り
て
笠
を
戴
か
し
め
、
張
老
杖
を
策つ

き
て
相
い

随
い
て
去
る
。
絶
え
て
消
息
無
し
。
後
数
年
、
恕
其
の
女
を
念お

も

い
、
以お

も
え為

ら
く
蓬ほ

う
と
う頭

垢こ
う
め
ん面

、（
（22
（

識
る
べ
か
ら
ざ
ら
む
、
と
。
其
の
男む

す
こ

義
方
を
し
て
之
を
訪
わ
し
む
。
天
壇
の
南
に
到
る
に
、
適

た
ま
た
ま

一
崑こ

ん
ろ
ん崙

奴ぬ

の（
（23
（

黄
牛（

（24
（

に
駕
し
て
田
を
耕
す
に
遇あ

い
、
問
い
て
曰
く
「
此
に

張
老
の
家
荘
有
る
や
否
や
」
と
。
崑
崙
杖
を
投
げ
て
拝
し
て
曰
く
「
大た

い

郎ろ
う

何（
（25
（

ぞ
久
し
く
来
ら
ざ
る
や
。
荘
此
を
去
る
こ
と
甚
だ
近

し
。
某

そ
れ
が
し

当ま
さ

に
前
引
す
べ
し
」
と
。
遂
に
与と

も

に
倶と

も

に
東
に
去
る
。
初
め
一
山
に
上
る
に
、
山
下
に
水
有
り
。
水
を
過よ

ぎ
る
に
、
連
綿

凡
そ
十
余
処
、
景け

い

色し
ょ
く

漸
く
異
な
り
、
人じ

ん
か
ん間

と
同
じ
か
ら
ず
。
忽
ち
一
山
を
下
る
、
其
の
水
北
に
朱
戸（

（2（
（

甲
第（

（2（
（

、
楼
閣
参さ

ん

差し

、（
（23
（

花
木
繁

栄
、
煙
雲
鮮
媚（

（29
（

、ら
ん

  

鸞
（
（33
（ 

鶴か
く

孔く

雀じ
ゃ
く

、
其
の
間か

ん

を
徊か

い

翔し
ょ
う

し
、
歌
管（

（3（
（

耳
目
に
廖り

ゅ
う

亮り
ょ
う

た（
（32
（

り
。
崑
崙
指
し
て
曰
く
「
此
れ
張
家
荘
な
り
」
と
。

韋
の
驚
駭
測
る
こ
と
無
し
。
俄に

わ
か

に
し
て
門
に
及お

よ

ぶ
。
門
に
紫
衣
の
人
吏（

（33
（

有
り
、
拝
し
て
庁（

（34
（

中
に
引
入
す
。
舗ほ

陳ち
ん

の（
（35
（

華
や
か
な
る
こ



民話「靴履き猫」や「動物（怪物）婿」が中国に　鈴木　滿

（35）294

と
、
目
の
未
だ
覩み

ざ
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
異
香
氤い

ん
う
ん氳
、（

（（（
（

崖が
い

谷こ
く

に
徧
満
せ
り
。
忽
ち
珠し

ゅ

佩は
い

の（
（3（
（

声
の
漸
く
近
づ
く
を
聞
く
に
、
二
青
衣（

（33
（

出
で
て
曰
く
「
阿あ

郎ろ
う

此（
（39
（

に
来
た
る
」
と
。
次
に
十
数
の
青
衣
を
見
る
に
、
容
色
絶
代（

（43
（

、
相
い
対
し
て
行
き
、
引
く
所
有
る
が
ご
と

し
。
俄
に
一
人
を
見
る
に
、
遠
遊
冠（

（4（
（

を
戴
き
、
朱し

ゅ

綃し
ょ
う

を（
（42
（

衣ま
と

い
、
朱
履
を
曳
き
て
、
徐

お
も
む
ろ

に
門
を
出
ず
。
一
青
衣
の
韋
を
引
き
て
前す

ず

み
て
拝
す
る
に
、
儀
状
偉
然（

（43
（

、
容
色
芳ほ

う
ど
ん嫩

、（
（44
（

細こ
ま

か
に
之
を
視
れ
ば
、
乃
ち
張
老
な
り
。
言
い
て
曰
く
「
人
世
の
労
苦
、
火
中
に
在

る
が
ご
と
し
。
身
未
だ
清
涼
な
ら
ず
、
愁
焔
又
熾さ

か

ん
に
し
て
、
斯か

く
泰
時
を
須ま

つ
こ
と
無
し
。
兄け

い

久
し
く
客か

く

寄き

す
る
に
、
何
ぞ
以

て
自

お
の
ず
か

ら
娯
し
ま
む
。
賢
妹
略ほ

ぼ

頭
を
梳す

か
ば
、
即
ち
当ま

さ

に
奉
見
す
べ
し
」
と
。
因よ

り
て
揖ゆ

う

し（
（45
（

て
座
せ
し
む
。
未
だ
幾
ば
く
も
あ
ら

ず
し
て
、
一
青
衣
来
り
て
曰
く
「
娘じ

ょ
う
し子 

已（
（4（
（

に
す
で

頭
を
梳
き
畢お

わ

れ
り
」
と
。
遂
に
引
入
す
る
に
、
妹
を
堂（

（4（
（

前
に
見
る
。
其
の
堂
沈じ

ん
こ
う香
（
（43
（ 

を
梁は

り

と
為
し
、
玳た

い
ま
い瑁

を（
（49
（

門
に
貼
り
、
碧へ

き

玉ぎ
ょ
く

の
窓そ

う

、
珍
珠
の
箔は

く

、（
（53
（

階か
い

砌せ
い

皆（
（5（
（

冷
滑
碧
色
に
し
て
、
其
の
物
を
弁
ぜ
ず
。
其
の
妹
の
服

飾
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
世
間
未
だ
見
ず
。
寒か

ん
け
ん暄

を（
（52
（

略
叙
し
、
尊
長（

（53
（

を
問
い
て
已や

む
。
意
甚
だ
鹵ろ

莽ぼ
う

な（
（54
（

り
。
頃け

い

有
り
て
、
饌せ

ん

を（
（55
（

進
む

る
に
、
精
美
芳ほ

う

馨け
い

、（
（5（
（

名
状
す
べ
か
ら
ず
。
食
訖お

わ

り
、
韋
を
内
庁（

（5（
（

に
館や

ど

す
。
明
日
曙
に
方あ

た

り
、
張
老
韋
生
と
与と

も

に
座
す
。
忽
ち
一
青

衣
の
有
り
て
耳
に
附
し
て
語
る
に
、
張
老
笑
い
て
曰
く
「
宅
中
客
有
り
、
安い

ず

く
ん
ぞ
暮ぼ

帰き

す
る
を
得
む
や
」
と
。
因
り
て
曰
く

「
小
妹
暫
く
蓬ほ

う
ら
い
さ
ん

莱
山
に（

（53
（

遊
ば
む
と
欲
す
。
賢
妹
亦
当ま

さ

に
去
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
未
だ
暮
れ
ず
し
て
即
ち
帰
ら
む
。
兄
但

た
だ
た
だ

此
に
憩
え
」

と
。
張
老
揖ゆ

う

し
て
入
る
。
俄
に
し
て
五
雲
庭
中
に
起た

ち
、
鸞
鳳
飛
翔
し
、
絲し

竹ち
く

並
び
に
作お

こ

り
、
張
老
及
び
妹
、
各

お
の
お
の

一
鳳
に
乗
り
、

余
従
の
鶴
に
乗
る
者
十
数
人
、
漸
く
空
中
に
上
り
、
正
東
し
て
去
る
。
之
を
望
む
に
已す

で

に
没
す
れ
ど
も
、
猶
隠
隠
と
し
て
音
楽
の

声
を
聞
く
。
韋
君
後し

り
え

に
在
る
に
、
小
青
衣
の
供
侍
す
る
こ
と
甚
だ
謹
な
り
。
暮
に
迨お

よ

び
て
、
稍や

や

笙せ
い
こ
う篁

を（
（59
（

聞
く
に
、
倏し

ゅ
く

忽こ
つ

と
し
て

復
至
る
。
庭
に
下
る
る
に
及
び
、
張
老
と
妻
の
韋
を
見
て
曰
く
「
独
居
大
い
に
寂せ

き
ば
く寞

な
ら
む
。
然
れ
ど
も
此
の
地
神
仙
の
府
に
し

て
、
俗
人
の
遊
び
得
る
に
非
ず
。
兄け

い

宿
命
を
以
て
、
合ま

さ

に
此
に
到
る
こ
と
を
得
た
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
亦
久
し
く
居
る
べ
か
ら
ず
。
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明
日
当ま

さ

に
奉
別
せ
む
の
み
」
と
。
時
に
及
び
、
妹
復ま

た

出
で
て
兄
に
別
れ
、
慇い

ん
ぎ
ん懃

に
父
母
に
語
を
伝
え
て
已や

む
。
張
老
曰
く
「
人
世
遐か

遠え
ん

な（
（（3
（

り
。
書
を
作な

す
に
及
ば
ず
」
と
。
金
二
十
鎰い

つ

を（
（（（
（

奉
じ
并な

ら

び
に
故ふ

る

き
席
帽（

（（2
（

を
与
え
て
曰
く
「
兄
若も

し
銭
無
く
ん
ば
、
揚
州
北
邸（

（（3
（

の

売
薬
王
老
の
家
に
一
千
万
を
取
る
べ
し
、
此
を
持
ち
て
信
と
為
せ
」
と
。
遂
に
別
れ
、
復
崑
崙
奴
を
し
て
送
出
せ
し
む
。
却し

り
ぞ

き
て

天
檀
に
到
れ
ば
、
崑
崙
奴
拝
別
し
て
去
り
、
韋
自
ら
金
を
荷
い
て
帰
る
。
其
の
家
驚
き
訝い

ぶ
か

り
之
を
問
い
、
或
い
は
以
て
神
仙
と
為

し
、
或
い
は
以
て
妖
妄
と
為
し
、
謂
う
所
を
知
ら
ず
。
五
六
年
間
に
し
て
、
金
尽
き
、
王
老
の
銭
を
取
ら
む
と
欲
す
れ
ど
も
、
復
其

の
妄
な
る
を
疑
う
。
或
い
は
曰
く
「
爾

か
く
の
ご
と
き

許
銭
を
取
る
に
、
一
字
を
も
持
た
ず
。
此
の
帽
安い

ず
く

ん
ぞ
信し

ん

に（
（（4
（

足
ら
む
や
」
と
。
既
に
し

て
困く

る

し
み
極
ま
り
、
其
の
家
強
く
之
を
逼せ

ま

り
て
曰
く
「
必も

し
銭
を
得
ず
と
も
、
亦
何
ぞ
傷い

た

ま
む
」
と
。
乃
ち
揚
州
に
往
き
、
北
邸
に

入
る
に
、
王
老
な
る
者
、
方ま

さ

に
肆し

に
当
り
て
薬
を
陳ち

ん

ず（
（（5
（

。
韋
前す

す

み
て
曰
く
「
叟そ

う

何い
ず

れ
の
姓
な
り
や
」
と
。
曰
く
「
姓
は
王
な
り
」

と
。
韋
曰
く
「
張
老
銭
一
千
万
を
取
ら
し
む
る
に
、
此
の
帽
を
持
ち
て
信
と
為
せ
、
と
」。
王
曰
く
「
銭
即
ち
実ま

こ
と

に
有
り
。
席
帽
は

是
な
る
や
」
と
。
韋
曰
く
「
叟
之
を
験げ

ん

ず
べ
し
。
豈
識し

ら
ざ
ら
む
や
」
と
。
王
老
未
だ
語
ら
ざ
る
に
、
小
女
の
有
り
て
青せ

い

布ふ

幃い

中
よ

り
出
で
て
曰
く
「
張
老
の
常（

（（（
（

に
過よ

ぎ
る
に
、
帽
頂
を
縫
わ
し
め
た
り
。
其
の
時
皂そ

う

線せ
ん

無（
（（（
（

く
、
紅
線
を
以
て
之
を
縫
え
り
。
線
色
手し

ゅ

蹤し
ょ
う

皆（
（（3
（

自
ず
か
ら
験
ず
べ
し
」
と
。
因
り
て
之
を
取
り
て
看み

る
に
、
果
し
て
是
な
り
。
遂
に
載さ

い
せ
ん銭

を（
（（9
（

得
て
帰
る
。
乃
ち
真ま

こ
と

の
神
仙
な

る
を
信
ず
。
其
の
家
又
女
を
思
い
、
復
義
方
を
遣
り
て
天
壇
の
南
に
往
き
て
之
を
尋
ね
し
む
。
到
れ
ば
即
ち
千
山
万
水
、
復
路
の
有

る
こ
と
な
く
、
時
に
樵し

ょ
う

人じ
ん

に
逢
う
に
、
亦
張
老
の
荘
を
知
る
こ
と
な
し
。
悲
し
み
思
い
浩こ

う
ぜ
ん然

と（
（（3
（

し
て
帰
る
。
家
を
挙
げ
て
以お

も
え為

ら

く
仙
俗
路み

ち

殊こ
と

な
れ
り
、
相
い
見
る
期ご

無
か
ら
む
と
。
又
王
老
を
尋
ぬ
る
に
、
亦
去
れ
り
。
後
数
年
、
義
方
偶

た
ま
た
ま

揚
州
に
遊
び
、
北
邸

の
前
を
間
行
す
る
に
、
忽
ち
張
家
の
崑
崙
奴
を
見
る
に
前す

す

み
て
曰
く
「
大
郎
の
家
中
何い

か
ん如

。
娘じ

ょ
う

子し

帰
す
る
を
得
ず
と
雖い

え
ど

も
、
左
右

に
侍
る
が
如
し
。
家
中
の
事
巨こ

細さ
い

無
く
、
之
を
知
ら
ざ
る
な
し
」
と
。
因
り
て
懐
よ
り
金
十
斤（

（（（
（

を
出
だ
し
以
て
奉
じ
て
曰
く
「
娘
子

送
り
て
大
郎
君
に
与
え
し
む
。
阿
郎
王
老
と
与と

も

に
此
の
酒
家
に
会
飲
す
。
大
郎
且し

ば
ら

く
座
せ
。
崑
崙
当ま

さ

に
入
り
て
報
ず
べ
し
」
と
。
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義
方
酒
旗（

（（2
（

の
下も

と

に
座
す
る
に
、
日じ

つ

暮ぼ

に
し
て
出
づ
る
を
見
ず
。
乃
ち
入
り
て
之
を
観
る
。
飲
む
者
座
に
満
つ
れ
ど
も
、
座
上
並
び
に

二
老
無
く
、
亦
崑
崙
無
し
。
金
を
取
り
て
之
を
視
る
に
、
乃
ち
真
金
な
り
。
驚
き
嘆
じ
て
帰
る
。
又
以
て
数
年
の
食
に
供
う
。
後
復ま

た

張
老
の
在
る
所
を
知
ら
ず
。

　

大
意
を
取
っ
て
現
代
日
本
語
訳
を
す
れ
ば
こ
う
も
あ
ろ
う
か
。

張
老
［
張
爺
さ
ん
］
と
い
う
の
は
揚
州
六
合
県
で
野
菜
畑
を
耕
し
て
い
る
年
寄
り
だ
っ
た
。
其
の
隣
に
韋
恕
と
い
う
者
が
い
た
。
梁

の
天
監
年
中
、
曹
掾
の
任
期
が
終
わ
っ
て
揚
州
か
ら
こ
こ
へ
引
き
揚
げ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
長
女
は
も
う
結
婚
適
齢
期
だ
っ

た
。
そ
こ
で
村
の
取
り
持
ち
婆
さ
ん
を
呼
び
、
適
当
な
婿
を
探
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
張
老
は
こ
れ
を
聞
い
て
喜
び
、
取
り
持
ち
婆

さ
ん
を
韋
家
の
門
の
と
こ
ろ
で
待
ち
受
け
た
。
婆
さ
ん
が
出
て
来
る
と
、
張
老
は
強
い
て
自
分
の
家
に
招
き
入
れ
、
と
り
あ
え
ず
酒

食
で
も
て
な
し
た
。
酒
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
分
に
、
婆
さ
ん
に
言
う
に
は
「
聞
く
と
こ
ろ
じ
ゃ
、
韋
様
に
は
お
嬢
さ
ん
が
お
あ
り

で
お
嫁
入
り
す
る
の
で
、
恰
好
の
婿
さ
ん
を
探
し
て
欲
し
い
、
と
あ
ん
さ
ん
に
頼
ん
だ
そ
う
な
。
こ
り
ゃ
ほ
ん
と
か
の
う
」。「
は
い

な
、
い
か
に
も
」
と
答
え
る
と
、
言
葉
を
継
い
で
「
わ
し
ゃ
ま
っ
た
く
老
い
さ
ら
ば
え
と
る
が
、
こ
の
野
菜
作
り
と
い
う
仕
事
で
、

ま
あ
ま
あ
暮
ら
せ
ま
す
の
じ
ゃ
。
で
、
お
嬢
さ
ん
に
求
婚
し
た
い
、
と
思
う
で
な
。
う
ま
く
事
が
運
ん
だ
ら
厚
く
お
礼
す
る
だ
よ
」。

婆
さ
ん
は
大
い
に
罵
っ
て
出
て
行
っ
た
。
ま
た
別
の
日
婆
さ
ん
を
待
ち
受
け
る
と
、
婆
さ
ん
い
わ
く
「
と
っ
つ
ぁ
ま
や
、
な
ん
だ
っ

て
自
分
の
ほ
ど
ち
ゅ
う
も
の
を
考
え
な
い
だ
ね
。
お
役
人
の
家
柄
の
お
嬢
さ
ん
が
野
菜
作
り
の
爺
様
と
結
婚
す
る
の
を
承
知
す
る
こ

と
が
あ
ろ
う
か
ね
。
こ
の
お
宅
は
確
か
に
貧
乏
だ
け
ん
ど
、
お
役
人
の
家
柄
で
丁
度
ぴ
っ
た
り
の
お
う
ち
は
少
な
く
な
い
だ
よ
。

と
っ
つ
ぁ
ま
は
、
と
考
え
る
と
、
月
と
鼈

す
っ
ぽ
ん

。
あ
た
し
ゃ
一
杯
の
お
酒
な
ん
ぞ
と
引
き
換
え
に
韋
様
に
恥
を
か
か
さ
れ
る
の
は
ご
免
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だ
よ
う
」。
し
か
し
爺
さ
ん
は
「
そ
こ
を
我
慢
し
て
わ
し
の
た
め
に
こ
の
話
を
通
し
て
お
く
れ
。
話
を
し
て
、
聴
い
て
も
ら
え
な
け

れ
ば
、
そ
れ
が
わ
し
の
運
ち
ゅ
う
も
の
さ
な
」
と
言
い
張
る
。
婆
さ
ん
は
仕
方
な
く
、
咎
め
ら
れ
る
の
を
覚
悟
で
韋
氏
の
家
に
入
っ

て
、
こ
の
こ
と
を
言
っ
た
。
韋
氏
大
い
に
怒
っ
て
い
わ
く
「
お
ま
え
さ
ん
、
わ
た
し
が
貧
乏
な
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
軽
ん
じ
た

の
だ
ね
。
い
い
か
な
、
韋
家
と
も
あ
ろ
う
家
柄
が
か
よ
う
な
こ
と
を
承
知
す
る
わ
け
が
な
か
ろ
う
。
そ
れ
に
な
、
野
菜
作
り
の
年
寄

り
風
情
が
な
ん
と
身
の
程
知
ら
ず
に
こ
ん
な
申
込
み
を
す
る
と
は
。
あ
の
老
人
が
頑
固
な
の
を
と
や
か
く
言
っ
て
も
せ
ん
な
い
こ

と
。
し
た
が
、
お
ま
え
さ
ん
と
し
た
こ
と
が
、
ど
う
し
て
こ
う
も
ま
あ
弁わ

き
ま

え
が
無
い
の
だ
」
と
。
婆
さ
ん
「
ま
っ
た
く
そ
の
通
り

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
旦
那
様
に
申
し
上
げ
る
筋
合
い
じ
ゃ
あ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
と
っ
つ
ぁ
ま
に
無
理
強
い
さ
れ
て
、
と
っ

つ
ぁ
ま
の
気
持
ち
を
お
耳
に
入
れ
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
」。
韋
は
怒
っ
て
「
わ
た
し
の
た
め
に
こ
う
告

げ
て
欲
し
い
。
今
日
中
に
五
百

届
け
て
く
れ
れ
ば
承
諾
い
た
す
、
と
な
」
と
言
っ
た
。
婆
さ
ん
が
韋
氏
の
家
を
出
て
、
張
老
に

こ
う
告
げ
る
と
「
あ
あ
、
え
え
と
も
」
と
い
う
返
答
。
そ
し
て
間
も
な
く
、
銭
を
車
に
積
ん
で
韋
氏
に
届
け
た
。
韋
家
の
人
び
と
が

仰
天
し
て
言
う
に
は
「
あ
あ
申
し
た
の
は
た
だ
の
冗
談
。
そ
れ
に
、
あ
の
爺
さ
ん
は
た
か
が
野
菜
作
り
な
の
だ
。
ど
う
し
て
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
ち
ら
と
し
て
は
、
銭
の
用
意
は
絶
対
で
き
ま
い
、
と
思
っ
て
あ
あ
言
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
た
ら
即
刻
銭
が
届

け
ら
れ
た
。
さ
て
さ
て
、
ど
う
し
た
ら
よ
か
ろ
う
」。
そ
こ
で
間
接
に
内
密
で
娘
の
意
向
を
窺
わ
せ
た
。
娘
は
こ
の
よ
う
な
縁
談
を

恨
み
も
し
な
い
で
「
こ
れ
は
き
っ
と
運
命
な
の
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
。
で
、
と
う
と
う
承
知
し
た
の
で
あ
る
。
張
老
は
韋
の
息
女

を
娶め

と

っ
て
も
、
野
菜
作
り
を
止
め
ず
、
肥
や
し
を
担
い
、
畑
を
耕
し
、
収
穫
し
た
野
菜
を
売
る
こ
と
を
続
け
た
。
張
老
の
妻
は
自
身

食
事
の
支
度
や
洗
濯
を
し
、
ま
っ
た
く
恥
じ
る
気
配
が
な
か
っ
た
。
親
戚
は
こ
れ
が
不
愉
快
で
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。
何
年
か
経
つ
う
ち
、
一
族
や
そ
れ
以
外
の
知
識
人
た
ち
が
恕
を
責
め
て
言
う
に
は
「
お
宅
は
確
か
に
貧
乏
だ

が
、
こ
の
あ
た
り
に
は
他
に
も
貧
し
い
知
識
階
級
の
子
弟
が
い
る
の
だ
。〔
そ
う
し
た
身
分
柄
ち
ゃ
ん
と
釣
り
合
う
相
手
で
は
な
く
〕
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ど
う
し
て
野
菜
作
り
の
老
人
風
情
に
娘
を
め
あ
わ
せ
た
の
だ
。
ま
あ
、
こ
れ
は
棄
て
た
よ
う
な
も
の
。
ど
う
し
て
ど
こ
か
遠
方
へ
去

ら
せ
な
い
の
か
」
と
。
そ
こ
で
あ
る
日
、
恕
は
酒
の
支
度
を
し
て
、
娘
と
張
老
を
招
待
し
、
酒
宴
の
真
っ
最
中
、
婉
曲
に
思
惑
を
仄

め
か
し
た
。
す
る
と
張
老
は
席
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
こ
う
言
っ
た
。「
結
婚
後
さ
っ
さ
と
立
ち
退
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
は
、
も
し
や

お
引
き
留
め
に
な
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
か
ら
で
す
じ
ゃ
。
今
さ
よ
う
に
、
目
障
り
だ
、
と
お
っ
し
ゃ
る
の
な
ら
、
立
ち
退
く
の
は

た
や
す
い
こ
と
。
わ
た
し
は
王
屋
山
の
麓
に
小
さ
い
別
宅
を
持
っ
と
り
ま
す
。
明
朝
あ
ち
ら
へ
帰
る
だ
け
の
こ
と
で
す
」。
そ
う
し

て
翌
日
白
白
明
け
に
、
韋
氏
の
許
に
や
っ
て
来
て
別
れ
を
告
げ
、
更
に
こ
う
言
い
残
し
た
。「
い
ず
れ
懐
か
し
く
お
思
い
に
な
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
ご
長
男
を
天
壇
山
の
南
に
お
遣
わ
し
に
な
っ
て
、
わ
た
し
ど
も
を
訪
ね
さ
せ
て
く
だ
さ
れ
」。
で
、

張
老
は
妻
を
驢
馬
に
乗
せ
て
笠
を
被
ら
せ
、
自
分
は
杖
を
つ
い
て
一
緒
に
去
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
と
ん
と
お
と
ず
れ
便

り
は
無
か
っ
た
。
数
年
す
る
と
、
恕
は
娘
を
偲
び
、
き
っ
と
な
り
ふ
り
構
わ
ず
、
髪
も
ぼ
う
ぼ
う
、
顔
も
垢
だ
ら
け
、
見
分
け
も
つ

か
な
い
有
様
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
。
そ
し
て
息
子
の
義
方
に
命
じ
て
張
老
の
家
を
訪
問
さ
せ
た
。
天
壇
山
の
南
に
到
着
す
る
と
、
た

ま
た
ま
一
人
の
崑
崙
奴
が
黄あ

め
う
し牛

に
ま
た
が
り
、
田
を
耕
し
て
い
る
の
に
出
逢
っ
た
の
で
、「
こ
こ
に
張
老
の
家
が
あ
る
か
な
」
と
訊

く
と
、
崑
崙
奴
は
〔
牛
を
駆
る
〕
杖
を
投
げ
、
お
辞
儀
を
し
て
こ
う
言
う
の
だ
っ
た
。「
若
旦
那
様
、
ど
う
し
て
こ
う
も
長
い
こ
と

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
お
宅
は
こ
こ
か
ら
随
分
と
近
う
ご
ざ
い
ま
す
。
て
ま
え
、
ご
案
内
つ
か
ま
つ
り
ま
し
ょ
う
」

と
。
か
く
な
る
次
第
で
連
れ
だ
っ
て
東
に
向
か
っ
た
。
ま
ず
一
つ
山
に
登
る
と
、
山
の
麓
に
川
が
あ
っ
た
。
川
を
続
け
さ
ま
に
十
数

箇
所
渡
る
と
、
あ
た
り
の
景
色
は
だ
ん
だ
ん
に
こ
の
世
と
異
な
っ
て
来
た
。
更
に
一
つ
の
山
を
下
る
と
、
そ
の
〔
麓
の
〕
川
の
北
岸

に
朱
塗
り
の
門
、
豪
壮
な
邸
宅
、
高
殿
な
ど
が
互
い
に
入
り
交
じ
り
、
花
や
木
が
生
い
茂
り
、
山
水
の
景
色
は
鮮
や
か
で
美
し
く
、

鸞
や
鶴つ

る

や
孔
雀
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
鳥
た
ち
が
そ
の
間
を
飛
び
廻
り
、
歌
や
音
楽
が
耳
や
目
に
冴
え
て
響
き
渡
る
の
だ
っ
た
。
崑
崙

奴
は
そ
こ
を
指
差
し
て
「
あ
れ
こ
そ
張
家
の
別
宅
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
告
げ
た
。
義
方
は
び
っ
く
り
仰
天
し
た
。
間
も
な
く
門
に
着



武蔵大学人文学会雑誌　第 42 巻第 3・4 号

（93）239

い
た
。
門
に
は
紫
の
衣
を
纏
っ
た
門
衛
が
お
り
、
鄭
重
に
礼
を
し
て
義
方
を
正
殿
の
中
に
入
れ
た
。
敷
き
石
の
華
や
か
さ
は
こ
れ
ま

で
見
た
こ
と
も
な
い
。
珍
し
い
香
り
が
崖
や
谷
中
一
杯
に
漂
っ
て
い
る
。
突
然
真
珠
の
帯
飾
り
の
音
が
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
へ
近
づ
い

て
来
る
と
、
こ
れ
は
二
人
の
腰
元
で
、「
旦
那
様
が
こ
ち
ら
へ
お
見
え
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う
の
だ
っ
た
。
次
に
十
数
人
の
腰
元

が
出
て
来
た
が
、
ど
れ
も
容
色
が
世
に
並
ぶ
者
が
な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
こ
ち
ら
を
迎
え
に
来
た
と
い
う
あ
ん
ば
い
。

間
も
な
く
、
遠
遊
冠
を
被
り
、
朱
色
の
薄
絹
の
衣
を
纏
い
、
朱
色
の
履
を
履
い
た
男
性
が
、
悠
然
と
門
か
ら
姿
を
現
し
た
。
す
る
と

腰
元
の
一
人
が
義
方
の
手
を
引
い
て
進
み
、
恭
し
く
お
辞
儀
を
し
た
が
、
こ
の
男
性
、
実
に
立
派
な
風
采
で
顔
色
は
芳
し
く
み
ず
み

ず
し
い
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
、
な
ん
と
張
老
で
あ
っ
た
。
張
老
は
言
う
「
俗
世
の
労
苦
は
火
中
で
暮
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
そ
の

身
が
ま
だ
清
ら
か
な
境
地
に
達
し
て
い
な
い
の
に
、
悩
み
の
焔
が
燃
え
上
が
っ
て
は
ま
た
焼
き
尽
く
し
、
片へ

ん

時し

の
安
ら
ぎ
も
あ
り
ま

せ
ぬ
の
う
。
兄
上
は
申
さ
ば
長
年
他
郷
を
さ
す
ら
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
、
俗
界
な
ん
ぞ
に
な
に
か
楽
し
み
事
が
お
あ
り
か

な
。
妹
御
は
ざ
っ
と
髪
を
整
え
た
ら
す
ぐ
に
お
目
に
掛
か
り
ま
し
ょ
う
ぞ
」。
そ
う
し
て
軽
く
会
釈
す
る
と
義
方
を
席
に
着
か
せ
た
。

さ
ほ
ど
時
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、
一
人
の
腰
元
が
来
て
「
お
嬢
様
は
も
う
髪
を
整
え
ら
れ
ま
し
た
」
と
告
げ
て
、
義
方
を
案
内
す
る
の

だ
っ
た
。
す
る
と
妹
が
御
殿
の
大
広
間
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
大
広
間
は
沈
香
を
梁
と
し
、
玳
瑁
を
門
に
貼
り
、
窓
は
碧
玉
、

簾す
だ
れ

は
珍
奇
な
珠
、
石
段
は
こ
と
ご
と
く
滑
ら
か
な
碧み

ど
り

色
で
、
何
で
で
き
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
妹
の
衣
装
や
装
身
具
の
素
晴

ら
し
さ
は
と
ん
と
世
間
一
般
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
。
妹
は
時
候
の
挨
拶
を
簡
単
に
述
べ
、
両
親
の
ご
機
嫌
を
伺
っ
た
だ
け
。
甚
だ

ざ
っ
と
し
た
挨
拶
で
細
か
く
気
を
配
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
食
膳
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
料
理
の
あ
ん
ば
い
の

良
さ
、
芳
し
く
香
気
が
高
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
な
ん
と
も
形
容
で
き
な
か
っ
た
。
食
事
が
済
む
と
、
義
方
は
奥
殿
に
泊
め
ら
れ
た
。

そ
の
翌
日
の
明
け
方
、
張
老
は
義
方
と
一
緒
に
席
に
着
い
た
。
す
る
と
一
人
の
腰
元
が
や
っ
て
来
て
、
ひ
そ
ひ
そ
と
張
老
に
耳
打
ち

を
し
た
。
張
老
笑
っ
て
「
お
客
様
が
お
ら
れ
る
と
い
う
に
の
、
ど
う
し
た
ら
日
暮
れ
ま
で
に
帰
っ
て
来
ら
れ
よ
う
か
」
と
答
え
、
そ
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れ
か
ら
義
方
に
向
か
い
、「
わ
し
の
妹
が
ち
ょ
い
と
蓬
莱
山
に
遊
び
に
行
こ
う
と
申
し
て
来
ま
し
て
な
。
妹
御
も
つ
き
あ
い
で
ゆ
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
日
の
暮
れ
な
い
う
ち
に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
兄
上
は
ど
う
か
こ
こ
で
の
ん
び
り
な
さ
っ
て
い
て
く

だ
さ
れ
」
と
告
げ
る
と
、
会
釈
し
て
去
っ
た
。
す
る
と
俄
に
五
彩
の
雲
が
庭
中
に
湧
き
起
り
、
鸞
と
鳳
が
飛
び
立
ち
、
管
弦
の
楽
が

演
奏
さ
れ
、
張
老
と
妹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
羽
の
鳳
に
乗
り
、
鶴
に
乗
っ
た
供
の
者
た
ち
は
十
数
人
、
だ
ん
だ
ん
に
空
中
に
上
り
、
真

東
を
指
し
て
飛
び
去
っ
た
の
で
あ
る
。
遙
か
に
見
送
っ
て
い
る
と
そ
れ
ら
の
姿
が
空
の
彼
方
に
消
え
て
も
、
な
お
微
か
に
音
楽
が
聞

こ
え
た
。
韋
は
あ
と
に
残
さ
れ
た
が
、
少
女
の
腰
元
が
傍
ら
に
侍
っ
て
ま
め
や
か
に
世
話
を
す
る
の
だ
っ
た
。
暮
れ
方
に
な
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
笙
や
笛
の
音
色
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
一
行
が
忽
ち
帰
っ
て
来
た
。
庭
に
下
り
る
と
、
張
老
と
そ
の
妻
が
韋
を
見
て
言

う
よ
う
「
独
り
で
ぽ
つ
ね
ん
と
な
さ
っ
て
い
て
、
さ
ぞ
お
寂
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
は
神
仙
の
棲
む
場
所
で
し

て
な
、
俗
世
間
の
お
ひ
と
が
来
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
じ
ゃ
。
兄
上
は
前
世
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
る
運
命
が
お
あ
り
だ
っ
た
の

で
、
こ
こ
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
て
。
し
か
し
そ
れ
で
も
長
居
は
お
で
き
に
な
れ
ま
せ
ん
。
明
日
お
別
れ
申
し

あ
げ
ま
す
」。
暫
く
す
る
と
、
妹
が
ま
た
姿
を
現
し
て
兄
に
別
れ
を
告
げ
、
鄭
重
に
両
親
に
伝
言
を
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。

張
老
が
言
う
に
は
「
俗
界
は
遥
か
に
遠
い
。
手
紙
を
書
い
て
も
せ
ん
か
た
な
い
こ
と
」
と
。
黄
金
二
十
鎰
を
差
し
出
し
、
更
に
古
び

た
席
帽
を
与
え
て
こ
う
言
っ
た
。「
兄
上
が
銭
に
不
自
由
な
さ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
揚
州
北
邸
で
薬
屋
を
い
と
な
ん
で
い

る
王
老
の
家
に
い
ら
し
て
一
千
万
文
を
お
受
け
取
り
に
な
る
が
よ
ろ
し
い
。
こ
れ
を
お
持
ち
に
な
っ
て
証
拠
に
な
さ
れ
」。
こ
う
し

て
と
う
と
う
別
れ
、
再
び
崑
崙
奴
に
命
じ
て
送
り
出
さ
せ
た
。
来
た
方
に
戻
っ
て
、
天
檀
山
に
着
く
と
、
崑
崙
奴
は
拝
を
施
し
て
別

れ
去
り
、
義
方
は
自
分
で
黄
金
を
担
い
で
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
韋
家
で
は
驚
き
怪
し
み
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
と
問
い
質
し
、
神
仙

だ
、
と
言
う
者
も
い
れ
ば
、
化
け
物
だ
、
と
言
う
者
も
あ
っ
て
、
結
局
な
ん
だ
か
見
当
も
つ
か
な
い
の
だ
っ
た
。
五
六
年
経
つ
と
、

貰
っ
た
金
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。
王
老
の
銭
を
回
収
し
た
い
、
と
思
っ
た
が
、
根
も
葉
も
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
心
配
だ
っ



武蔵大学人文学会雑誌　第 42 巻第 3・4 号

（92）23（

た
。「
こ
れ
ほ
ど
の
銭
を
貰
い
受
け
る
の
に
、
一
字
の
証
文
も
無
い
。
こ
ん
な
帽
子
が
証
拠
と
し
て
通
用
す
る
わ
け
は
な
い
」
と
い

う
し
だ
い
。
し
か
し
と
う
と
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ま
で
に
困
窮
し
た
の
で
、
韋
家
で
は
取
り
立
て
を
強
く
迫
っ
て
い
わ
く
「
仮
に

銭
を
受
け
取
れ
な
く
て
も
、
実
害
は
無
い
で
は
な
い
か
」
と
。
そ
こ
で
義
方
が
揚
州
に
赴
き
、
北
邸
に
入
る
と
、
王
老
な
る
者
は
店

に
出
て
薬
を
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
義
方
は
進
み
出
て
訊
ね
た
。「
お
年
寄
り
は
姓
を
何
と
言
わ
れ
る
」。
答
え
て
「
姓
は
王

と
申
し
ま
す
」。
義
方
「
張
老
が
、
銭
一
千
万
文
を
受
け
取
っ
て
来
い
、
と
お
言
い
つ
け
に
な
り
ま
し
て
。
こ
の
帽
子
を
証
拠
に
せ

よ
、
と
の
こ
と
で
す
」。
王
の
返
辞
「
銭
の
こ
と
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
す
。
こ
れ
が
そ
の
席
帽
で
す
か
」。
義
方
い
わ
く
「
ど
う
か

お
調
べ
く
だ
さ
い
。
さ
ぞ
か
し
本
物
だ
と
お
分
か
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
。
王
老
が
ま
だ
言
葉
を
継
が
な
い
う
ち
に
、
一
人
の
小

女
が
青
い
布
の
帳と

ば
り

の
中
か
ら
出
て
来
て
こ
う
言
っ
た
。「
張
老
が
以
前
お
立
ち
寄
り
に
な
っ
た
折
、
帽
子
の
て
っ
ぺ
ん
を
繕
っ
て
く

れ
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
時
黒
い
糸
が
無
く
て
、
赤
い
糸
で
縫
い
ま
し
た
の
。
糸
の
色
も
縫
い
方
も
ど
れ

も
自
然
と
証
拠
に
な
り
ま
し
ょ
う
」。
そ
こ
で
手
に
取
っ
て
調
べ
る
と
、
果
し
て
そ
の
通
り
だ
っ
た
。
義
方
は
結
局
車
一
輌
に
満
載

し
た
銭
を
受
け
取
っ
て
帰
宅
し
た
。
こ
れ
で
張
老
が
真
実
の
神
仙
で
あ
る
こ
と
を
一
同
信
じ
た
の
だ
っ
た
。
さ
て
韋
家
は
そ
の
後
ま

た
し
て
も
娘
の
こ
と
を
想
い
、
再
び
義
方
を
遣
わ
し
て
天
壇
山
の
南
麓
に
行
か
せ
、
娘
を
尋
ね
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
こ

に
着
い
た
は
よ
い
が
、
山
ま
た
山
、
川
ま
た
川
と
い
っ
た
有
様
、
路
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
木き

こ
り樵

に
出
会
っ
た
の
で
訊
い
て
み
た

が
、
張
老
の
別
宅
な
ぞ
知
ら
な
か
っ
た
。
悲
し
み
思
い
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
で
、
家
中
挙こ

ぞ

っ

て
、
神
仙
界
と
俗
界
は
道
理
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
、
も
は
や
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
。
王
老
を
探
し
た
が
、
こ
れ

も
ど
こ
へ
い
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
数
年
し
て
、
義
方
が
た
ま
た
ま
揚
州
に
出
掛
け
、
北
邸
の
前
を
そ
っ
と
通
る
と
、
張
家
の

崑
崙
奴
に
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
。
相
手
は
歩
み
寄
っ
て
「
若
旦
那
様
の
お
宅
で
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

お
嬢
様
は
ご
実
家
へ
お
帰
り
に
な
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
ご
両
親
の
お
傍
に
お
仕
え
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
、
家
中
の
事
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は
全
て
ご
存
じ
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
懐
中
か
ら
金
十
斤
を
取
り
出
し
、
こ
れ
を
義
方
に
捧
げ
て
い
わ
く

「
お
嬢
様
が
こ
れ
を
て
ま
え
に
託
さ
れ
て
若
旦
那
様
に
差
し
上
げ
よ
、
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
旦
那
様
は
王
老
と
ご
一
緒
に

こ
の
料
理
屋
で
酒
を
汲
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
若
旦
那
様
、
ち
ょ
い
と
こ
こ
に
お
坐
り
に
な
っ
て
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
。

て
ま
え
、
こ
れ
か
ら
若
旦
那
様
が
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
」。
義
方
は
酒
旗
の
も
と
に
坐
っ
て

待
っ
た
が
、
日
暮
れ
に
な
っ
て
も
張
老
が
出
て
来
な
い
。
そ
こ
で
店
に
入
っ
て
中
の
様
子
を
見
た
。
飲
む
者
で
一
杯
だ
っ
た
が
、
席

上
二
人
の
老
人
の
姿
は
な
く
、
崑
崙
奴
も
い
な
か
っ
た
。
貰
っ
た
黄
金
を
取
り
出
し
て
検
分
し
た
が
、
本
物
の
黄
金
だ
っ
た
。
驚

き
、
か
つ
嘆
い
て
帰
っ
た
。
こ
の
黄
金
で
ま
た
一
家
が
数
年
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
張
老
の
消
息
は
不
明
だ
っ

た
。

〔
五
〕

　

比
較
分
析

　

引
用
し
た
限
り
で
は
、「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」
と
「
天
稚
彦
物
語
」
の
導
入
部
の
類
似
、「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」
と
「
張
老
」
の
導
入
部
の

類
似
に
着
目
し
得
る
。「
青
大
将
婿
」
で
は
、
引
退
し
た
と
は
い
え
高
級
官
僚
が
、
な
ん
ら
条
件
も
出
さ
ず
、
息
女
と
青
大
将
風
情
の

通
婚
を
承
諾
す
る
導
入
部
は
明
ら
か
に
訛
伝
・
欠
落
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」
と
同
様
、
大
監
が
激
怒
し
つ
つ
も
、
ど
う
せ

不
可
能
だ
ろ
う
。
と
考
え
て
、
莫
大
な
金
銭
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
貴
重
品
を
婿
入
り
の
結
納
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
お

か
し
い
。
し
か
し
、
妻
の
姉
た
ち
の
せ
い
で
、
妻
が
夫
に
失
踪
さ
れ
、
夫
を
捜
す
艱
難
辛
苦
の
旅
に
出
る
と
い
う
主
題
は
、「
青
大
将

婿
」
と
「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」「
天
稚
彦
物
語
」
と
の
間
に
共
通
し
て
い
る
。「
張
老
」
で
は
妻
の
兄
の
義
方
は
特
に
悪
役
で
は
な

い
が
、
こ
の
兄
が
こ
の
結
婚
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
禁
忌
を
侵
す
類
話
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
事
実
、
後
世
そ
う
し
た
解
釈
が
現
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れ
る
。〔
四
〕
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
張
老
」
を
素
材
と
す
る
明
代
の
白
話
小
説
『
喩
世
明
言
』（『
古
今
小
説
』）
巻
三
十
三
「
張
古
老

種
瓜
娶
文
女（

（（（
（

」
で
は
、
北
方
と
の
戦
い
に
従
軍
、
郷
里
に
引
き
揚
げ
る
途
次
、
父
親
が
「
十
万
貫
」
で
張
公
（
張
爺
さ
ん
）
に
妹
を

「
売
っ
た
」
と
聴
か
さ
れ
た
韋
義
方
が
、
村
に
入
っ
て
見み

す
ぼ窄

ら
し
い
路
傍
の
瓜
売
り
の
女
が
妹
の
文
女
で
あ
る
の
に
気
づ
き
、
張
公
を

「
妖
人
」
と
罵
り
、
剣
を
抜
い
て
斬
ろ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
剣
は
数
段
に
折
れ
て
し
ま
う
。
翌
日
義
方
が
、
妹
を
取
り
返
す
、
と

両
親
に
宣
言
し
、
張
公
の
住
ま
い
に
出
向
く
と
、
た
だ
一
面
の
曠
野
と
な
っ
て
い
る
〔
つ
ま
り
、
兄
義
方
の
禁
忌
侵
犯
行
為

─
張
公

殺
害
未
遂

─
が
張
夫
妻
の
失
踪
を
惹
起
し
た
わ
け
〕。
韋
義
方
は
ひ
た
す
ら
夫
妻
を
追
跡
、
苦
難
の
末
に
両
人
が
住
む
「
桃
花
荘
上

楽
天
居
」
に
案
内
さ
れ
る
。「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」
で
父
王
が
蛇
の
皮
を
燃
や
し
て
し
ま
う
の
は
唐
突
で
、
や
は
り
王
女
に
二
人
の
姉
が
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
が
眉
目
秀
麗
な
夫
を
得
た
妹
を
羨
望
、
禁
忌
と
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
皮
を
燃
や
す
、
と
し
た
方
が
筋
が
通
る
。「
田
螺
息
子
」

に
お
い
て
は
、
つ
ま
ら
ぬ
田
螺
風
情
が
長
者
の
娘
を
妻
に
貰
い
た
が
る
モ
テ
ィ
ー
フ
こ
そ
「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ

」「
張
老
」「
青
大
将
婿
」
と
共
通

だ
が
、
そ
れ
以
外
は
は
て
さ
て
ど
う
考
え
た
も
の
や
ら
。
と
は
い
え
、
こ
れ
と
て
れ
っ
き
と
し
た
類
話
に
は
ち
が
い
な
い
し
、
う
ま
く

整
理
が
で
き
な
い
か
ら
と
申
し
て
、
頬ほ

お
か
ぶ被

り
を
決
め
込
む
わ
け
に
は
ま
い
ら
な
ん
だ
し
だ
い
。
大
方
の
ご
高
教
を
賜
れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ

た
幸
い
は
な
い
。

　

こ
の
話
型
の
粗
筋
と
し
て
は
こ
う
も
あ
ろ
う
か
。
骨
子
は
「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」
お
よ
び
「
天
稚
彦
物
語
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

天
界
の
高
貴
な
住
人
が
人
間
の
美
女
に
恋
を
す
る
。
動
物
あ
る
い
は
怪
物
の
形
を
取
っ
て
求
婚
。
美
女
の
両
親
を
脅
迫
し
て
、
あ
る

い
は
莫
大
な
財
宝
を
提
供
し
て
結
婚
に
成
功
。
二
人
は
し
ば
ら
く
の
間
幸
せ
に
暮
ら
す
が
、
美
女
が
（
姉
た
ち
に
唆
さ
れ
る
な
ど
し

て
）
禁
忌
を
破
り
、
夫
に
失
踪
さ
れ
る
。
美
女
は
失
踪
し
た
夫
を
追
っ
て
艱
難
辛
苦
の
旅
を
し
た
あ
げ
く
（
天
界
で
）
夫
と
巡
り
会

い
、
復
縁
す
る
。
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終
わ
り
に

　

口
頭
伝
承
で
は
必
ず
起
こ
り
得
る
訛
伝
・
欠
落
が
介
在
す
る
に
せ
よ
、
Ⅰ
、
Ⅱ
で
見
る
限
り
、
こ
れ
だ
け
類
似
し
た
話
が
東
西
各
地

に
見
出
さ
れ
る
理
由
と
し
て
は
伝
播
し
か
考
え
ら
れ
な
い
（
人
間
性
は
共
通
だ
か
ら
多
元
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
、
と
の
説
に
は
賛

同
い
た
し
か
ね
る
。
人
間
性
は
共
通
だ
か
ら
こ
そ
優
れ
て
お
も
し
ろ
い
話
が
熱
心
に
伝
え
ら
れ
受
け
継
が
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
）。

　

Ⅰ
、
Ⅱ
を
通
じ
て
仄
か
に
感
得
で
き
る
の
は
、
地
中
海
世
界
と
中
近
東
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
中
国
、
朝
鮮
半
島
を

結
ぶ
遼
遠
な
、
し
か
し
な
が
ら
確
実
に
機
能
し
た
海
上
の
道
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
北
辺
部
お
よ
び

中
央
部
を
東
西
に
往
来
し
た
遊
牧
民
族
の
草
原
の
道
も
東
西
の
文
化
的
類
似
性
を
考
え
る
場
合
重
要
で
あ
る
こ
と
も
申
し
添
え
て
お
こ

う
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
端
に
連
な
る
列
島
弧
日
本
は
、
こ
う
し
た
海
上
の
道
、
草
原
の
道
の
外
縁
部
に
あ
っ
て
、
上
古
以
来
こ
れ

ら
の
道
が
齎
す
文
化
に
途
切
れ
途
切
れ
で
あ
っ
た
に
は
し
て
も
接
触
、
吸
収
し
て
来
た
。

注
（
（
）
ナ
ポ
リ　

N
apoli.　

長
期
に
亘
り
イ
ス
パ
ニ
ア
王
国
の
属
領
両
シ
チ
リ
ア
王
国
（
ナ
ポ
リ
王
国
＋
シ
チ
リ
ア
王
国
）
の
首
都
。
近
世
初
頭
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
有
数
の
大
都
市
だ
っ
た
。
一
五
五
〇
年
に
は
人
口
二
一
万
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
一
六
万
、
ミ
ラ
ノ
は
七
万
）
を
算
え
、
パ
リ
に
次
い
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

第
二
の
中
心
都
市
。
も
っ
と
も
一
六
五
六
年
に
は
大
ペ
ス
ト
の
流
行
で
人
口
三
〇
万
の
半
ば
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

（
2
）
南み

な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す

（
一
八
六
七
─
一
九
四
一
）
の
指
摘　

南
方
熊
楠
著
『
南
方
熊
楠
全
集
』
第
二
巻
（
平
凡
社
、
昭
和
四
六
）、
一
二
一
ペ
ー
ジ
以
降
。「
西
暦

九
世
紀
の
支
那
書
に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
」。

（
3
）
A
T
U　

ハ
ン
ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
『
国
際
的
民
話
の
話
型
』H

ans-Jörg U
ther : T

he T
ypes of Internatinal Folktales. A

 Classification 
and Bibliography. 3 V

ols. A
cadem

ia scientiarum
 Fennica. H

elsinki 2334.  
Ａ
Ｔ
、
す
な
わ
ち
、
ア
ー
ル
ネ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
『
民
話
の
話
型
』

A
ntti A

arne/Stith T
hom

pson : T
he T

ypes of the Folktale. Suom
alainen T

iedeakatem
ia. A

cadem
ia scientiarum

 Fennica. H
elsinki 
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の
増
補
改
訂
版
。

（
4
）「
長
靴
を
履
い
た
に
ゃ
ん
こ
」Puss in Boots　

長
靴
を
履
い
た
猫
は
ペ
ロ
ー
の
物
語
で
ど
う
や
ら
初
め
て
登
場
す
る
よ
う
で
、
こ
の
話
型
に
こ
と
さ
ら

こ
の
名
を
付
け
る
の
は
適
切
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
類
話
を
見
る
限
り
こ
の
猫
殿
、「
に
ゃ
ん
こ
」
と
い
っ
た
可
憐
な
タ
イ
プ
と
は
ほ
ど
遠
い
。「
猫

が
主
人
を
金
持
ち
に
す
る
」Cat M

akes his M
aster R

ich

く
ら
い
が
ま
ず
ま
ず
か
。

（
5
）
こ
ん
な
粗
筋　

A
T
U
第
一
巻
三
一
六
ペ
ー
ジ
を
論
者
が
和
訳
し
た
。

（
（
）
ジ
ャ
ッ
カ
ル　

体
長
六
五
─
一
〇
六
セ
ン
チ
、
尾
二
〇
─
四
一
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
狼
に
似
る
が
耳
は
大
き
く
、
体
は
薄
い
金
色
か
ら
黄
褐
色
で
、
背
と

尾
に
は
黒
色
の
毛
が
多
い
。
南
ア
ジ
ア
南
部
か
ら
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
に
分
布
。

（
（
）
猿　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ほ
と
ん
ど
分
布
し
な
い
。
英
国
領
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
尾マ

カ

ー

キ

な
し
猿
一
種
が
僅
か
に
棲
息
す
る
の
み
。
ま
た
猿
は
本

来
熱
帯
の
動
物
で
、
日
本
猿
は
北
限
の
猿
で
あ
る
。

（
3
）
頭
を
切
り
落
と
さ
れ
る
と
人
間
に
な
る　

民
話
に
は
、
あ
る
動
物
が
、
奉
仕
の
礼
と
し
て
斬
首
し
て
く
れ
、
と
嫌
が
る
主
人
公
に
強
い
る
、
と
い
う
モ

テ
ィ
ー
フ
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
動
物
は
実
は
魔
法
で
そ
の
姿
に
さ
れ
て
い
た
人
間

─
王
子
な
ど

─
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
呪
い
を
解
く
に
は
斬

首
し
て
も
ら
う
の
が
唯
一
の
手
段
、
と
の
設
定
。

（
9
）「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
物
語
」　

ボ
ル
テ
／
ポ
リ
ー
フ
カ
編
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
注
釈
』
三
二
五
ペ
ー
ジ
以
降
。

三
三
ａ
「
長
靴
を
履
い
た
牡
猫
」Johannes Bolte / Georg Polívka : A

nm
erkungen zu den K

inder- und H
ausm

ärchen der Brüder 
G

rim
m

. S.325ff. 33a. D
er gestiefelte K

ater.

（
（3
）
猫　

gatta.　

ガ
ッ
タ
。
イ
タ
リ
ア
語
で
猫
一
般
を
指
す
が
、
文
法
上
の
性gender

は
女
性
な
の
で
、
牝
猫
で
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ラ
パ
ロ
ー

ラ
（
こ
れ
は
姓
で
は
な
く
、
綽
名
な
い
し
通
称
で
あ
ろ
う
）
が
殊
更
牝
猫
と
考
え
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
。
な
お
、
牡
猫
は
ガ
ッ
ト gatto 

。
パ
ン
屋

の
猫
で
あ
る
な
ら
、
穀
物
を
狙
う
鼠
を
駆
逐
す
る
重
要
な
存
在
。
も
っ
と
も
猫
自
体
の
商
品
価
値
は
無
に
等
し
い
が
。

（
（（
）
仙
女　

fatata. 　

不
思
議
な
力
を
持
っ
た
女
性
。

（
（2
）「
ガ
ッ
リ
ウ
ー
ゾ
」　

杉
山
洋
子
・
三
宅
忠
明
訳
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
［
五
日
物
語
］』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
）。

（
（3
）
乞
食
の
老
人　

他
に
職
業
は
無
か
っ
た
の
か
。
篩
は
粉
を
篩
っ
て
ふ
す
ま
を
除
く
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
粉
挽
き
と
か
パ
ン
屋
の
よ
う
に
穀
物

を
扱
う
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
猫
が
存
在
す
る
意
味
も
分
か
る
。

（
（4
）
猫　

gatta.　

前
掲
注
「
猫
」
参
照
。

（
（5
）「
猫
先
生
ま
た
は
長
靴
を
履
い
た
牡
猫
」　

新
倉
朗
子
訳
『
完
訳
ペ
ロ
ー
童
話
集
』（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
、
第
三
刷
）。

（
（（
）m

aître　

メ
ー
ト
ル
。
先
生
、
親
方
、
大
将
。
こ
れ
は
自
然
性sex

も
文
法
上
の
性
も
男
性
。
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（
（（
）botté　

botter

（
長
靴
を
履
か
せ
る
）
の
過
去
分
詞
。

（
（3
）
牡
猫　

chat.　

シ
ャ
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
猫
一
般
を
指
す
が
、文
法
上
の
性
は
男
性
な
の
で
牝
猫
で
も
あ
り
得
る
。
牝
猫
は
シ
ャ
ッ
ト chatte 

。
し
か
し
、

ペ
ロ
ー
は
主
題
を
「
猫

ル
・
メ
ー
ト
ル
・
シ
ャ

先
生
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
は
っ
き
り
牡
猫
と
設
定
し
て
い
る
。

（
（9
）
こ
い
つ
の
肉
を
食
べ
て　

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
安
宿
や
安
飯
屋
で
は
し
ば
し
ば
猫
を
兎
と
偽
っ
て
客
に
食
べ
さ
せ
た
ら
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
人
ア
ラ

ン
＝
ル
ネ
・
ル
・
サ
ー
ジ
ュ
（
一
六
六
八
─
一
七
四
七
）
の
長
編
小
説
『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ー
ス
』
に
は
、
旅
に
出
た
ば
か
り
の
初
心
な
若
者
が
村
の
旅
籠

で
猫
の
シ
チ
ュ
ウ
を
喰
わ
さ
れ
る
話
や
、
い
く
ら
か
世
慣
れ
た
青
年
た
ち
が
宿
屋
で
兎
を
焼
か
せ
る
際
兎
が
本
物
か
ど
う
か
念
入
り
に
改
め
る
記
述
が

あ
る
。
肉
屋
で
は
皮
を
剥
い
だ
兎
を
吊
し
て
売
る
際
、
猫
で
は
な
い
証
に
足
先
は
ち
ゃ
ん
と
残
し
た
そ
う
な
。

（
23
）
カ
ラ
バ
侯
爵　

M
arquis de Carabas.　

マ
ル
キ
・
ド
・
カ
ラ
バ
。　

シ
ャ
・
ラ
・
バ
ン
クchar à banc 

〔
二
列
の
腰
掛
を
備
え
た
長
大
な
馬
車
。
英

語charbanc 

の
語
源
）
を
乗
り
回
す
偉
い
殿
様
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
考
案
さ
れ
た
固
有
名
詞
か
。
つ
ま
りchar à banc 

を 

サ
ラ
バ
クsarabac 

と
訛
ら
せ
、
更
に
文ア

ナ

グ

ラ

ム

字
の
綴
り
替
え
を
行
っ
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
語
末
の s 

は
無
音
な
の
で
、
邦
訳
で
は
「
カ
ラ
バ
ス
」

で
は
な
く
「
カ
ラ
バ
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
前
者
で
も
構
わ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
固
有
名
詞
は
民
話
で
は
容
易
に
取
替
え
が
効
く
し
、
ま
た
、
無

く
て
も
が
な
で
も
あ
る
。

（
2（
）
人オ

ー

グ

ル

喰
い
鬼　

ogre.　

オ
ー
グ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
超
自
然
的
悪
役
（
英
語
の
同
綴
オ
ウ
ガ
は
フ
ラ
ン
ス
語
起
源
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
ラ
テ
ン
語
オ
ル
ク
ス

orcus

〈
冥
府
の
神
〉）
に
由
来
す
る
か
）
と
し
て
一
般
的
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
存
在
し
な
い
。
人
喰
い
巨
人
が
稀
に
い
る
が
、
こ
れ
と
て
他
に
食

物
が
あ
れ
ば
そ
ち
ら
を
取
る
。
ち
な
み
に
北
欧
神
話
の
巨
人
た
ち
は
神
神
に
比
肩
す
る
高
貴
な
か
つ
強
大
な
存
在
。

（
22
）
鬼
が
二
十
日
鼠
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
ぱ
っ
く
り
食
べ
て
し
ま
う　

妖
怪
の
変
身
術
を
褒
め
そ
や
し
て
、
小
さ
な
も
の
に
化
け
さ
せ
、
こ
れ
を
一
呑
み
に

し
て
退
治
す
る
、
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
日
本
の
民
話
に
も
あ
る
。「
三
枚
の
護
符
（
お
札
）」
の
結
び
で
、
寺
の
和
尚
が
、
小
僧
を
追
っ
て
寺
ま
で
来

た
山
姥
を
、
豆
あ
る
い
は
味
噌
に
化
け
さ
せ
て
食
べ
た
り
、
蚤
に
化
け
さ
せ
て
潰
し
た
り
す
る
。
関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』（
角
川
書
店
、
昭
和

五
三
）
六
所
収
「
十
三　

逃と
う
ざ
ん竄

譚　

三
枚
の
護
符
」
参
照
。

（
23
）
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ　

genius loci.　

ラ
テ
ン
語
。
土
地
の
精
、
守
護
神
。

（
24
）
ペ
ナ
テ
ス　

penates.　

ラ
テ
ン
語
。
家
族
の
安
寧
と
繁
栄
の
守
護
神
た
ち
。
そ
の
名
は
ペ
ヌ
スpenus

（
食
器
部
屋
）
か
ら
由
来
。
家
家
の
食
器
部
屋

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
た
。
一
家
の
主
人
が
そ
の
家
の
ペ
ナ
テ
ス
の
祭
司
だ
っ
た
。

（
25
）
ラ
レ
ス　

lares.　

ラ
テ
ン
語
。
場
所
の
神
神
、
守
護
神
た
ち
。
家
家
の
ラ
レ
ス
は
先
祖
の
霊
魂
で
、
そ
の
子
孫
を
監
督
・
保
護
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。

（
2（
）
コ
ー
ボ
ル
ト　

K
obold.　

山
の
高
処
や
鉱
山
の
坑
内
に
出
没
す
る
山
の
精Berggeist

も
「
コ
ー
ボ
ル
ト
」（
綴
り
はK

obolt

と
も
）
と
呼
ば
れ
る

（「
コ
バ
ル
ト
」K

obalt

の
語
源
。
こ
の
鉱
物
は
現
在
で
こ
そ
有
用
な
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
往
時
は
、
銀
に
似
て
い
な
が
ら
そ
う
で
は
な
く
、
何
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の
役
に
も
立
た
な
い
、
と
さ
れ
、
山
の
精
が
鉱
夫
を
か
ら
か
う
道
具
に
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
た
）
が
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
一
定
の
家
に
憑つ

.

い
て

家
事
（
水
運
び
、
薪
作
り
、
煮
炊
き
、
厩う

ま
や

の
汚
物
の
掃
除
な
ど
な
ど
）
を
手
伝
う
、
あ
る
い
は
全
て
こ
な
し
て
く
れ
る
家
の
精H

ausgeist

。
た
だ
し
、

僅
か
で
も
毎
日
ク
リ
ー
ム
な
ど
ご
馳
走
を
盛
っ
た
小
皿
を
家
屋
内
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
怠
る
な
ど
し
て
コ
ー
ボ
ル
ト
を
怒
ら
せ
る

と
家
事
担
当
者
は
ひ
ど
い
目
に
遭
う
。
こ
う
し
た
家
の
精
の
コ
ー
ボ
ル
ト
は
そ
れ
が
出
没
す
る
家
で
か
つ
て
横
死
し
た
者
の
亡
霊
だ
、
と
す
る
伝
承
も

あ
る
。

（
2（
）
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン　

H
einzelm

ännchen.　

H
einzel

は
ド
イ
ツ
語
圏
の
あ
り
ふ
れ
た
男
性
名
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」H

einrich

の
縮
小
形
で
あ

ろ
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
家
の
精
「
ニ
ッ
セ
」N

isse

が
、
こ
れ
ま
た
あ
の
国
で
は
あ
り
ふ
れ
た
男
性
名
ニ
ー
ル
スN

iels

や
ニ
ー
ル
セ
ンN

ielsen

に
そ

の
名
が
由
来
し
て
い
る
の
と
同
様
ら
し
い
。
た
だ
し
「
フ
ー
ツ
ェ
ル
マ
ン
」H

uzelm
ann

（「
皺し

わ

く
ち
ゃ
に
萎し

な

び
た
男
」。huzeln = einschrum

pfen

〈
縮
む
、
皺
が
寄
る
、
萎
び
る
〉）
の
縮
小
形
と
考
え
、「
皺
く
ち
ゃ
小
人
」
の
意
と
す
る
説
も
あ
る
。
か
つ
て
ケ
ル
ン
の
市
民
た
ち
の
仕
事
を
全
て
代
わ

り
に
や
っ
て
く
れ
た
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン
が
有
名
（
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
画
家
に
し
て
著
述
家
ア
ウ
グ
ス
ト
・
コ
ー
ピ
ッ
シ
ュ
の
譚バ

ラ
ー
デ詩

『
ケ

ル
ン
の
ハ
イ
ン
ツ
ェ
ル
メ
ン
ヒ
ェ
ン
た
ち
』A

ugust K
opisch : D

ie H
einzelm

ännchen zu K
öln

参
照
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
添
え
ら
れ
た
十
九
世

紀
の
ロ
マ
ン
派
の
画
家
テ
オ
ド
ー
ア
・
ミ
ン
ト
ロ
ー
プT

heodor M
introp

の
木
版
画
で
は
、
右
往
左
往
す
る
ち
び
す
け
た
ち
は
い
ず
れ
も
、
と
ん
が

り
頭
巾
に
腰
ま
で
の
短
上
着
、
下
に
は
ぴ
っ
た
り
し
た
股タ

イ
ツ引

と
い
う
中
世
農
民
風
の
装
い
だ
が
、
別
に
皺
く
ち
ゃ
顔
で
は
な
い
）。

（
23
）
ブ
ラ
ウ
ニ
ー　

brow
nie. 　

茶
色
の
衣
装
を
纏
っ
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

（
29
）
フ
ォ
レ　

follet.　

小
妖
精
。
決
し
て
本
質
的
に
邪
な
こ
と
は
し
な
い
、
ま
ず
ま
ず
善
意
の
連
中
。
た
だ
し
、
地
方
に
よ
っ
て
は
家
事
な
ど
手
伝
わ
ず
悪

戯
ば
か
り
す
る
。

（
33
）
座ざ

敷し
き

童わ
ら

子し　

百
姓
家
の
奥
座
敷
な
ど
に
出
現
す
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
座
敷
童
子
は
、
居
着
い
た
家
を
守
護
し
て
く
れ
る
が
、
何
か
気
に
入
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
と
、
そ
の
家
を
見
捨
て
て
立
ち
去
る
、
と
の
こ
と
。
座
敷
童
子
に
去
ら
れ
た
家
は
衰
退
し
、
新
た
に
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
た
家
は
盛
運
に

向
か
う
。
な
お
、
座
敷
童
子
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
間
引
き
さ
れ
た
嬰
児
、
あ
る
い
は
流
産
し
た
、
な
い
し
堕
胎
さ
れ
た
水
子
の
霊
だ
、
と
の
解
釈
が
あ
る
。

詳
し
く
は
佐
々
木
喜き

善ぜ
ん

著
『
遠
野
の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
と
オ
シ
ラ
サ
マ
』（
中
公
文
庫
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
参
照
。

（
3（
）
ウ
ェ
ス
タ　

V
esta.　

ラ
テ
ン
語
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ヘ
ス
テ
ィ
ア
に
当
た
る
。
公
私
の
竈
を
司
る
女
神
。
そ
の
聖
火
は
ウ
ェ
ス
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
六
人

の
処
女
司
祭
に
守
ら
れ
て
、
そ
の
神
殿
で
燃
え
続
け
た
。
ロ
ー
マ
人
の
信
仰
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
国
の
安
寧
は
ひ
と
え
に
こ
の
聖
火
の
保
存
に
懸
か
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

（
32
）
決
め
つ
け
て
は
妙
に
な
る　

イ
タ
リ
ア
語
で
は
蛇
は
セ
ル
ペ serpe 

で
、
男
性
名
詞
で
も
女
性
名
詞
で
も
よ
い
。
従
っ
て
、
蛇
が
王
女
と
結
婚
し
た
い
、

と
言
い
出
す
『
五
日
物
語
』
第
二
日
第
五
話
「
蛇Lo serpe

」

─
つ
ま
り
主
人
公
の
蛇
は
男
性
な
の
で
あ
る

─
は
不
自
然
で
は
な
い
が
、
ド
イ
ツ
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の
類
話
で
は
蛇
が
「
シ
ュ
ラ
ン
ゲ
」Schlange 

で
女
性
名
詞
の
た
め
、
代
名
詞
や
所
有
冠
詞
も
女
性
を
受
け
る
も
の
と
な
り
、
名
詞
の
文
法
上
の
性
な

ど
存
在
し
な
い
言
語
を
母
国
語
と
す
る
人
間
か
ら
見
る
と
、
な
ん
だ
か
女
性
が
王
女
と
結
婚
し
た
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
甚
だ
奇
妙
な
感
じ
が
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
ど
う
に
も
仕
方
が
無
い
。

（
33
）
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム  Jacob Grim

m
.  

一
七
八
五
─
一
八
六
三
。
弟
の
一
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ムW

ilhelm
 Grim

m

（
一
七
八
六
─
一
八
五
九
）

と
と
も
に
著
名
な
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ト
。
二
人
は
い
わ
ゆ
る
『
グ
リ
ム
童
話
集
』、
正
式
名
称
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』

K
inder- und H

ausm
ärchen der Brüder G

rim
m

の
編
著
者
で
あ
る
。

（
34
）
哩

マ
イ
ル

長
靴　

M
eilenstiefel.　

一
足
歩
け
ば
一
挙
に
何
マ
イ
ル
も
進
め
る
呪
具
。
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
の
「
親プ

テ
ィ
・
プ
セ

指
小
僧
」
で
は
人
喰
い
鬼
が
「
七
哩
長
靴
」

を
履
い
て
、
逃
げ
出
し
た
親
指
小
僧
と
そ
の
兄
た
ち
の
一
行
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
長
靴
と
は
限
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
ロ

マ
ン
派
の
作
家
ア
ー
デ
ル
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
（
一
七
八
一
─
一
八
三
八
）
の
『
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ミ
ー
ル
の
不
思
議
な
物
語
』

（
一
八
一
四
）A

delbert von Cham
isso : Peter Schlem

ihls w
undersam

e G
eschichte

で
は
、
片
足
か
ら
脱
げ
て
し
ま
う
上
履
き
靴
状
の
履
き
物

で
あ
る
。

（
35
） 

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
…
…
…
と
類
推
し
て
い
る　

Jacob Grim
m

 : D
eutsche M

ythologie. Erster Band. S.4（（f. W
issenschaftliche 

Buchgesellschaft. D
arm

stadt （9（5.

（
3（
）
ペ
ロ
ー
の
独
創　

同
じ
く
『
過
ぎ
し
昔
の
物
語
あ
る
い
は
お
伽
話
、
な
ら
び
に
教
訓
』
に
収
め
ら
れ
た
「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
ま
た
は
小
さ
な
ガ
ラ
ス
の
上

履
き
靴
」Cendrillon ou la petite pantoufle de verre

の
重
要
な
小
道
具
「
ガ
ラ
ス
の
上
履
き
靴
」
は
い
か
に
も
民
衆
の
伝
承
に
相
応
し
い
。
し

か
し
、
こ
れ
も
ペ
ロ
ー
の
卓
越
し
た
着
想
の
所
産
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3（
）「
三
言
」　

明
末
の
文
人
馮ふ

う

夢ぼ
う

龍り
ゅ
う（

一
五
七
四
─
一
六
四
六
）
編
著
の
短
編
白
話
小
説
集
『
喩
世
明
言
（『
古
今
小
説
』
を
改
題
）『
警け

い
せ
い
つ
う
げ
ん

世
通
言
』『
醒
世
恒

言
』
を
合
わ
せ
た
名
称
。

（
33
）「
徐
老
僕
義
憤
成
家
」　

馮
夢
龍
編
著
『
醒
世
恒
言
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
二
）
七
三
八
─
七
五
七
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。

（
39
）
本
話　

入
話
（
話
の
枕
）
の
部
分
の
素
材
は
初
唐
の
文
人
張ち

ょ
う

鷟さ
く

撰
『
朝

ち
ょ
う

野や

僉せ
ん

載ざ
い

』
巻
之
六
「
蕭

し
ょ
う

頴え
い

士し

僕の
ぼ
く

杜と

亮り
ょ
う」。

唐
の
開
元
年
間
の
進
士
蕭
頴
士
は
大

層
学
問
が
で
き
た
が
、
天
性
怒
り
っ
ぽ
く
、
忠
実
な
僕

し
も
べ

杜
亮
を
理
不
尽
に
痛
め
つ
け
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
あ
る
人
が
杜
亮
に
、
あ
ん
た
は
雇

わ
れ
人
な
ん
だ
か
ら
〔
つ
ま
り
、
金
で
買
わ
れ
た
奴
隷
で
は
な
い
の
だ
か
ら
〕、
他
に
主
人
を
見
つ
け
た
ら
、
と
勧
め
た
が
、
杜
亮
は
、
主
人
の
才
学
に

惚
れ
込
ん
で
い
る
の
で
、
辞
め
た
く
な
い
、
と
応
じ
た
由
。

（
43
）
両
親
の
葬
式
代
の
た
め
に
身
売
り
し
て
長
年
働
い
て
き
た　

親
の
葬
式
を
出
せ
な
い
不
孝
者
に
な
ら
な
い
た
め
、
貧
乏
な
良
民
が
自
ら
を
富
家
に
奴
隷

と
し
て
売
り
、
葬
儀
費
用
（
明
代
の
庶
民
な
ら
銀
五
、六
十
両
く
ら
い
か
）
を
賄
っ
た
わ
け
。『
初
刻
拍
案
驚
奇
』（
後
掲
注
「
二
拍
」
参
照
）
第
二
十
話
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「
李
克
譲
竟
達
空
函
劉
元
普
双
生
貴
子
（
李
克
譲
竟つ

い

に
空
函
を
達
し
、
劉
元
普
貴
子
を
双
生
す
）」
に
は
、
没
落
し
た
士
人
の
令
嬢
が
亡
父
の
た
め
「
売

身
葬
父
（
身
を
売
り
て
父
を
葬
ら
ん
）」
の
四
字
を
記
し
た
紙
を
掲
げ
て
市
中
で
自
ら
を
売
ろ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
、
古
く
は
、
伝
説
上
の
孝

子
、
漢
の
董と

う

永え
い

は
父
が
死
ん
だ
時
そ
う
し
た
、
と
い
う
話
が
東
晋
の
干
宝
（
四
世
紀
の
人
）
撰
『
捜
神
記
』
巻
一
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
4（
）
阿
寄
〔
寄
ど
ん
、
寄
や
ん
、
寄
ち
ゃ
ん
、
く
ら
い
の
意
〕　

魯
迅
の
小
説
『
阿
Ｑ
正
伝
』
の
主
人
公
は
ま
さ
に
か
よ
う
に
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
存
在
。

（
42
）〔
銀
〕
数
両　

中
国
の
銀
錠
（
明
治
期
の
日
本
人
は
こ
れ
を
そ
の
形
状
か
ら
「
馬
蹄
銀
」
と
呼
ん
だ
が
、
実
際
は
馬
蹄
様
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
）
は
二
十

世
紀
前
半
ま
で
流
通
し
て
い
た
。
ほ
ぼ
純
銀
に
近
い
良
質
の
灰
吹
き
銀
。
銀
錠
一
個
の
価
値
は
一
両
か
ら
五
〇
両
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
割
っ
て
秤
量
貨

幣
と
し
て
使
わ
れ
た
。
銀
一
両
は
約
三
七
グ
ラ
ム
。
現
代
日
本
の
純
銀
価
格
を
仮
に
一
グ
ラ
ム
＝
六
〇
円
と
す
る
と
、
一
両
＝
二
二
二
〇
円
と
な
る
。

た
だ
し
、
実
際
の
購
買
価
値
は
生
活
形
態
が
全
く
異
な
る
時
代
・
風
土
で
は
算
出
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
清
代
の
曹そ

う
て
ん霑

作
『
紅
楼
夢
』
で
は
百
姓
の
劉

婆
さ
ん
が
、
銀
二
十
両
あ
れ
ば
優
に
一
年
過
ご
せ
る
、
と
述
懐
す
る
（
農
民
の
こ
と
、
生
活
必
需
品
は
、
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
地
方
で
は
買
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
塩
、
あ
る
い
は
油
・
酢
な
ど
一
部
を
除
き
、
最
低
限
度
は
お
お
む
ね
自
家
で
賄
え
る
わ
け
だ
が
）。
ま
た
、
貴
公
子
で
は
あ
る
が
ま
だ
少

年
の
賈
宝
玉
の
小
遣
い
が
月
二
両
、
塾
で
の
点
心
代
や
ら
な
に
や
ら
に
、
と
別
に
年
八
両
。

（
43
）
監
生　

明
代
の
場
合
、
北
京
（
燕
京
）・
南
京
（
金
陵
）
に
置
か
れ
た
国
立
学
校
で
あ
る
国
子
監
の
学
生
。
神
宗
帝
の
万
暦
二
〇
（
一
五
九
二
）
年
、
膨

大
な
軍
費
を
補
う
た
め
、「
納
粟
入
監
」（
穀
物
ま
た
は
銀
を
上
納
し
て
監
生
に
な
る
）
制
度
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
警
世
通
言
』
の
「
杜
十

娘
怒
沉
百
宝
（
杜
十
娘
怒
り
て
百
宝
を
沈
む
）」（
＝『
今
古
奇
観
』
の
「
杜
十
娘
怒
沉
百
宝
箱
」
に
当
た
る
）
の
始
ま
り
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
科
挙

（
官
吏
登
用
試
験
）
の
郷
試
（
地
方
試
験
）
に
応
じ
る
資
格
の
あ
る
秀
才
（
監
生
を
含
む
）
の
資
格
を
持
つ
者
は
、
労
務
奉
仕
（
税
金
督
促
・
警
察
業
務

な
ど
）
の
課
役
も
幾
分
は
減
免
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
官
吏
候
補
生
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
、
平
民
の
集
ま
り
で
は
必
ず
上
座
に
置
か
れ
る
し
、
平
民

に
は
な
い
数
数
の
特
権
が
賦
与
さ
れ
、
知
県
（
県
知
事
）
の
よ
う
な
地
方
官
と
も
対
等
に
交
際
で
き
た
は
ず
。

（
44
）
そ
の
妻
子
を
一
家
と
し
て
独
立
さ
せ
た　

令
其
妻
子
自
己
成
家
。
奴
婢
と
し
て
使
用
し
続
け
る
の
に
忍
び
ず
、
良
民
に
し
た
の
で
あ
る
。

（
45
）
坊　

徳
行
の
あ
る
人
や
聖
人
な
ど
を
顕
彰
す
る
た
め
に
そ
の
本
籍
住
居
の
門
前
、
な
い
し
そ
こ
へ
通
じ
る
小
路
の
入
り
口
に
建
て
ら
れ
た
鳥
居
型
の
石

造
建
築
。

（
4（
）
趙

ち
ょ
う

善ぜ
ん
せ
い政　

未
詳
。
論
者
が
『
賓
退
録
』
の
テ
ク
ス
ト
を
求
め
た
、
譚
正
璧
編
『
三
言
両
拍
資
料
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
に
拠
れ
ば
、『
賓

退
録
』
の
撰
者
は
宋
趙
與よ

時じ

と
さ
れ
て
い
る
。
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
に
曰
く
。
趙
與
時
は
宋
の
太
祖
七
世
の
孫
で
、
宝
慶
の

進
士
。
確
か
に
『
賓
退
録
』
全
十
巻
を
撰
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
詩
を
論
じ
、
経
史
を
校
訂
し
、
典
故
を
弁
析
し
た
も
の
、
と
。
従
っ
て
当
た
ら
な
い
。

一
方
、
明
の
人
趙
善
政
撰
『
賓
退
録
』
全
四
巻
は
、
閭
里
の
風
俗
お
よ
び
旧
聞
奇
事
を
録
し
た
も
の
、
と
あ
る
。
ゆ
え
に
こ
ち
ら
に
改
め
た
。

（
4（
）『
賓
退
録
』
巻
三
か
ら
全
文
を
挙
げ
て
お
く　

譚
正
璧
編
『
三
言
両
拍
資
料
』
五
四
四
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。
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（
43
）
徐
氏
の
昆こ

ん

弟て
い

産
を
析せ

き

す　

兄
弟
が
財
産
分
け
を
す
る
の
は
一
見
公
平
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。
末
弟
は
長
兄
、
次
兄
に
比
べ

子
だ
く
さ
ん
（
二
男
三
女
）
な
の
で
、
長
兄
、
次
兄
は
、
家
計
を
一
つ
に
し
て
い
る
と
、
亡
く
な
っ
た
末
弟
の
家
族
の
面
倒
を
見
る
出
費
が
嵩か

さ

み
、
自
分

た
ち
に
と
っ
て
は
大
損
だ
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
労
働
力
と
し
て
最
も
見
劣
り
が
し
、
か
つ
、
老
後
の
世
話
で
経
費
が
掛
か
る
に
決

ま
っ
て
い
る
中
老
の
下
僕
と
そ
の
家
族
を
末
弟
の
嫁
に
押
し
付
け
、
自
分
た
ち
は
牛
と
馬
を
所
有
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
理
不
尽
な
企
み
。

（
49
）
太
学
の
学
生　

唐
代
に
制
定
さ
れ
た
国
立
学
校
は
首
都
長
安
に
あ
り
、
国
子
学
、
太
学
、
四
門
学
、
律
学
、
書
学
、
算
学
の
六り

く

学
で
、
全
体
を
国
子
監

が
管
理
し
た
。
こ
こ
で
は
明
代
な
の
で
、「
太
学
の
学
生
」
は
単
に
国
子
監
の
学
生
＝
監
生
を
指
す
。
前
掲
注
「
監
生
」
参
照
。

（
53
）
田
汝
成　

明
、
銭
塘
の
人
。
字
は
叔
禾
。
嘉
靖
の
進
士
。
広
西
右
参
議
を
授
け
ら
れ
、
政
績
あ
り
。
福
建
提
学
副
使
に
遷
る
。
博
学
に
し
て
古
文
に
巧

み
。
な
お
、『
阿
寄
伝
』
は
『
明
史
』
二
百
九
十
七
、『
万
斯
同
明
史
』
三
百
九
十
三
、『
国
朝
献
徴
録
』
一
百
十
三
、『
明
書
』
一
百
三
十
七
に
も
あ
る
。

以
上
、
諸
橋
轍
次
編
前
掲
書
に
拠
る
。

（
5（
）
原
文　

前
掲
『
三
言
両
拍
資
料
』
五
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
52
）
別　
『
明
史
』（
商
務
印
書
館
〈
台
北
〉、
一
九
六
七
）
巻
二
百
九
十
七
孝
義
伝
に
拠
れ
ば
「
析
」。

（
53
）
阿
寄
年
五
十
余
矣　
『
明
史
』「
時
年
五
十
余
矣
」。

（
54
）
噫　
『
明
史
』
省
く
。

（
55
）
悉　
『
明
史
』「
尽
」。

（
5（
）
得
銀
一
十
二
両　
『
明
史
』「
得
白
金
十
二
両
」。

（
5（
）
三
其
息　
『
明
史
』「
三
倍
其
息
」。

（
53
）
立　
『
明
史
』
省
く
。

（
59
）
又
二
十
年
，
而
致
産
数
万
金　
『
明
史
』「
歴
二
十
年
積
資
巨
万
」。
読
み
下
し
に
す
れ
ば
、「
二
十
年
を
歴へ

る
に
資
巨
万
を
積
む
」。

（
（3
）
既
皆
輸
粟
為
太
学
生　
『
明
史
』「
既
皆
」
省
く
。

（
（（
）
而
寡
婦
則
阜
然
財
雄
一
邑
矣　
「
自
是
寡
婦
財
雄
一
邑
」。
読
み
下
し
に
す
れ
ば
、「
是
よ
り
寡
婦
の
財
一
邑
に
雄
た
り
」。

（
（2
）
頃
之
、
阿
寄
病
且
死　
「
及
阿
寄
病
且
死
」。
読
み
下
し
に
す
れ
ば
、「
阿
寄
病
み
て
死
に
且
き
に
及
び
」。

（
（3
）
楮　
『
明
史
』「
籍
」。

（
（4
）
計　
『
明
史
』
省
く
。

（
（5
）
言
訖
而
終
。
徐
氏
諸
孫
或
疑
寄
私
蓄
者
，
窃
啓
其
篋
，
無
寸
糸
粒
粟
之
儲
焉　
『
明
史
』「
既
歿
或
疑
其
有
私
窃
啓
其
篋
無
一
金
蓄
」。
読
み
下
し
に
す
れ

ば
、「
既
に
し
て
歿
す
。
或
い
は
其
の
私
有
る
を
疑
い
、
窃
か
に
其
の
篋
を
啓
く
に
一
金
の
蓄
え
無
し
」。
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（
（（
）
一
嫗
一
児　
『
明
史
』「
所
遺
一
嫗
一
児
」。

（
（（
）
嗚
呼
！　

以
下
『
明
史
』
省
く
。

（
（3
）
拝　

跪
ひ
ざ
ま
ずい

て
ぬ
か
ず
く
礼
。
あ
る
い
は
組
ん
だ
両
手
を
挙
げ
て
上
体
を
曲
げ
る
礼
。

（
（9
）
武ぶ　

長
さ
の
単
位
。
一
歩
分
。
三
尺
。

（
（3
）
兪
鳴
和　

未
詳
。
浙
江
省
厳
洲
府
の
士
人
か
。

（
（（
）
鳴
和
は
ま
た
こ
う
言
っ
た　

以
下
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
訓
読
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
。
ご
高
教
を
戴
け
れ
ば
幸
い
。

（
（2
）
凌

り
ょ
う
も
う濛

初し
ょ　

明
末
の
文
人
（
一
五
八
〇
─
一
六
四
四
）。
闖ち

ん

王
（
二
代
目
）
と
号
し
た
李
自
成
（
？
─
一
六
四
五
）
の
乱
の
鎮
圧
に
当
た
り
殉
難
し
た
。

（
（3
）「
二
拍
」　

凌
濛
初
が
著
述
し
た
短
編
白
話
小
説
集
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
を
合
わ
せ
た
名
称
。

（
（4
）
抱ほ

う

甕お
う

老
人　

江
蘇
省
蘇
州
の
姑
蘇
（
現
在
蘇
州
市
呉
県
）
の
人
。
伝
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
明
末
の
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
由
。

（
（5
）
李り

昉ほ
う　

九
二
五
─
九
六
年
。
北
宋
の
学
者
・
政
治
家
。
後こ

う
か
ん漢

、
後こ

う

周し
ゅ
うに

も
仕
え
た
。『
旧
五
代
史
』
編
集
に
加
わ
り
、
ま
た
、『
太
平
広
記
』（
文
言
小
説

集
。
北
宋
初
期
ま
で
の
小
説
七
千
編
余
り
を
九
十
二
項
目
に
分
け
て
収
録
。
原
文
を
引
き
、
出
典
を
明
記
し
た
）
五
百
巻
の
ほ
か
『
太た

い
へ
い平

御ぎ
ょ
ら
ん覧

』
千
巻

（
項
目
分
類
に
よ
る
編
纂
書
）
な
ど
の
編
集
を
主
宰
。

（
（（
）
イ
ェ
フ
タ
の
誓
い　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
士し

し師
イ
ェ
フ
タ
（
旧
約
聖
書
士
師
記
一
一
─
一
四
章
に
出
る
）
が
神
ヤ
ハ
ヴ
ェ
に
、
ア
ン
モ
ン
人
と
の
戦
に
勝
利

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
帰
宅
し
た
時
家
の
戸
口
か
ら
自
分
を
迎
え
に
出
て
来
る
も
の
を
燔は

ん

祭さ
い

の
生
贄
と
し
て
捧
げ
る
、
と
誓
っ
た
こ
と
に
因
む
。
こ

れ
は
彼
の
た
っ
た
一
人
の
愛ま

な

娘
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
一
一
章
三
〇
─
三
九
節
）。
従
っ
て
、「
大
し
た
も
の
と
は
考
え
ず
、
あ
る
こ
と
の
対
価
と
し
て
与

え
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
に
、
そ
れ
は
思
い
も
掛
け
ぬ
大
切
な
存
在
だ
っ
た
」
と
い
う
誓
い
、
と
の
意
味
と
な
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
（
い
わ
ゆ
る
『
グ
リ
ム
童
話

集
』）
三
一
「
手
な
し
娘
」D

as M
ädchen ohne H

ände

の
導
入
部
は
こ
れ
。

（
（（
）
ル
プ
ラ
ン
ス
＝
ド
・
ボ
ー
モ
ン
夫
人　

M
m

e Leprince de Beaum
ont.　

名
は
ジ
ャ
ン
ヌ
＝
マ
リJeanne-M

arie

。
ル
プ
ラ
ン
ス
は
旧
姓
。
ド
・

ボ
ー
モ
ン
と
い
う
貴
族
と
結
婚
し
た
の
で
こ
の
姓
を
名
乗
る
。
た
だ
し
こ
の
結
婚
は
〔
こ
の
男
が
教
会
も
婚
姻
を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
と
認
め
た
異

常
な
放
蕩
者
だ
っ
た
た
め
〕
一
七
四
五
年
に
「
解
消
」
す
る
し
、
そ
の
後
同
郷
人
の
ト
マ
・
ピ
シ
ョ
ンT

hom
as Pichon

と
（
多
分
）
幸
せ
な
「
再
婚
」

を
し
、
息
子
三
人
娘
三
人
に
恵
ま
れ
た
。
日
本
で
の
紹
介
で
は
ボ
ー
モ
ン
夫
人
で
通
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
の
で
、
ル
プ
ラ
ン
ス
＝

ド
・
ボ
ー
モ
ン
夫
人
な
る
呼
称
が
よ
り
適
当
か
。

（
（3
）
ど
ん
な
恰か

っ
こ
う好

で
も
い
い
か
ら
子
ど
も
が
欲
し
い　
「
言
葉
の
力
」
は
強
い
の
で
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
意
図
せ
ぬ
呪
い
と
な
っ
た
わ
け
。

「
言
葉
の
力
」
が
幸
運
を
招
来
す
る
例
は
「
祝
福
」
で
あ
る
。

（
（9
）
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」　

呉
茂
一
訳
『
黄
金
の
ろ
ば
』（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
一
）。
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（
33
）「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」Cupido et Psyche. 　

ロ
ー
マ
文
学
の
傑
作
、
紀
元
二
世
紀
ロ
ー
マ
帝
国
ア
フ
リ
カ
属
州
マ
ダ
ウ
ロ
ス
の
人
ル
キ
ウ
ス

（
？
）・
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
（
一
二
八
？
─
？
）Lucius

（?

） A
p

（p

）leius M
adaurensis

が
著
し
た
『
黄
金
の
驢
馬
』A

sinus A
ureus

と
通
称
さ
れ
る

『
変

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
セ
ス

身
譚
』M

etam
orphoses

の
一
挿
話
と
し
て
出
て
来
る
物
語
で
有
名
。

（
3（
）「
天あ

め
わ
か
ひ
こ

稚
彦
物
語
」　

松
本
隆
信
校
注
『
御
伽
草
子
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
第
三
四
回
に
「
天
稚
彦
草
子
」
と
し
て
十
五
世
紀
の
古
い
絵
巻
の
詞

こ
と
ば

書が
き

に
基

づ
い
た
テ
キ
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
天
稚
彦
」
と
は
「
天
界
の
皇
子
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
事
実
後
で
彼
自
身
、
天
に
来
た
ら
、「
天あ

め
わ
か稚

御み

こ子
」
は

ど
こ
に
い
る
か
、
と
訊
ね
よ
、
と
人
間
の
妻
に
伝
え
る
。「
天
稚
御
子
」
は
ど
う
し
て
も
「
天
界
の
皇
子
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

（
32
）
十
七
間け

ん　

一
間
は
一
・
八
メ
ー
タ
ー
。
従
っ
て
三
〇
・
六
メ
ー
タ
ー
四
方
に
も
な
る
。

（
33
）
直の

う
し衣　

公
家
の
平
常
服
。

（
34
）
唐か

ら

櫃び
つ　

四
方
に
脚
の
付
い
た
大
型
の
箱
。
衣
類
や
調
度
品
を
収
納
す
る
。

（
35
）
西
の
京　

平
安
京
の
中
央
を
走
る
朱す

雀ざ
く

大お
お

路じ

の
西
の
部
分
。
右
京
。
庶
民
が
多
い
。

（
3（
）「
一
夜
ひ
さ
ご
」　

一
夜
で
天
ま
で
伸
び
る
瓢

ひ
ょ
う

箪た
ん

な
い
し
夕
顔
。

（
3（
）
父
は
鬼　

天
稚
彦
が
天
界
の
王
子
な
ら
、
そ
の
父
は
当
然
天
帝
の
は
ず
。
し
か
し
、
息
子
の
嫁
が
人
間
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
で
嫁
を
苛
め
抜
く
の
で
、

「
鬼
」
と
し
た
も
の
か
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、「
ク
ピ
ー
ド
と
プ
シ
ュ
ケ
」
に
お
け
る
ク
ピ
ー
ド
の
母
親
ウ
ェ
ヌ
ス
の
嫁
へ
の
仕
打
ち
と
そ
の
動
機
、

天
稚
彦
の
父
親
の
嫁
へ
の
仕
打
ち
と
そ
の
動
機
は
彼
我
完
全
に
一
致
す
る
。「
青
大
将
婿
」
で
は
艱
難
辛
苦
の
あ
げ
く
夫
を
捜
し
当
て
た
妻
に
当
の
夫
自

身
が
難
題
を
課
す
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
不
自
然
で
、
夫
の
父
親
（
青
大
将
婿
の
妻
に
と
っ
て
は
舅
）
な
い
し
母
親
（
青
大
将
婿
の
妻
に
と
っ
て
は
姑
）

が
そ
の
役
割
を
担
当
す
べ
き
で
あ
る
。

（
33
）（
１
）
千
頭
の
牛
を
朝
は
野
に
放
ち
、
夕
べ
に
は
牧
舎
に
戻
す　

こ
の
難
題
は
牧
畜
が
必
ず
し
も
盛
ん
で
な
か
っ
た
日
本
で
は
異
質
に
思
え
る
が
…
…
。

渡
来
人
に
よ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
伝
播
か
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

（
39
）（
３
）
巨
大
な
百む

か
で足

が
夥
し
く
い
る
倉
に
七
日
間
閉
じ
込
め
ら
れ
る
／（
４
）
巨
大
な
蛇
が
夥
し
く
い
る
倉
に
七
日
間
閉
じ
込
め
ら
れ
る　

こ
れ
ら
の
難

題
は
『
古
事
記
』
に
あ
る
、
根
の
堅
州
国
に
赴
い
た
大お

お
く
に
ぬ
し

国
主
の
神み

こ
と

が
そ
こ
の
支
配
者
で
あ
る
須す

さ佐
の
男お

の
命み

こ
と

の
息
女
須す

せ

り

び

め

勢
理
毗
売
を
妻
に
貰
い
受
け
る

た
め
に
、（
将
来
の
）
舅
須
佐
の
男
の
命
か
ら
課
さ
れ
る
難
題
を
想
起
さ
せ
る
。
難
題
三
つ
の
内
、（
１
）
は
「
蛇
の
室む

ろ

で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
」、（
２
）

は
「
蜈む

か
で蚣

と
蜂
の
室
で
一
夜
を
明
か
す
こ
と
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
須
勢
理
毗
売
が
大
国
主
に
与
え
た
領ひ

れ巾
（
女
性
が
頸
に
掛
け
る
長
い
布
）
を
振
る

こ
と
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
る
。

（
93
）
苽か　

瓜
あ
る
い
は
菰ま

こ
も

。

（
9（
）
水
が
…
…
中
を
隔
て
ら
れ
て
し
ま
う　

七
夕
の
伝
承
、
つ
ま
り
、
天
の
川
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
織お

り
ひ
め姫

（
織

し
ょ
く
じ
ょ女

星
）
と
彦ひ

こ
ぼ
し星

（
牽

け
ん
ぎ
ゅ
う牛

星
）
が
年
に
一
度
旧
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暦
七
月
七
日
に
逢
う
、
と
い
う
伝
承
の
混
入
。

（
92
）「
蛇

ロ
・
セ
ル
ペ」　

杉
山
洋
子
・
三
宅
忠
明
訳
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
［
五
日
物
語
］』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
五
）。

（
93
）
朝
鮮
民
話
「
青
大
将
婿
」　

関
敬
吾
監
修
・
崔チ

ェ

仁イ
ン

鶴ハ
ク

編
著
『
朝
鮮
昔
話
百
選
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
九
）。

（
94
）
虎
の
父
親
が
協
力
し
て
く
れ
る　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
「
黄
金
の
毛
が
三
本
生
え
て
い
る
悪
魔
」D

er T
eufel m

it drei goldnen H
aaren

で
、
悪
魔
の
お

祖ば

あ母
さ
ん
（
か
か
る
存
在
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
民
話
で
は
類
例
が
幾
つ
も
あ
る
。
は
て
さ
て

…
…
…
）
が
主
人
公
に
協
力
し
て
、
悪
魔
の
頭
に
生
え
て
い
る
黄
金
の
毛
を
引
き
抜
き
、
更
に
三
つ
の
謎
の
答
え
を
悪
魔
か
ら
訊
き
だ
し
て
く
れ
る
モ

テ
ィ
ー
フ
に
似
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
95
）
日
本
民
話
「
田た

に
し螺

息
子
」　

関
敬
吾
編
著
『
日
本
昔
話
大
成
』（
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
年
）
第
三
巻
九
ペ
ー
ジ
以
下
。
岩
手
県
和
賀
郡
。

（
9（
）
揚よ

う

州し
ゅ
う　

こ
こ
で
は
大
き
な
地
方
行
政
区
画
の
「
揚
州
」。
あ
と
の
「
揚
州
」
は
そ
の
中
心
で
あ
る
城
市
（
城
壁
を
廻
ら
し
た
都
市
）
で
、
長
江
下
流
左
岸

（
北
岸
）
に
あ
り
、
現
在
江
蘇
省
江
都
県
揚
州
市
。
古
か
ら
栄
え
た
。
隋
の
煬よ

う

帝だ
い

（
五
六
九
─
六
一
八
）
に
よ
っ
て
南
北
を
結
ぶ
大
運
河
が
開
か
れ
る
と
、

こ
れ
が
長
江
と
交
叉
す
る
地
点
に
位
し
た
の
で
更
に
大
い
に
発
展
、
繁
華
富
裕
な
都
市
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
。

（
9（
）
園え

ん
そ
う叟　

野
菜
作
り
の
爺
さ
ん
。

（
93
）
梁り

ょ
う

の
天
監
中　

南
北
朝
の
梁
（
五
〇
二
─
五
五
六
。
ほ
ぼ
南
中
国
が
版
図
）
の
開
祖
武
帝
の
治
世
天
監
（
五
〇
二
─
一
九
）
年
間
。

（
99
）
曹そ

う
じ
ょ
う掾　

役
所
の
課
長
補
佐
ほ
ど
の
地
位
。

（
（33
）
秩ち

つ　

任
期
。

（
（3（
）
笄こ

う
が
い　

女
子
と
し
て
成
年
に
達
し
て
い
る
こ
と
。
十
五
歳
（『
礼ら

い

記き

』
に
拠
る
）。

（
（32
）
媒ば

い
お
ん媼　

職
業
的
に
婚
姻
の
取
り
持
ち
を
す
る
婆
さ
ん
。
縁
談
が
調
え
ば
、
婚
家
双
方
か
ら
礼
金
を
貰
え
る
。

（
（33
）
酒
闌

た
け
な
わ

に
し
て　

酒
が
尽
き
よ
う
と
す
る
頃
に
。

（
（34
）
衰す

い
ま
い邁　

老
い
衰
え
て
い
る
こ
と
。

（
（35
）
灌か

ん

園え
ん

之
業　

野
菜
作
り
の
仕
事
。

（
（3（
）
衣
冠　

士し

大た
い

夫ふ

階
級
の
者
。

（
（3（
）
敵
す
る
者　

釣
り
合
う
相
手
。

（
（33
）
匹ひ

つ　

釣
り
合
う
相
手
。

（
（39
）
別べ

ち　

分
別
。

（
（（3
）

び
ん　

一

は
銭
一
千
文
。
五
百

で
は
五
十
万
文
。
前
掲
『
紅
楼
夢
』
で
は
賈
家
の
門
番
の
老
女
二
人
に
酒
手
と
し
て
奥
向
き
か
ら
三
百
文
が
渡
さ
れ
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る
。
妾
付
き
の
女
中
（
衣
食
住
は
主
人
懸
か
り
）
の
手
当
が
月
一

。
で
は
清
代
で
は
銅
銭
何
文
が
銀
一
両
に
な
る
か
。
乾
隆
帝
以
前
で
は
ほ
ぼ
七
百

文
が
一
両
（
こ
れ
と
て
地
方
に
よ
り
異
な
っ
た
）。
し
か
し
そ
の
後
銀
の
供
給
減
少
に
よ
り
、
八
百
文
、
九
百
文
と
銀
錠
価
格
は
上
昇
し
た
と
か
。
時
代

が
遙
か
に
隔
た
り
、
ま
た
全
く
虚
構
の
世
界
で
あ
る
こ
の
「
張
老
」
の
物
語
で
金
貨
・
銀
貨
・
銅
貨
の
購
買
価
格
お
よ
び
相
互
の
比
価
を
探
っ
て
も
無

益
で
あ
る
こ
と
は
重
重
承
知
だ
が
、
ご
く
大
雑
把
で
も
な
ん
と
か
見
当
を
付
け
た
い
。

（
（（（
）
穢あ

い　

糞
。
こ
こ
で
は
「
肥
え
」「
肥
や
し
」。

（
（（2
）
钁か

く

し　

鍬
で
耕
し
。

（
（（3
）
爨さ

ん
た
く濯　

炊
事
洗
濯
。

（
（（4
）
了
と
し
て　

ま
っ
た
く
。

（
（（5
）
怍さ

く

色し
ょ
く　

恥
じ
ら
い
の
表
情
。

（
（（（
）
酒
を
致
し　

酒
宴
の
用
意
を
し
。

（
（（（
）
酒
酣

た
け
な
わ

に
し
て　

酒
盛
り
の
最
中
に
。

（
（（3
）
即
ち　

す
ぐ
に
。

（
（（9
）
留
念　

引
き
留
め
る
（
別
れ
が
た
い
）
気
持
ち
。

（
（23
）
王
屋
山　

河
南
省
に
あ
る
太
行
山
南
麓
の
景
勝
地
。
漢
・
魏
以
降
、
道
教
に
お
け
る
「
十
大
洞
天
（
仙
人
の
棲す

み
か処

）
の
首か

し
ら

」、「
天
下
第
一
洞
天
」
と
言

わ
れ
た
。
道
士
の
修
行
場
と
し
て
著
名
。

（
（2（
）
天
壇
山　

王
屋
山
の
別
称
。
現
在
「
王
屋
山
世
界
地
質
公
園
」
の
四
景
観
区
の
一
つ
の
名
称
で
も
あ
る
。

（
（22
）
蓬ほ

う
と
う頭

垢こ
う
め
ん面　

髪
の
乱
れ
た
頭
と
垢
だ
ら
け
の
顔
。「
蓬
」
は
い
わ
ゆ
る
モ
チ
グ
サ
で
は
な
く
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
。

（
（23
）
崑こ

ん
ろ
ん崙

奴ぬ　

唐
・
宋
代
に
お
け
る
「
崑
崙
」
と
は
、
マ
レ
ー
半
島
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
南
方
諸
島
か
ら
東
ア
フ
リ
カ
に
掛
け
て
の
黒
い
肌
の
住
民
の
こ

と
。「
崑
崙
奴
」
は
そ
う
し
た
地
方
出
身
の
黒
い
肌
の
下
僕
。
し
か
し
、
こ
れ
は
常
識
的
解
釈
に
過
ぎ
な
い
。
唐
・
宋
の
小
説
に
登
場
す
る
「
崑
崙
奴
」

は
神
仙
の
棲
む
と
い
う
伝
説
上
の
山
「
崑
崙
山
」
を
想
起
さ
せ
る
超
能
力
を
有
す
る
下
僕
で
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。

（
（24
）
黄
牛　

黄
色
い
毛
色
の
牛
。
上
等
の
牛
。
日
本
で
は
「
あ
め
う
し
」（
飴
色
の
牛
）
と
訓
じ
る
。

（
（25
）
大た

い

郎ろ
う　

若
旦
那
様
。

（
（2（
）
朱
戸　

朱
塗
り
の
門
＝
身
分
の
高
い
人
の
邸
。 

（
（2（
）
甲
第　

立
派
な
邸
宅
。

（
（23
）
楼
閣
参さ

ん

差し　

高た
か
ど
の殿

が
入
り
混
じ
っ
て
建
っ
て
い
る
。
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（
（29
）
煙
雲
鮮
媚　

山
水
の
景
色
が
鮮
や
か
で
美
し
い
。

（
（33
）
鸞ら

ん　

伝
説
上
の
鳥
。
鳳
凰
の
一
種
。

（
（3（
）
歌
管　

歌
や
音
楽
。「
管
」
は
管
楽
器
。

（
（32
）
廖り

ゅ
う

亮り
ょ
う　

「
嚠

り
ゅ
う
り
ょ
う

喨
」
で
あ
ろ
う
。「
嚠
喨
」
は
管
楽
器
の
音
な
ど
が
冴
え
て
響
き
渡
る
さ
ま
。

（
（33
）
紫
衣
の
人
吏　

紫
衣
の
門
衛
。
直
訳
す
れ
ば
「
紫
色
の
衣
装
を
着
た
下
級
役
人
（
＝
吏
人
）」。
し
か
し
、「
紫
衣
」
は
本
来
高
級
官
吏
を
指
す
。
通
常

胥し
ょ
り吏

（
下
級
役
人
）
は
黒
に
近
く
見
え
る
青
衣
を
纏
う
。
仙
界
な
の
で
俗
界
の
常
識
と
は
合
わ
な
い
の
か
。

（
（34
）
庁　

正
殿
。

（
（35
）
舗
陳　

敷
き
並
べ
て
あ
る
も
の
。
敷
き
石
。

（
（3（
）
氤い

ん
う
ん氳　

香
り
が
良
い
さ
ま
。

（
（3（
）
珠し

ゅ

佩は
い　

真
珠
の
帯
飾
り
（
衣
の
帯
に
結
ん
だ
飾
り
）。

（
（33
）
青
衣　

腰
元
、
侍
女
。

（
（39
）
阿あ

郎ろ
う　

旦
那
様
、
ご
主
人
様
。

（
（43
）
絶
代　

世
に
並
ぶ
も
の
が
無
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
。

（
（4（
）
遠
遊
冠　

昔
の
中
国
の
冠
の
名
。
秦
漢
以
降
、
代
代
し
き
た
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
元
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

（
（42
）
朱し

ゅ

綃し
ょ
う　

朱
色
の
薄
絹
。

（
（43
）
儀
状
偉
然　

風
采
が
立
派
で
優
れ
て
い
る
。

（
（44
）
芳ほ

う
ど
ん嫩　

芳
し
く
み
ず
み
ず
し
い
。

（
（45
）
揖ゆ

う　

両
手
を
組
み
合
わ
せ
て
の
挨
拶
。
略
礼
（
日
本
の
会え

釈し
ゃ
く

程
度
か
）。

（
（4（
）
娘じ

ょ
う

子し　

お
嬢
様
。『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
）
で
は
「
嬢
子
」。

（
（4（
）
堂　

御
殿
の
大
広
間
。

（
（43
）
沈じ

ん

香こ
う　

熱
帯
産
の
香
木
。
木
材
と
樹
脂
は
細
工
用
や
香
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
（49
）
玳た

い
ま
い瑁　

瑇た
い
ま
い瑁

。
熱
帯
・
亜
熱
帯
に
分
布
す
る
海
亀
の
一
種
。
こ
こ
で
は
そ
の
甲
羅
で
あ
る
貴
重
な
鼈べ

っ
こ
う甲

。

（
（53
）
箔は

く　

簾す
だ
れ

。

（
（5（
）
階か

い

砌せ
い　

階
段
。

（
（52
）
寒か

ん
け
ん暄　

時
候
の
挨
拶
。
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（
（53
）
尊
長　

目
上
の
人
。
こ
こ
で
は
張
老
の
妻
の
実
家
の
両
親
。

（
（54
）
鹵ろ

莽ぼ
う　

細
か
く
気
を
配
ら
な
い
。
張
老
の
妻
は
既
に
仙
籍
に
入
っ
て
い
る
の
で
俗
縁
に
重
き
を
置
か
な
い
の
で
あ
る
。

（
（55
）
饌せ

ん　

食
事
。
ご
馳
走
。

（
（5（
）
精
美
芳ほ

う

馨け
い　

極
め
て
吟
味
さ
れ
、
美
味
で
、
香
り
が
芳
し
い
。

（
（5（
）
内
庁　

昔
の
中
国
の
建
築
で
、
第
二
棟
に
あ
る
接
客
・
宴
会
・
儀
礼
用
の
広
間
。
一
般
に
、
重
要
な
客
や
親
し
い
知
友
を
迎
え
る
の
に
使
う
。

（
（53
）
蓬ほ

う
ら
い
さ
ん

莱
山　

神
仙
が
住
む
と
い
う
伝
説
上
の
山
。
蓬
莱
島
、
蓬
莱
仙
島
。
渤ぼ

っ
か
い海

（
現
実
の
「
渤
海
」
は
中
国
北
部
、
遼
東
半
島
と
山
東
半
島
の
間
に
拡
が

る
海
域
）
に
あ
る
、
と
い
う
。

（
（59
）
笙せ

い
こ
う篁　

笙し
ょ
う

と
笛
。

（
（（3
）
遐か

遠え
ん　

果
て
し
な
く
遠
い
。

（
（（（
）
鎰い

つ　

重
さ
の
単
位
。
二
十
両
あ
る
い
は
二
十
四
両
。
一
両
＝
一
〇
匁
。
一
匁
＝
三
・
七
五
グ
ラ
ム
と
換
算
す
れ
ば
、
一
鎰
は
七
五
〇
グ
ラ
ム
あ
る
い
は

九
〇
〇
グ
ラ
ム
。
二
十
鎰
で
は
一
五
キ
ロ
あ
る
い
は
一
八
キ
ロ
。
現
代
日
本
の
純
金
価
格
を
仮
に
一
グ
ラ
ム
＝
三
八
〇
〇
円
と
す
る
と
、
二
十
鎰
＝

五
七
〇
〇
万
円
あ
る
い
は
六
八
四
〇
万
円
と
な
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
購
買
価
値
は
生
活
形
態
が
全
く
異
な
る
時
代
・
風
土
で
は
算
出
で
き
な
い
。

（
（（2
）
席
帽　

昔
の
中
国
の
帽
子
の
名
。
蔓
草
を
骨
組
と
し
て
お
り
、
形
状
は
氈せ

ん

（
フ
ェ
ル
ト
）
帽
に
似
、
四
隅
が
垂
れ
下
が
っ
て
日
除
け
と
な
る
。　

（
（（3
）
北
邸　

未
詳
。「
北
郭
」
の
意
な
ら
、
城
市
揚
州
の
北
方
の
外
側
。

（
（（4
）
信し

ん　

証
拠
、
証
明
。

（
（（5
）
肆し

に
当
り
て
薬
を
陳
ず　

店
に
出
て
薬
を
並
べ
て
い
る
。

（
（（（
）
常　

以
前
、
か
つ
て
。

（
（（（
）
皂そ

う

線せ
ん　

黒
い
糸
。『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
）
で
は
「
皂
綫
」。

（
（（3
）
手し

ゅ

蹤し
ょ
う　

縫
い
方
。『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
）
で
は
「
手
踪
」。

（
（（9
）
載さ

い
せ
ん銭　

一
台
の
車
に
載
せ
ら
れ
る
量
の
銭
。

（
（（3
）
浩こ

う
ぜ
ん然　

去
り
難
い
さ
ま
。

（
（（（
）
斤　

重
さ
の
単
位
。
十
六
両
。
一
六
〇
匁
。
一
匁
＝
三
・
七
五
グ
ラ
ム
と
換
算
す
れ
ば
、
一
斤
は
六
〇
〇
グ
ラ
ム
。
十
斤
で
は
六
キ
ロ
。

（
（（2
）
酒
旗　

酒
屋
が
看
板
の
代
わ
り
に
掲
げ
る
旗
。

（
（（3
）「
張
古
老
種
瓜
娶
文
女
」　

以
下
の
粗
筋
は
、
馮
夢
龍
編
撰
・
徐
文
助
校
注
『
喩
世
明
言
』（
三
民
書
局
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
三
初
版
二
刷
）
五
五
〇

─
五
五
三
ペ
ー
ジ
に
拠
る
。
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結
び
に
一
言
。

　

こ
の
小
論
は
、
新
田
春
夫
教
授
定
年
退
任
記
念
号
に
寄
稿
す
る
た
め
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
二
月
二
十
七
日
に
論
者
が
行
っ
た
武
蔵
大
学
最
終
講
義

の
内
容
を
基
に
大
幅
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
年
ご
交
誼
を
忝
く
し
た
親
愛
な
る
同
僚
新
田
さ
ん
に
謹
ん
で
こ
の
拙
文
を
捧
げ
る
。

　

ま
た
東
京
大
学
大
学
院
中
国
語
中
国
文
学
博
士
課
程
後
期
に
在
籍
の
長
女
鈴
木
弥
生
の
力
添
え
に
深
く
感
謝
す
る
。
こ
ん
な
筋
の
物
語
が
中
国
に
な
い
か
、

と
の
論
者
の
質
問
に
応
え
て
、
弥
生
が
、
言
下
に
、
こ
れ
は
ど
う
か
、
と
二
つ
の
白
話
小
説
と
そ
の
素
材
を
教
え
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
小
論
の
根
幹
を
成
す
中

国
の
類
話
と
の
比
較
そ
の
も
の
が
そ
も
そ
も
成
立
し
な
か
っ
た
し
、
弥
生
に
よ
る
中
国
関
係
参
考
資
料
の
提
供
が
な
け
れ
ば
研
究
論
文
の
体
裁
を
も
作
れ
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、
あ
り
得
べ
き
誤
謬
を
含
め
て
、
分
析
、
解
釈
、
文
辞
の
全
て
が
論
者
一
個
の
責
任
に
帰
す
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。


